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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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■一章　正しい婚約者の作り方？







「えー、みんなに集まってもらったのは他ほかでもありません」

　広い戌いぬ威い家の居間で、戌威賢けん悟ごさんが神妙な表情で口を開いた。

　賢悟さんは戌威小さ夜よちゃんの叔お父じで、彼女を溺でき愛あいしてる。

　小夜ちゃんさえ絡まなければ穏やかで、面倒見が良い人なんだけど……。

　そんな賢悟さんにオレたちは昼前に戌威家に呼び出されたのだ。

　彼は咳せき払ばらいをしてから、みんなを見回し告げた。




「倉くら田た優ゆう樹きくんとうちの小夜との婚約を解消します」




　予想外のセリフに、その場にいた全員――オレこと倉くら田た優ゆう樹き、戌威小夜ちゃん、兎うさ月つきありす、狐きつね火び久遠くおん、千ち影かげそら、風ふうが凍り付く。

　静寂の後、小夜ちゃんが立ち上がり、猛烈な勢いで抗議した。

「何を仰おつしやっているのですか賢悟叔父さん！　私と優ゆう兄さんの婚約が破棄されるなんて地球が滅亡してもありえません！　だいたいなぜ婚約を解消しなければならないんですか!?」

　だが賢けん悟ごさんは小さ夜よちゃんに怒られているのにもかかわらず、意地の悪い笑みを変えようとはしなかった。

「なぜって、それは優ゆう樹きくんが『神かみ喰くい一いち族ぞく』としてちゃんと覚かく醒せいしたからだよ！」

　さらに彼は続ける。

「優樹くんはなぜか『神喰一族』の生き残りだった。だが、完全に能力をコントロールできてはいなかった。だから、百ひやつ鬼き夜や行こうと四し生しよう楼ろうは彼の存在を知っていながら手は出さなかったんだ。しかし！　一昨日の『高たか天まが原はら』の事件で、彼は『神喰一族』として完全に覚醒した！　これで優樹くんはもう四生楼の関係者になってしまったのだよ！」

　四生楼とは陰おん陽みよう師じを代表する組織のことだ。

　四生楼の創設理由は『神喰一族』の監視、そして場合によっては暴走を押さえつけ保護監禁するためだ。

　今までは半覚醒状態だったため、積極的に働きかける理由は乏しかったが、現在は完全に覚醒している。

「それじゃオレは四生楼に監禁されるのか!?」

　怯おびえの視線を四生楼の一角、千ち影かげ一族長おさの千影そらへ向ける。

　彼女は首を振り否定した。

「大丈夫だよ。ゆうくんを昔の『神喰くい』のように四家で囲い、監視するようなことはしないよ。ただ監視＆護衛として数人が四生楼から派遣されて、陰から目立たないように付いているだけだよ」

「マジ？　それっていつから？」

「えっ、気付かなかったの？　昨日の文化祭からすでに数人付いていたよ？」

　うぉ、マジで全然気付かなかった。

　賢悟さんはさらに暗い笑顔を強め、断言する。

「つまり優樹くんはもう陰陽師、裏の人間の関係者！　犬いぬ神がみ、猫ねこ又また一いち族ぞくの妖あやかしの存在を知った一般人を殺すという大たい義ぎ名めい分ぶんは消滅するのだよ！　すなわち倉田優樹一般人くんを殺さないため結婚するという理由も同時に消滅する！　だから小夜と優樹くんの婚約話はなかったことで！　あははははっはははっはは……げほ！　げほ！　ははははっはははっはっはははははははははっっははははあ！！！！！」

　賢悟さんは盆と正月にクリスマスと夏休み、ついでに花見と運動会が同時に来たような狂った笑い声をあげる。

　咳せき込こむまで笑わなくてもいいのに。

　もちろん、小夜ちゃんは猛反対した。

「納得いきません！　私は絶対に反対です！　たしかに優ゆう兄さんは四生楼の関係者になりましたが、だからといって一度交わした婚約を破棄するなんてできませんし、非常識です！　それに一族や妖あやかしなど関係なく、二人の気持ちが重要なんです！　優ゆう兄さんは私との婚約破棄なんて嫌ですよね？　嫌に決まってますよね？」

「も、もちろんだよ小さ夜よちゃん！　当たり前じゃないか！」

　彼女は大きな瞳を潤ませ迫ってくる。

　絶世の美少女の上目遣いの威力も半端無いが、その瞳の奥に灯ともる怒りの炎の前に思わず同意した。

　だが、賢けん悟ごさんは余裕の表情を崩さない。

「よく考えてみてくれ優ゆう樹きくん――婚約が破棄になれば君は自由の身。これで世間さまに後ろ指さされることなく、堂々と年上のお姉さまとイチャイチャし放題だよ？」

「やっほうぉおぉ！！！　オレは自由だ！！！！」

「……優兄さん」

「なんて！　自由なんていらないぜ！　マジで！　だから、無意識に刃物を探すのを止やめてよ小夜ちゃん！」

　一瞬の喜びも、彼女の一ひと睨にらみですぐさま沈静化する。

「ありすさんも、くーちゃんも、そらさんも、風ふうちゃんさまも突然の婚約破棄なんておかしいと思いますよね!?」

「ちょっとタイム」












　小さ夜よちゃんは外堀を埋めるため周囲に同調を願うと、代表してありすが、両手で『Ｔ』の形に作る。

　ありすたちはオレ、小夜ちゃん、賢けん悟ごさんを除いて円陣を作り意見を交換する。

（みんなはどう思う？　ワタシとしては小夜ちゃんには申し訳ないけど婚約破棄はちょーありがたいんだけど）

（……久遠くおんも、右に同じ）

「そらも、ゆうくんと小夜ちゃんの婚約破棄は大賛成だよ！」

　そら、密談しているんだから少し声の音量下げような。

（風ふうさまはどうですか？）

（妾わらわはもちろんおーけーなのじゃ。婿むこ殿は猫と犬の婚約が先だからと妾との結婚を拒んだからの。婚約が破棄になれば障害はなくなるのじゃ！）

　円陣が崩れる。

　ありすが少女漫画みたいに瞳に星を輝かせ、親指を立てた。

「婚約破棄賛成です！」

「ありすさんたちの裏切り者[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　小夜ちゃんは可愛かわいらしく悲鳴を上げる。

　ありすたちがそれぞれいい笑顔でフォローする。

「でも小夜ちゃん、言い分は賢悟さんが正しいし、しょうがないわよ」

「……約束はちゃんと守らないと」

「そらとしてはゆうくんたちの婚約破棄は、つけ込める隙すきがいっぱいできるから大賛成だよ！」

　だからそら！　おまえはもうちょっと本音と建て前を覚えろよ！

「しょうがない。世の中は諸しよ行ぎよう無む常じよう。長く生きていれば婚約破棄ぐらいあるのじゃ」

　賢悟さんはみんなの意見を聞いて、後光がさすほど明るい表情でオレへと詰め寄ってくる。

「みんなの意見も出たことだし、小夜との婚約は破棄！　ということで。ねぇ、いいよね優ゆう樹きくん!?」

「よくありません！」

　と、小夜ちゃんが詰め寄る賢悟さんの着物を引っ張り、引き離そうとする。

　だが、根が張ったように動かない賢悟さんは、さらに荒い息で詰め寄ってくる。

「優樹くん、なにもタダで小夜との婚約を破棄してくれとは言わないよ！　三国一、いや、銀河一の美少女、小夜との婚約を破棄する君に僕は深く同情しているんだから！」

「そのわりには宝くじ一等に当たったかのような、最上級のいい笑顔ですね」

「はっはっは！　嫌いや味みはなしだよ。だから、手切れ金にこの小切手に好きな金額を書いてくれたまえ。さらに優ゆう樹きくんの好みの年上お姉さまを僕が紹介しようじゃないか！　さぁ好みを教えてくれ、どんな子でも連れてくるよ。もちろん、君との交際、結婚、出産までの約束はきっちり取り次いでおくよ」

　賢けん悟ごさんは小さ夜よちゃんの引っ張る力に四肢を畳に突き刺す勢いで抵抗し、その悪魔的笑みをさらに近づける。

「さぁ言うんだ。どんな女性を連れてくれば小夜と二度と関かかわらないでくれる？　身長は？　体重は？　胸の大きさ、職歴、家族構成、男性経験の有無、政治思想、学歴、人種、年齢ｅｔｃどんな要求にも応えよう。その程度で小夜との婚約を破棄してくれるならな！」

「へぇ～、賢悟くんってそういう人だったんだ」

「あ、茜あかねさん!?」

　オレの背後にいつのまにか猫びよう桐どう茜あかねさんが立っていた。

『ＣＡＴ[image: ]　ＢＥＬＬ』という喫茶店を経営する猫ねこ又また一いち族ぞくだ。

　茜さんは信頼していた人物の不正現場に出くわしたように落胆する。

「あたしはずっと賢悟くんを尊敬していたんだ。その歳としで姪めいを引き取り、立派に育ててるって。けど、まさかお金や女性をあてがうことで男女の仲を引き裂こうとするなんて。見損なったよ」

「ち、違いますよ茜さん！　そんなつもりじゃ！　僕は優樹くんが『神喰くい』になったから、小夜との婚約話を白紙にしてあげようと――」

　茜さんに惚ほれている賢悟さんは、彼女からの評価下落にあたふたする。

　しかし評価は下げ止まらず、周りにいた小夜ちゃんやありすたちに助けを求めるが、

「賢悟さん、たしかにワタシたちは小夜ちゃんの婚約解消に賛成だけど、ユウキに女性をあてがって婚約解消を迫るなんて酷ひどすぎです」

　とありすを皮切りに女性陣から非難が飛び交う。

「……最低」

「はい！　はぁ～い！　そらもそういうのいけないと思います！」

「いつの世も男というのは身勝手な生き物じゃの。おなごを道具としか考えられんとは」

「茜さん、賢悟叔お父じさんをもっと叱ってやってください」

　突然の裏切りに、賢悟さんは抵抗できず、その場に崩れ落ちる。

　さすがに男としてあまりに不ふ憫びんな姿に、フォローを入れた。

「で、茜さん。愛め衣いの行方は掴つかめましたか？」

　その一言に部屋の空気が変わる。

「ああ。ついさっき知らせと一緒に写真が届いたよ」

「これって監視カメラの画像ですね」

　白黒のカメラに三人の姿が写っていた。

　猫ねこ柳やなぎ愛め衣い。

　オレの幼なじみで、『仙せん狸り』と呼ばれる神さまの生まれ変わりだ。

　もう一人は詩し猫びよう初はつ音ねでオレの元初恋の人だ。

　この世の全すべての呪いを内包して生まれる『猫びよう鬼き』と呼ばれる黒猫だ。

　最後は百ひやつ鬼き夜や行こうで、白猫と呼ばれる猫ねこ又また木ぎ志し郎ろうだ。

　全員、猫ねこ又また一いち族ぞくで、場所は駅構内。

　新幹線の車体が一緒に写っている。

　愛衣は昨日の文化祭から姿を消した。

　出るはずの舞台をすっぽかし、その後校内を探したが見付からず、家にも帰ってこなかった。

　そんな愛衣がどこに行ったかというと――『高たか天まが原はら』と行動を共にしていたのだ。

　先週の金曜日、学校の生徒たちを襲った『呪じゆ水すい』。

　散布された呪いは百ひやつ鬼き夜や行こう呪じゆ術じゆつ除じよ去きよ班はんの検査結果、初音お姉ちゃんが持つものと同じだと今朝、判明した。

　彼女は体内に全ての呪いを抱えている。

『呪水』を作り出すのは容易だろう。

　おそらく無人トラック暴走の件なども、こちらの信頼を得るための彼女の自作自演だろうと言われた。

　また初音お姉ちゃんの首輪はすでに外されている。

　この首輪を外せるのは百鬼夜行調査委員会の猫ねこ叉また木ぎ志郎のみ。

　つまり、初音お姉ちゃんも、猫叉木志郎も『高天原』だったのだ。

　茜あかねさんがぼやく。

「しかしまたなんで愛衣は『高天原』と行動を共にしてるんだ？」

「恐らく『高天原』をお一人で潰つぶそうとしているのではないですか？　いなくなったあと私に一通だけ届いたメールには、短いですがそれを思わせる内容が含まれてましたし、それに愛衣ちゃんはそれだけの力を持ってます。私だって事実を知ったら同じようにこの手で潰します。私の婚約者である優ゆう兄さんを狙うなんて不届き千万ですから」

「いや、小さ夜よ、もう優ゆう樹きくんとは婚約者では……」

「何か仰おつしやいましたか、女性をあてがい若い二人を別れさせようとする賢けん悟ご叔お父じさん」

「いえ、なんでもないです」

「それ以外考えられないよな」

「ねぇ、ユウキ、愛衣ちゃんが脅おどされて行動しているとは考えられないの？　誰だれか人質に取られているとか」

　ありすの意見を吟味するが、その可能性は薄い気がする。

「脅迫されて従っている感じがしないんだよな。メールの文章には『心配しないで大丈夫』とも書いてあったし。写真からだと自分から積極的に動いているように見えるし」

「……久遠くおんもお兄ちゃんと一緒」

「だがまぁ、可能性として考えておいたほうがいいかもしれんの」

　久遠と風ふうのツルペタロリコンビが、それぞれ意見に披露する。

　オレは出された意見を統合した。

「どっちの意見も念頭に置いて『高たか天まが原はら』の足取りをもう少し調べてもらおう。オレたちは愛め衣いから連絡が来ないか待っていよう。もし連絡が来たら、早く戻ってくるよう言わないとな」

　口では冷静に状況をまとめるが、愛衣の居場所さえ分かればすぐに迎えに行きたかった。

　テーブルの下で握った拳こぶしが痛い。

　他ほかのみんなも心配しており、オレと同じような表情を作っていた。





　◇






「……お兄ちゃん、今大丈夫？」

「どうした久遠、珍しいな」

　愛衣を心配してもできることはなく、倉くら田た家に帰り、晩飯を食べ終えて自室でパソコンに向かっていると、久遠が文房具を手に部屋を訪ねて来た。

「……学校の宿題で分からない所があるから教えて欲しい」

「珍しいな。久遠が勉強を教えて欲しいなんて。あれ？　でも、昨日は文化祭で、今日は振り替え休日。宿題なんていつ出たんだ？」

「……文化祭前に出てたの」

　彼女は明後日あさつての方角へ向け答えた。

　久遠はとても優秀だ。

　一度教えたことは二度と忘れないし、ペーパーテストができるだけの秀才ではなく、応用力も高い。

　そんな彼女が解けない問題とは、いったいなんだ？

　教科書を受け取り、ちゃぶ台に広げる。

「久遠に分からない問題が分かるかな」

「……大丈夫、中学生の問題だから」

「どれ、貸してみ。数学か。これなら教えられるぞ」

　数学は得意分野なのと、持ってきた宿題が簡単な証明問題だったため特に詰まることなく説明できそうだ。

「で、だ。どうして久遠くおんは膝ひざに座るんだ？」

「……この方が見やすいから」

「いや、隣に座ればいいだろ！」

　彼女は、胡座あぐらをかいたオレの足の上に腰を下ろす。

　まるであつらえたようにすっぽりと久遠は腕の中に収まった。

　彼女の温ぬくもりや髪から漂うシャンプーの香り、年相応の女の子の柔らかさが男の本能を刺激してくる。

「……気にしないで。解き方を教えて欲しい」

「気にしない方が無理だろ!?」

　だが、彼女はどく気配がない。

　しかたなくこの体勢で教える。

「んで、Ｘ＝１の時、Ｙ＝Ｚがなりたつためには」

　シャープペンを走らせ、ノートに解き方を書いていく。

「……んっ」

　久遠は話を聞きながら、座り心地が悪いのか何度も位置を変える。

　そのたびに彼女の柔らかなお尻がぷにぷにと男の本能に刺激を送ってくる。

「つまり、Ｚ＝Ｘの時、Ｙはぷにぷに柔らかくて、じゃなく、良い匂いがするから、でもなく！　ていうか久遠！　わざと座る位置を直してるだろ！」

「……何のことかさっぱり分からない」

「目を反らすな、目を！　真面目まじめにやらないなら、もうお終しまいだ」

「……やる。真面目に聞くから続けて欲しい」

「なら、続けるぞ。本当に変なことするなよ？」

「……それはエッチなことをしろっていうお笑い番組でよくある前振り？　お兄ちゃんとなら最後までする覚悟あるよ」

「違うから！　あと、そんな覚悟は持たなくていいです！」

「……むぅ～」

　久遠は拗すねたのかほほをハムスターのように膨らませる。

　彼女の頭を撫なでて、ご機嫌を取ってから証明問題の続きを始めた。

　しかしこの程度の問題、彼女なら教師より分かりやすく説明できるはずだが……。

「と、なるわけだ分かったか？」

「……うん、分かった。お兄ちゃん教え方上じよう手ず」

「理数系はわりと得意だから。逆に英語は赤点しかとったことないけど」

「……そういえばお兄ちゃんの名前の漢字ってどう書くの？」

「唐突だな」

「……ちょっと気になって。名前、書いて欲しい」

「別に名前ぐらいいいけど。えっとだな、くらたは倉に田んぼの田だろう」

「……そこじゃなくて、ここに書いて欲しい」

　久遠くおんは新しいノートを取り出し、ページを開いて渡す。

「いや、別にこのノートに書いてもいいだろう」

「……ダメ、ここに書いて」

「久遠、ちょっとページめくるな」

「……あっ」

　ページの下にはカーボン紙が貼はられていた。

　さらにその下には婚姻届けが挟まっていた！

「なんでノートの下に婚姻届けが貼ってあるんだよ!?　しかも名前を書く場所が丁度オレの名前記入部分だし！　しかも久遠のはもう書かれてる!?　てか、いつこんなの手に入れたんだよ！　小さ夜よちゃん家ちからずっと一緒だっただろ!?」

「……それは前に――」

「前に、市役所から貰もらってきたのか？　たく、凄すごい行動力だな」

「……婚約ゼグシーって雑誌の付録に付いてたの」

「んん!?　婚姻届けって雑誌に付録として付いてるもんだっけ!?」

　久遠が部屋を出て自室から問題の婚約ゼグシーを持ってくる。

「……ほら、切った跡」

「たしかに婚姻届けの切り跡と一致するな。凄いな雑誌にこんなのが付いてるなんて。じゃなくて！　久遠、なんでこんなマネしたんだ！」

「……だって」

「だって」

「……お兄ちゃんと婚約したかったから」

「うぐ」

　可愛かわいい！　めっちゃ可愛い！

　久遠はしょんぼりと肩を落とし、こぼれ落ちそうなほど大きな瞳を潤ませる。

　しかも年下の美少女（将来、美女で才媛確実）が、強引に結婚が迫ってくる姿は胸を揺さぶるものがある。

「いや、そのなんだ。大声出して悪かったよ。でも、こういうサギみたいなマネはちょっと感心しないぞ」

「……ごめんなさい」

「分かってくれて嬉うれしいよ」

「……今度はばれないようにする。ちょっとお兄ちゃんを侮あなどっていた」

「反省しようよ!?」

　しかもこの程度で騙だまされるほどマヌケだと思われていたのが悲しかった。

　久遠くおんが部屋から出ると、ネットをする気にもなれず起動しているＰＣを放置してマンガ本を手に取り、イスに座って読む。

「ユウキいる？」

「ん、ありすか。開いてるから入ってきていいぞ」

　メイド服姿のありすが、部屋に入ってくる。

「お風呂が沸いたから入っちゃって」

「えー、一番最後でいいよ」

「ダメよ、さっさと入りなさい」

　ありすはまるで年上の姉のように叱った。

「後でいいって」

「そう、そんなにワタシたちの入った後のお湯に入りたいのね。もうユウキの残り湯マニア♪」

「やっぱり日本人は一番風呂だよな！　早速入ってくるか！」

　読んでいたマンガ本を放り出し、風呂へと向かう。

　その足をありすが引き止めた。

「その前にちょっとお話があるんだけど、いいかな」

　ほほをリンゴみたいに染め、モジモジと恥はずかしそうに体を揺する。

　彼女の恥ずかしさが移ったのか、オレまでほほが熱くなる。

「な、なんだよ話って」

「昼間の婚約解消の話なんだけどね。ワタシ、ユウキにどうしてもお願いしたいことがあって……」

「ありす、ま、まさかオマエも！」

「うん。ワタシ、本気でユウキと婚約したいの。本気で、どんな手を使ってでも……」

　ありすはおもむろにメイド服のボタンを外し、胸元をあらわにする。

　真っ白で滑らかな肌の谷間が視線を釘くぎ付づけにする。

　慌てて体ごと彼女に背を向け、視線を引ひき剥はがした。

「や、止やめろありす！」

「言ったよね。ワタシ、本気だって……」

「あ、ありす、ッゥ――!?」

　気付けば彼女に押し倒され、馬乗りにされる。

　胸元がはだけたメイド服。

　久遠にはまだまだ出せない色香漂う上気したほほ。

　ありすはウサギのクセに、獲物を狙う肉食獣のように舌なめずりする。

　彼女はスカートをつまみ、するすると持ち上げた。

　白い太ふと股ももに食いこむガーターベルトが艶なまめかしい。

「ふふふ、逃がさないわよ。ユウキにはワタシの全すべてを見てもらわないと」

「だ、ダメだって、ありす！　それ以上は止やめろ！」

「どうして？　ワタシはユウキに全てを見て欲しいのに」

　スカートを限界まで捲まくると、今度はさらに胸のボタンを外す。

　白いレースに縁取られたブラジャーに形のいい胸、滑らかな肌の谷間に視線が釘くぎ付づけになる。

　彼女は覆おおい被かぶさってくると、耳たぶを味見するように甘あま噛がみしてくる。

　密着してるせいで、胸がオレとのあいだで形を変える。

　柔らかな感触と耳から送られる甘い痛みに、脳の機能が一部マヒする。

「どうして逃げるの。ユウキに見てもらって感想を聞かせて欲しいのに」

　さらに彼女はいやらしく耳を舐なめてくる。

「どうしてって……もっと自分を大切にしないとダメだって！」

　それにもしまた彼女の谷間を前にしたら、欲望を押さえる自信がない。

「そんなこと言わずに――このずっと隠し撮りしてきたユウキの恥はずかしい姿を公開されたくなければ、ワタシと婚約しなさい♪」

　スカートの下から大量の写真がざらざらと溢あふれ出でてくる。

　胸の谷間からも束で取り出した。

　そこにはオレの着替えや湯船に浸つかっている姿など、本当に恥ずかしい写真ばかりだった。

「オマエは悪魔か!?」

「いいえ、ウサギさんです。ぴょんぴょん♡」

「ちくしょう！　めっちゃ可愛かわいい！　じゃなくて！　いつ、どうやってこんな写真を撮ったんだ!?」

「えっ、写真じゃないわよ」

「いやいや、これはどう見ても写真だろ!?　なんでそんな嘘うそつくの？」

「嘘なんてついてないわよ。これは隠しカメラの動画を静止画像でプリントアウトしただけよ」

「なおさら質たちが悪いわ！」

　ご近所迷惑なんて関係なく全力で叫ぶ。

「うふふふふ、それはワタシにとって褒め言葉だわ。むしろ気持ち良すぎて天国に昇りそうなくらいよ。どうしてユウキの悲鳴はこんなに美容にいいのかしら。ほら、肌が赤ちゃんみたいに潤ってる」

「すげー、本気でさっきまでとは比べものにならないほどツルツル、潤いもちもち肌になってやがる！」

「それじゃワタシとの婚約を前向きに考えてね。じゃないと……」

「くッ、動画を全世界に配信するつもりか？」

「いいえ、全宇宙に配信するわ」

「なんで無駄にスケールがでかいんだよ！」

「さっ、分かったならさっさとこの婚約ゼグシーに付いている婚姻届けにサインをしなさい！」

「また婚約ゼグシーかよ！」

　ありすまでそんな雑誌を買っていたなんて……。

　オレは彼女の下から抜け出し風呂場へと避難した。




　その日の夜。

　風呂から上がるとさっさと、布団を敷いて眠った。

「……さん、ゆう……さん」

「んにゃ、むにゃむにゃ、もっと食べられるよ年上系美人お姉さんならいくらでも」

「どんな夢を視みているのですかッ」

「おぶぅ!?」

　口元を押さえられ、鳩尾みぞおちに拳こぶしがめり込む。

　突然の苦痛にまぶたを開くと、誰だれかが寝ているオレの上に跨またがっていた。

　暗闇に目が慣れる。

　オレを起こした少女は戌いぬ威い小さ夜よちゃんだった。

「どうしたんだよ小夜ちゃん！　こんな夜中に」

「優ゆう兄さんにお願いがあって来ました」

　ああ、なるほどね。彼女もか。

「はいはい。どうせ小夜ちゃんも婚約ゼグシーに付いている婚姻届けにサインを書けって言うんだろ？　悪いけど、そんなことできないよ」

「雑誌に婚姻届けなんて付いてるんですか？　市役所で頂かないといけないんじゃないんですか？」

「えっ、小夜ちゃんもしかして知らなかったの？」

「はい。お陰でいい情報を知りました。ありがとうございます」

　彼女は嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

　お礼を言われて悪い気はしないが、疑問が残る。

「それじゃ小さ夜よちゃんはこんな時間に何しにきたの？」

「はい、実は優ゆう兄さんにお願いがあって」

「何、オレにできることならなんでも」

「はい、優兄さんと私の婚約を継続するための既き成せい事じ実じつを作らせてください！」

「よし！　何を言ってるのかな小夜ちゃんは！」

　彼女はなおも迫ってくる。

「大丈夫です。優しくしますし、デジタルカメラも準備してますから！」

「女の子がそんなこと言っちゃダメだって！」

「ですが、私はもう覚悟ができてます！」

「ちょ、ちょっと小夜ちゃん!?　なに着物を脱ごうとしてるんだよ！」

「これは着物ではありませんよ。長なが襦じゆ袢ばんです」

「どっちでもいいよ！　だから、お願い脱がないで！」

　そんな感じのやりとりを、朝日が昇るまでオレは繰り返す羽目になった。





■二章　彼と彼女たちの選択







　数日後。

　学校が終わり帰宅すると、『索敵対象は未いまだ所在不明』という連絡がみんなに伝えられた。

『高たか天まが原はら』と愛め衣いの足取りは、百ひやつ鬼き夜や行こう＆四し生しよう楼ろうの情報網をもってしても掴つかめていないようだった。

「百鬼夜行、四生楼の情報網から姿を消すなんて……。『高天原』の組織力もあなどれないわね」

　ありすが報告を聞いて呟つぶやく。

　小夜ちゃんと久遠くおんが携帯を取り出し、再度メールと通話を試す。

「ダメですね。どちらも愛衣ちゃんに繋つながりません」

「……お姉ちゃん」

「そんな顔するなよ、久遠。愛衣なら大丈夫だって」

　オレは自分に言い聞かせるように彼女の頭を撫なでた。

　そんな落ち込んだ空気を払拭するように、そらと風ふうが元気よく声をあげる。

「お困りのようだねゆうくん！」

「こんな時こそ、妾わらわの叡えい智ちを役立てるのじゃ！」

「おお！　そら、風ふう！　何か愛め衣いに連絡を取る方法があるのか!?」

「ふっふっふっ、婿むこ殿。妾は百年以上生きる妖あやかしじゃぞ。そんなの簡単なのじゃ！」

「さすが風さま！　どんどん、ぱふぱふ！」

　と、そらがはやしたてる。

　風は得意気げに胸をそらし、作戦を提案した。

「やつらが『高たか天まが原はら』と名のるなら、こちらは『天あめの岩いわ屋や戸ど作戦』じゃ！　妾たちで面白可お笑かしく騒いでいれば、猫の子が感づいてあっちから連絡を入れてくるはずじゃ！」

「はい、解散」

　落胆し、肩を落としため息をつく。

「まぁまぁ、待て婿殿」

「なんすか風さん」

「宴会は宴会でも、ただの宴会じゃないのじゃ。その名も『ランパ』なのじゃ！」

「めちゃくちゃ怪しい響きじゃないか!?　何だよそれ!?」

「大丈夫だよ、ゆうくん！」

　と、そらが突然、着ていたジャージを脱ぐ。

　風も着ていたＴシャツを脱ぎ捨てる。

「おおぉッ！」

　彼女たちはそれぞれランジェリー姿になった。

　そらは赤いブラジャーに下着姿で歳とし不相応の色気を放つ。

　しかも大きな胸が、淫いん靡びな下着でさらに強調され鼻血が流れそうだった。

　次に風だ。

　彼女は見た目は小学生幼女だ。

　なのに黒の下着にガーターベルトというアンバランスな恰かつ好こうをしている。

　Ｔシャツの下が裸だったのに、いつ着替えたのかというツッコミはなしだ。

　見た目は小学生なのに大人おとなっぽい黒＆ガーターというアンバランスさが、逆に背徳感を演出する。

　二人はオレの両隣に座ると、色っぽくシナを作り寄り掛かってくる。

「こうしてゆうくんを誘惑しつつ、楽しげに騒いでいれば愛衣ちゃんから連絡がくるんですよね。風さま？」

「もちろんじゃ！　妾の叡智に隙すきはなし！　名付けて『天の岩戸ランジェリーパーティー作戦』じゃ！」

「さすが百年以上生きる妖、風！　なんて嬉うれし……いや、恐ろしい作戦なんだ！」

「そうじゃろ、そうじゃろ。もっと褒めるのじゃ！」

「それじゃさっそく宴会を始めるね。ゆうくんお膝ひざ失礼します」

　そらと風ふうがオレの膝に向き合う形で座る。

　彼女たちは胸を押し付けながら、首に手を回し抱きついてくる。

　ふたりはすべすべ、ぷにぷにのほほをマーキングのように擦すりつけてくる。

「えへへ、ゆうくんのほっぺた柔らかぁ[image: ][image: ]い♪」

「な、何言ってんだよ。二人の方が柔らかいし、良い匂いさせてるくせに」

「婿むこ殿は嬉うれしいことを言ってくれるのじゃ。ほれ、もっとサービスしてやるぞ」

「ちょっ、風！　そんな首筋をこすられたらくすぐったいだろ」

「あんっ、もうゆうくんのエッチ。足をそんなに動かされたらそら変な気持ちになっちゃうよぉ」

　彼女たちはオレの太ふと股ももを跨またぐ形で腰を下ろしている。

　そのため太股を揺らすと、ちょうど彼女たちの大切な部分に当たってしまうのだ。

「ご、ごめん！　別にわざとじゃ！」

「ううん。ちょっと恥はずかしいけど、そらゆうくんにされて嬉しいよ」

「それじゃ今度は妾わらわたちが婿殿をもっと気持ちよくさせようかの」

「これ以上、気持ちよくだって？」












　そらと風ふうが膝ひざ立だちになると、頭を胸で挟むように押し付けてくる。

　そらの大きく、形もいい柔らかなおっぱい。

　風の未成熟な果実のごとく控えめな胸。

　その両極端の感触を同時に味わうという、一国の王でもなかなかできない幸福を体験する。

「どうかな、ゆうくん？　そらのおっぱい気持ちいい？」

「妾わらわの胸はもちろん気持ちいいじゃろ？」

「ああ、二人とも最高だよ！　こんなところにおっぱい天国があったなんて！」

　そらのおっぱいは予想以上に柔らかく、いつまでも触っていたい欲求にかられる。

　しかも押し付け、離れるたび『ぽよん、ぷるん』と形を変えるのが視覚的に興奮する。

　風の胸も最高だ！

　彼女の慎つつましやかな胸が押し付けられるたび、ブラジャー越しだが慎ましいがたしかな柔らかさを感じる。

　さらに小さいからこそ感度が高いのか、少し動きをあわせてこするたび風の小さな喉のどから甘い声が漏れる。

　それがオレの脳をダイレクトに刺激し興奮させる。

　まさにここはおっぱいパラダイスだ！

　オレはさらなるおっぱいフェスティバルを体験するため――もとい、愛め衣いとの連絡をつけるため他ほかのみんなに呼びかけた。

「小さ夜よちゃん！　ありす！　久遠くおん！　愛衣と連絡を取って居場所を知るため、下着姿になってオレにおっぱいを押し付けてくれ！　さぁ！　遠慮はいらないぞ！」

　しかし、返ってきた言葉は……

「優ゆう兄さんは今夜の夕ご飯抜きです」

「ユウキ、本能に正直に過ぎ」

「……お兄ちゃんキモチワルイ」

　辛しん辣らつな否定だった。

　オレは正気に戻り慌てて謝罪する。

「えっと、すみません……調子に乗って」

　こうして『天あめの岩いわ屋や戸どランジェリーパーティー作戦』はお蔵入りとなった。





　◇






　夕食を食べ終え（小夜ちゃんに土下座してオレも食べさせてもらった）、宿題をしているとシャープペンの芯が切れた。

　息抜きも兼ねてコンビニに行こうと玄関で靴を履いていると、ありすに声をかけられる。

「どこか行くの？」

「ちょっとコンビニでシャープペンの芯とノート買ってくる。なんかついでに買ってくるか？」

　愛め衣いがいまだ行方不明なのに学校の宿題を気にするのも馬ば鹿かげた話だが……。

「うーん、ワタシは特にないかな。強しいて言えばユウキの署名が入った婚姻届け、とか」

「キツイこと言うなよ」

「……お兄ちゃん、どこに行くの？」

「コンビニでＨな成年誌を買ってくるそうよ。ついでに何か買ってくるモノはないかって」

「ありすさん！　ありすさん！　僕、シャープペンの芯とノートって言いましたよね!?」

「大丈夫。それはフェイクで、本命がＨな本だってことぐらい知ってるわ。ワタシはその辺寛容だから安心して」

「変な気を遣うな！」

「……お兄ちゃん、キモチワルイ」

「だから、ありすがからかってるだけだって！」

　コンビニに行くだけでこの騒ぎ。

　駐車場から自転車を取り出そうか迷ったが、結局出さなかった。

　コンビニに行くには長い坂がある。

　今は気張って立ちこぎで行くより、のんびり歩きたい気分だった。

　街灯が等間隔で立ち、人ひと気けのない道を照らす。

　吐く息は白くくぐもった。

「もう完全に冬だな」

　近道のため中央公園を横切り、もう一度深く息を吐き出す。

　歩く先に人影が立っていることに気付く。

「愛衣！」

　いつもツインテールではなく、リボンをほどいたロング姿だったが、首輪にスズをぶらさげた猫ねこ柳やなぎ愛衣だ。

　飾りのついた、見慣れない朱あかと白の巫み女こ服を着ている。

　その隣に白いスーツに帽子の、紳士前とした猫ねこ叉また木ぎ志し郎ろうが立っていた。

「すみませんご挨あい拶さつが遅れて。本当はもっと早くお会いしたかったんですが、優ゆう樹きさんがなかなか一人にならなかったので。先程も護衛を黙らせるのに少々時間がかかりましたよ」

　護衛＆監視役が付いているとは聞いていたが、まさか彼らに倒されるとは……。

「白猫！　てめぇよくも騙だましたな！　オマエが『高たか天まが原はら』だったなんてな！」

「偽りたくなど無かったのですが、詩し猫びよう初はつ音ねさま――『高たか天まが原はら』当主が立てられたご計画のために、やむなく」

「初音お姉ちゃんが当主!?」

　初めて知らされる事実に思わず声こわ音ねを上げる。

「初音さまが単身で逃亡中、百ひやつ鬼き夜や行こうや四し生しよう楼ろうなどの矛盾を知り、行き詰まった現状を打破しようと立ち上げたのが『高天原』です。我われらはある方法で天あめの浮うき橋はしを再び呼び出し、この地に神を招くつもりです。そして招かれた神によってこの世を統治し、矛盾のない世界を作り出すのです。もちろんそのさい旧組織はすべて壊滅させますが」

「そんなことできるわけないだろう!?」

「どう思おうと結構ですが、『高天原』の賛同者は多いんですよ。決して不可能な事ではありません。むしろ我々の力をもってすれば簡単なことです。まぁ実際は初音さまは他ほかの目的があるようですが」

　それに――と、白猫が言葉を続ける。

「愛いとしい愛しい初音さまの望みならば、この命を捧ささげても叶かなえましょう」

「い、愛しいって……オマエ、初音お姉ちゃんのこと好きなのか？」

「はい、愛しています。心の底から、この身と魂を捧げる唯一の人です。例え彼女を殺してでも全すべてを手に入れたいほど――愛しています」

　冬の寒さとは違う、悪寒が背を這はう。

　頭を振って、意識を集中する。

　相手に呑のまれてどうする！　白猫を倒すチャンスなのに！

　勢いを付けるため、怒声をあげた。

「そんな荒こう唐とう無む稽けいな話、オレにはなんの関係もないね！　そんなことを言うために顔を出してくれてよかったよ！　飛んで火に入る夏の虫ってやつだ！　ひっつかまえて百鬼夜行、四生楼に突き出してやる！　愛め衣い！　白猫を逃がすなよ！」

　一度目を閉じ、イメージする。

　銀色の幅広くツバもない両刃の大剣クレイモアだ。

　それがオレにとってもっともイメージしやすい武器だからだ。

　吸収し溜ため込こんでいた妖力が、イメージに合わせて大剣を創り出す。

　目を開き、地を蹴って一息で白猫との距離を縮めた。

　イメージで作り上げた大剣を彼めがけて振り下ろすが、

「愛衣!?」

　味方だと思った愛衣が白猫の前に躍り出ると、大剣を受け止める。

　大剣が吸収するより多くの妖力が彼女の両腕に集中する。

　彼女はオレの腹を蹴り飛ばし、無む理り矢や理り距離を取らせた。

「げほ！　ごほ！　め、愛め衣い！　なんで邪魔するんだよ！」

「…………」

　愛衣は久遠くおんみたいに表情を崩さない。

「ありがとうございます、愛衣さん」

　白猫は彼女の頭をくしゃくしゃと撫なでる。

　その光景を前に脳みその神経がブチブチと切れる。

「愛衣に触るんじゃねぇぇぇえぇぇぇぇぇぇぇえええぇッ！」

「ちゃんと手は洗ってますよ。……とまあ、冗談はともかく。貴方あなたでは私たちには勝てませんよ。なぜならこちらには勝利の女神がいるのですから――ね、愛衣さん」

「ええ、わたしは倉くら田た優ゆう樹き……『神喰くい』を殺しに来た。『高たか天まが原はら』に害をなす敵をこの手で抹殺するために」

「愛衣……変な冗談止やめろよ。もう一人で『高天原』を潰つぶそうとか考えなくていいから。ほら、こっちに戻って来いよ。小さ夜よちゃんたちも心配してるぞ」

「違うわ。わたしは本気よ」

「もう演技はいいって。白猫を取り押さえるのを手伝ってくれよ」

「演技じゃない。わたしは『高天原』の思想に共感したの。だから、倉田優樹、あなたはわたしの敵よ」

　愛衣はチョーカーを外すと、その手のひらを向けてくる。

「猫ねこ又また流りゆう仙せん術じゆつ・疾しつ風ぷう迅じん雷らい」

　呟つぶやきと同時に目の前が一瞬で昼間みたいに明るくなる。

　手のひらから生まれた光の奔ほん流りゆうは、手前の地面に激突する。

「ぐぅッ――！」

　爆風と衝撃波で、紙くずみたいに吹き飛ばされた。

　こういう時、『神喰い』はまったく役に立たない。

　妖力なら吸収できるが、爆風などはどうすることもできない。

　地面を転がり、したたかに打った頭に顔をしかめていると、愛衣が流星のような蹴りをたたき込んでくる。

　慌てて両手足を動かし、その場から逃げ出す。

　オレがいた場所に新たなクレーターが生まれる。

「愛衣！　今のはマジでヤバイだろ!?」

「当然でしょ、殺そうとしてるんだから」

　彼女は巫み女こ服についた汚れも気にせず淡々と告げる。

「白猫！　愛衣に何をしやがった！」

「何もしてませんよ。僕たちは彼女に『高天原』の教義をお伝えしただけです。失踪したあと送った無事を伝えるメールは僕が打った嘘うそメールですが、それ以外は彼女の意思です」

「ふざけるな！　どうせ薬か、なんかの術で操ってるんだろうが！」

「『神喰くい』、逃がさない！」

「愛め衣い、ちょっと大人おとなしくしてろ！」

　地面に大剣クレイモアを突き立てる。

　突き立てた大剣の影が、石を投じた水面のようにゆらゆら揺れる。

「『影かげ童どう子じ！』」

　大剣の影から湧わき出す銀色の甲かつ冑ちゆう騎士。

　数は十五体。

　千ち影かげそらの影人形を喰って、術を分解し、理解し自身のモノとして再現する。

　これも『神かみ喰くい一いち族ぞく』の特殊技能のひとつだ。

「おまえら、ちょっと愛衣を押さえつけてろ！　その間に白猫を倒す！」

　そうだ！　こいつさえ倒せば愛衣は正気を取り戻すんだ！

　全力で大剣を白猫へと振り下ろす。

　しかし彼は軽い身のこなしで、切っ先をかわす。

　カウンターで手のひらを突き出してくる。

　目が眩くらむようなフラッシュ。

　反射的に腕で目元を覆おおい、顔を背けると白猫に殴り飛ばされた。

「『白びやつ光こう』です。自分の妖力を白い光に変え、同量の相手の妖力を打ち消す能力です。愛衣さんの足止めに妖力を使ってくださったお陰で、半分ぐらいですみました。これで新たに妖力を吸収しないかぎり倉くら田たさんはただの人です」

　彼の言葉をほほの痛みで理解する。

　いつもなら自動的に傷を治してくれるが、一向にその気配がない。

　つまり、妖力がもうないのだ。

　大剣も消えてしまった。

「愛衣さん、どちらがとどめを刺しますか？」

「わたしがやるわ」

　押さえつけていた影人形を、力任せに振りほどき拳こぶしと蹴りで苦もなく倒した愛衣が呟つぶやく。

　オレは地面に倒れ、痛むほほを無視してその光景を眺めていた。

　体に力が入らず、起き上がることができない。

　愛衣はベンチへ歩み寄ると、力任せに一部を引きちぎる。

　妖力の攻撃では吸収され復活するため、鉄片を即席の槍やりとして使うつもりらしい。

　徹底している。

「め……」

　もつれる舌で、彼女の名を呼ぶ。

「め、い……どうしてっ」

「さよなら、優ゆう樹き」

　彼女は迷い無く、全力で手にした即席の槍やりを投げる。

　投とう擲てきの刹せつ那な、槍とオレとの間に、複数の黒い人影が割ってはいる。

　見覚えのある犬耳に尻尾しつぽが刀を振り下ろす。




「犬いぬ神がみ流りゆう剣けん術じゆつ奥おう義ぎ・断だん鉄てつ剣けん！」




　鉄さえ切り裂く必殺の一撃。

　即席の槍は先端から最後まで真まっ二ぷたつに切断される。

　オレを庇かばうように、小さ夜よちゃん、ありす、久遠くおん、そら、風ふうが立つ。

「ご無事ですか、優ゆう兄さん！」

「みんな……どうして……」

「ゆうくんにつけた護衛さんたちから定時連絡が途絶えたんだよ。だから、絶対に問題が起きていると思って慌てて探しに出たんだ。それでこれどういう状況なの。なんで愛め衣いちゃんがゆうくんを襲ってるの!?」

　状況を伝えようとするが、舌が回らない。

　意識も限界を迎えぐらぐらと酷ひどい船酔いみたいに揺れて気持ち悪い。

　小夜ちゃんたちが、オレから愛衣に質問対象を変更する。

　だが答えを求める声は、彼女の突きだした右手から放出された光によって遮断される。

　意識はそこで途絶えた。





　◇






「おはようございます、優兄さん」

　目を覚ますと、視界に小夜ちゃんが入る。

　看護士さんが今まさに右腕から伸びる管の先にある点滴を替え、部屋から出て行くところだった。

「ここは……病院？」

「まだ起き上がってはダメですよ。頭を打ってますし、ダメージがまだ残ってますから」

「そうだ！　愛衣は！　白猫はどうなったんだ！」

　個室の病室には小夜ちゃんの他ほかにも、ありす、そら、久遠、風がいた。

　彼女たちの腕やほほには傷きず痕あとがあった。

　小さ夜よちゃんが真しん摯しな声こわ音ねで告げる。

「順を追ってお話をしますから、興奮なさらないでください。お体に触ります」

「ごめん……それで二人はどうなったの？」

「優ゆう兄さんが意識を失った後、私たちも頑張ったのですが、二人とも取り逃がしてしまいました。申し訳ありません……」

「いや、小夜ちゃんがあやまることじゃないよ」

　彼女たちの傷はその時できたものだろう。

　小夜ちゃんが説明を続ける。

「愛め衣いちゃんたちを逃がした後、優兄さんを病院に運びました。それから二日間、眠り続けていたのです」

「二日も!?　そんなに寝てたのか!?」

「しかたないわ。白猫さんの『白びやつ光こう』は、ユウキの『神喰くい』の吸収と違って文字通り妖力を消滅させる。精密機械の稼働中に電源を引っこ抜くような暴挙だから初めて受けたユウキの体がびっくりしたんでしょうね。それに頭も打ってたし」

　と、ありすが説明を引き継ぐ。

　そして、小夜ちゃんがさらに一段低い声音で続ける。

「その間に『高たか天まが原はら』が、百ひやつ鬼き夜や行こう・四し生しよう楼ろうが共同で研究している龍りゆう脈みやく研究所を襲撃し、占拠したのです」

「龍脈研究所って、久遠くおんのお父さん……巌いわおさんの研究所みたいなとこか？」

　以前とある無人島に流れ着いた時、龍脈を研究している施設を見たことがあった。

　体育館をより広げた広大な空間に、核融合施設かと見間違う派手な機器や太いケーブルが広がっていて、その中心に熱を帯びた光の球が浮かび、巨大なガラス管で閉じこめられていた。

　その圧倒的エネルギーはまるで小型の太陽のようだった。

　だが、久遠がオレの指摘を否定する。

「……あれは最小規模の龍脈研究所。百鬼夜行と四生楼の共同研究所はあの数百倍の大きさの龍脈を扱っている」

「す、数百倍!?」

「……もともと日本にはいくつか『聖地』と呼ばれるスポットがある。例えば日本最大神社・伊い勢せ神じん宮ぐう、皇こう居きよなど。占拠された施設も表には出ていないけど『聖地』と呼ばれるスポットにある。無人島のとはまったくの別格」

「研究所は妖あやかし強制施設以上の人員が百鬼夜行・四生楼から派遣され厳重に警備をしていたのですが、内部にも多数の『高天原』信者がおり、裏切りにより占拠されてしまったんです。その占拠メンバーの中に初はつ音ねさん、白猫さん……そして、愛衣ちゃんもいました」

　と、久遠くおんの説明を引き継ぎ、小さ夜よちゃんが語る。

「愛め衣いが……」

　蘇よみがえる記憶。

　オレを見る彼女の瞳。

　それはまるで、路傍の石を見るような、感情の無い色をしていた。

「……オレは愛衣に嫌われたのかな」

「そんなこと絶対にありません！」

「!?」

　小夜ちゃんの突然の大声に驚く。

　ありすが腕を組み、何度も頷うなずいた。

「うん、ありえないね。そんな簡単に投げ出せる程度の好きなら、ワタシが妖あやかし調査委員会で圧力をかけた時、ユウキの後を追ったりしないわよ。下へ手たしたら強制施設に入れられるのに」

「ありす」

「……ありすお姉ちゃんの言う通り。生半可な好意でお兄ちゃんを取り合ったりできない」

「久遠」

「そうだよ、ゆうくん。ゆうくんが大好きじゃなかったら、教会での愛衣ちゃんにそらは負けないよ。少なくとも愛衣ちゃんは、そらと同じぐらいゆうくんが大好きってことだよ。つまり、世界を敵に回してもゆうくんの味方で居続けるぐらい大好きってことだよ」

「そら」

「まったく婿むこ殿は変なところで鈍いの。もし猫の子がその程度で引き下がるなら妾わらわもこんなに苦労はしないのじゃ」

「風ふう」

「皆さんの言うとおりです。優ゆう兄さんが愛衣ちゃんを嫌うことはあっても、愛衣ちゃんが優兄さんを嫌うことはありません。もしその程度の愛ならとっくに私が奪い取ってます。だから、信じてあげてください。『愛衣ちゃんを』ではなく『愛衣ちゃんが優兄さんを大好き』という気持ちをです。今は何があったのか分かりませんが、きっと理由があるはずです」

「小夜ちゃん……」

「私たちが絶対に愛衣ちゃんを優兄さんの前に連れてきます。だから、優兄さんはまず傷を治すことだけ考えてください」

「連れてくる？」

「研究施設が占拠されたって話したでしょ？　緊急事態だから呼び出しがあったの。占拠した人たちを捕まえるためにね。しかも最悪なことに占拠者テロリストの生死は問わないみたい。でも、ワタシたちで愛め衣いちゃんを無事連れ戻すから安心してね」

「オレも行く！　『神喰くい』の力は絶対に役に立つはずだ！」

「ジッとしてろ婿むこ殿！　無理をするな！」

　最年長の風ふうが叱るが、無視して体を起こそうとする。

「うぅッ……ッ」

　血液が全すべて抜き取られたような虚きよ脱だつ感かん。

　支えていた両腕が痙けい攣れんし、耐えきれず再びベッドに体を落とす。

「無理しないでください優ゆう兄さん。今は体を治すことだけを考えてください」

「それでも……」

　自分の腕に刺さっている点滴の針をむしり取り、

「それでも愛衣の所に行かないといけないんだ。オレはあいつの幼なじみで婚約者なんだから」

　みんなはこの決意にそれ以上の反論をしなかった。

　小さ夜よちゃんが口を開く。

「……どんな理由で『高たか天まが原はら』に入信したのか分かりませんが、愛衣ちゃんを説得できる人は優兄さんしかいないのも事実です。私たちがサポートしますので、愛衣ちゃんを絶対に説得して二人とも無事に戻って来てくださいねッ」

「ああ、約束する。絶対に」

　オレの答えに小夜ちゃんとありす、久遠くおん、そら、風――みんなが切実な表情で頷うなずき合う。

「では時間が勿もつ体たいないのですぐに行きましょう。着替えは持ってきてますから病院着からこちらに着替えてください」

「分かったよ、小夜ちゃん。けど、研究所に行く前に家に寄っていいかな？」

「何か忘れ物ですか？」

「ああ、今の愛衣に絶対に必要なモノを持って行かないと」

　オレは笑い小夜ちゃんから受け取った私服に袖を通した。





　◇






　オレたちは新幹線で一時間、バスを乗り継いで、さらに数時間――目的地の龍りゆう脈みやく研究所へとたどり着いた。

　オレたち――戌いぬ威い小夜ちゃん、兎うさ月つきありす、狐きつね火び久遠、千ち影かげそらは木々に隠れながら研究所の様子をうかがっていた。

　研究所の周囲は森に囲まれており、隠れる場所には困らなかった。

　門に守衛所、周囲を囲むように鉄柵が刑務所の塀のように囲っている。

　その隙すき間まから様子を確認することができた。

　研究所前の駐車場は広く、サッカーの試合ができそうなほどだ。

「て、どうして隠れてるのさ。さっさと出てって研究所の中に入れてもらおうぜ」

「そんなことできるわけないでしょ」

　ありすがすぐに反論する。

「どうしてさ。相手は百ひやつ鬼き夜や行こうか四し生しよう楼ろうの関係者だろ？　だったらオレたちの味方じゃないか」

「あのね、ユウキ。もう少し自分の立場を考えなさい」

「立場？」

「あそこに集まっているのは服装からまず間違いなく四生楼ね」

　ありすに言われてあらためて集まっている彼らの服装を確認する。

　駐車場や守衛所にいる人々には耳や尻尾しつぽはなく、巫み女こや神官服などの人しかいない。

「四生楼は百鬼夜行と並ぶ人間側の組織だけど、もともとの創設理由は『神かみ喰くい一いち族ぞく』が妖あやかしや他組織に利用されないように監視、保護、隔離するためよ。最後の生き残りのユウキを危険だって分かり切っている研究所に入れるはずないでしょ」

　それに、とありすが付け加える。

「首謀者の一人は愛め衣いちゃんで下へ手たをしたら、ユウキが敵側に寝返るかもしれない。ユウキ抜きでも組織総出であたれば解決する問題の難易度をわざわざ上げる必要はないでしょ？」

「つまりオレたちは彼らに見付からないように研究所内部に入らないといけないのか。ずいぶんとやっかいだな……あれ？　そういえば風ふうは？」

「風さまは久しぶりに山に来たからちょっと遊んで来るってどこかに行っちゃった」

　そらの返事に肩から力が抜ける。

「あいつは何しに来たんだか……」

「まぁまぁ優ゆう兄さん。それより今は研究所にどうやって入るかです。まだ突入はしていないみたいですね」

　小さ夜よちゃんが現状を整理する。

「研究所制圧作戦は至ってシンプルです。研究所には多人数が通れる入り口は四つしかありません。正門、裏門、関係者入り口、緊急脱出口です。百鬼夜行、四生楼はその四つの入り口から同時に攻め込み、電光石火で研究所を制圧する手はずになっています」

「オレたちは制圧されるまえに研究所に忍び込んで愛衣を助け出せばいいんだね」

「はい、その通りです」

「けど、どうやって中に入ればいいか……」

　力任せに押し入ってもいいが、できるならなるべく争いたくはない。

　あくまで愛め衣いを説得＆救出しに来たのであって、争いに来た訳ではないからだ。

　それにいくら小さ夜よちゃんたちと一緒だからって、プロの戦闘集団と立ち回って無傷で入れるとは思えない。

　さて、どうしたものか。

　悩んでいると、ありすが得意気げに笑い出す。

「ふっふっふっ、すでに策は考えてあるわ」

「本当かありす!?」

「もちろんよ。この程度の問題、ワタシの叡えい智ち（漫画、アニメ、ネット情報）にかかれば造作もないわ。たしかに研究所入り口に人は多いけど、逆を言えば一人や二人部外者が潜り込んでも分からない。だから、適当にその辺にいる関係者を襲ってその人の衣服を着てなりすませば、怪しまれず研究所に侵入することができるわ」

「て……天才や。ありすはんの頭脳はスーパーコンピューターやで！」

「ゆうくんどうして関西弁になったの？」

　そらのツッコミも無視してありすをさらに褒める。

「それではさっそくありすの素晴らしい案通り、適当に関係者を捕まえて――」

「もし、そこの怪しいお方々、ここは関係者以外立ち入り禁止ですよ」

「速攻、ばれた――――――――！！！！」

　森と門前のコンクリート道路を区切る白いガードレール越しに、目元をサラシでぐるぐるに巻いた少女に発見される。

　少女の髪形はおかっぱで、背は低く久遠くおんとそう変わらない。

　見た目から中学生ぐらいだろうか。

　目を隠しているのに、どうしてオレたちに気付いたんだ？

「どうした裏うら鍵かぎのばぁさん」

「どうやら招かざる客がいらっしゃったみたいデスね」

　少女の声に四し生しよう楼ろうの面々が道路に半円状に広がる。

「千ち影かげの!?　呼びかけに応えずそこで何をやってるんだ？」

「えへ、へへへへへ……」

　そらは教師に悪戯いたずらが見付かったように頭を掻かきながら木陰から姿をさらす。

　オレたちも彼女に従い姿をあらわし、ガードレールを乗り越えた。

「千影さま、そちらの殿方はもしや『神かみ喰くい一いち族ぞく』最後の生き残り、倉くら田た優ゆう樹きさまですか？」

　一番最初にオレたちに気付いた少女が問いかけてくる。

　そらは見付かったことを一度脇に置き、彼らの紹介を始めた。

「そうですよ。紹介するね、ゆうくん。こちらの目隠ししている人が、四生楼の一角、裏うら鍵かぎ一族の長おさ、裏うら鍵かぎくるりさま」

「そらより若い人が長おさをやってたんだな」

「何言ってるのゆうくん。くるりさまは四し生しよう楼ろう一の年長者だよ」

「マジで!?　こんな可愛かわいくて、肌もぴちぴちなのにか!?」

「優ゆう樹きさまはお上じよう手ずですね。こんなおばあちゃんを捕まえて」

　いや、どう見ても久遠くおんぐらいの歳としにしか見えないですから。

「そしてこちらの大きい人が、天あま囲い一族の長、天あま囲い臣お美みさん。こちらのお医者さんみたいな人が、薬やく学がく一族の長、薬学ミッチェルさんだよ」

　天囲臣美さんは上半身裸でクマみたいに筋肉が盛り上がった偉丈夫な人だ。

　体中に傷きず痕あとがあり、威圧感がある。

　薬学ミッチェルさんは、手術着、帽子、マスクというまんま医師みたいな姿をしている。

　ゴム手袋に包まれた腕は、手術前の医師のように胸元でずっとあげている。

　帽子とマスクの隙すき間まから覗のぞく瞳は海のように青い。

　紹介された他ほかの二人にも頭を下げるが、天囲一族の長は無視して不機嫌にそらを非難する。

「千ち影かげの、話が違うぞ。『神喰くい』はそっちが監視してここには決して近づけないという約束だったじゃねぇか！　なんで率先して連れてきてるんだ！」

「そ、それはゆうくんが愛め衣いちゃんを助けたいって言うから……」

「ＯＨ！　そんな理由で連れて来たんデスか。まったく――だからミィーたちは言ったのデス、昔のように『神喰い』は囲うべきだと。千影サンがその必要はないと強硬に主張したのではないデスか。言ったからには責任はとっていただかないと」

「…………」

　そらは反論できず、黙り込む。

　裏うら鍵かぎくるりさんが助け舟を出す。

「若い娘さんをそう責めるものではありませんよ。それにお話し合いの席で、そんな時代ではないと賛成なさったのはお二ふた方かたさまも同じではないですか」

「裏鍵のばあさんが、『押さえつけて囲んだら、百ひやつ鬼き夜や行こうに悪印象を持たれる上、『神喰い』自身に反発心を生ませる』とか言って我われらを納得させたんじゃねぇか！」

「そうだったかしら。すみません、歳をとると物忘れがひどくて」

「裏鍵さんはずるいデス。都合が悪くなるといつもそれなんデスから」

「うふふふ、それでは『神喰い』さまはとりあえず、今回の件が片付くまで保護させていただくということで……よろしいですね皆さま？」

　そらを除いた他の四生楼たちが頷うなずく。

　オレは慌てて声をあげた。

「待ってください！　オレはただ愛衣を、幼なじみの女の子を助けに来ただけなんです！　皆さんの邪魔をするつもりはありませんから、どうか研究所に入れてください！」

「そうですね、私としても個人的には通してあげたいのですが……」

「裏うら鍵かぎさん、ここは悩むところとは違います。我われ々われ四し生しよう楼ろうの存在意義は『神かみ喰くい一いち族ぞく』を保護し、隔離することデス。彼をわざわざ危険にさらすなどありえません！　それにもし彼が『高たか天まが原はら』についたら目も当てられませんよ！」

「薬やく学がくの言う通りだ。おい、千ち影かげの。いつまでもぼさっとしてないで長おさの務めを果たせ！」

　裏鍵、薬学、天あま囲いの順に喋しやべる。

　最後の四生楼、千影そらは他三家の要請をつっぱねる。

「そらはたしかに千影一族の長だけど、その前にゆうくんの味方だもん！　絶対にゆうくんを愛め衣いちゃんに会わせてあげるんだから！」

「千影さん、それは千影一族がミィーたちと敵対するということデスか!?」

「違います。これはそら個人の判断です」

「なるほどそらさまは、惚ほれた殿方、優ゆう樹きさまのために私たちに矛ほこを向けるのですね。なんだかドラマみたいで素敵ですね」

「裏鍵のばあさん、あほ言うな！　何が素敵じゃ。これは完全に四生楼に対する敵対行為だ。これで本当にこいつらを通したら、百ひやつ鬼き夜や行こうのいい笑いものだ！　絶対に通すわけにはいかんぞ！」

「ならば力ずくでも通して頂きます」

　小さ夜よちゃんの言葉に久遠くおんやありす、そらが戦闘態勢になる。

　予想していた最悪の事態に陥ってしまった！




「皆の者！　そこまでなのじゃ！」




　一陣の風が吹き抜ける。

　その風の強さに一瞬だけ目をつぶる。

　再び開くと四生楼からオレたちを守るように、裸にＴシャツ一枚だけ着た鎌かま鼬いたち一族、風ふうが立っていた。

『ふ、風さま!?』

　そら以外の四生楼たちが驚きの声をあげる。

　風は意地の悪い笑みを浮かべ胸をそらす。

「こら、お主ら頭ずが高いぞ頭ずが」

『し、失礼しました！』の声と同時にクマみたいに大きな体たい躯くの天囲臣お美みさんは、身を縮めるように頭を下げる。

　医者の恰かつ好こうをして、絶対にゴム手袋で覆おおわれた手を汚さないようにしていた薬学ミッチェルさんもためらわず地面に手を付く。

　目をサラシで巻いた裏うら鍵かぎくるりさんは、慣れた様子で丁寧に頭を下げる。

　他ほかの一族の部下たちも長おさにならい膝ひざをつき頭を下げる。

　頭を上げているのは偉そうにふんぞりかえっている風ふうと、オレたちぐらいだ。

　みんなが風に頭を下げている光景は、まるでテレビの時代劇のようだった。

「ふむ、くるしゅうない、面をあげ」

　彼女の言葉で全員が呼吸を合わせ顔をあげる。

「一部始終は観みさせてもらったのじゃ。お主たちの心配も分かるが、安心するのじゃ、妾わらわの婿むこ殿は『高たか天まが原はら』に靡なびいたりせん。ちょっと猫の子と会うだけじゃ。だから、大人おとなしく通すのじゃ」

「風さま。恐れながらミィーたちは『神喰くい』である彼を止める立場に居るのデス。いくら風さまのご命令でも、彼らを通すわけにはいきません」

「ミッチェルよ。妾が命令しているのじゃぞ？」

「デ、デスからいくら四し生しよう楼ろうと百ひやつ鬼き夜や行こうに同盟を結ばせた立役者、四生楼名誉顧問の風さまといえど、できることとできないことがあるのデス」

「ふむ、妾の命に逆らうというのじゃな？」

　風は腰に手を当て、ミッチェルさんを睨にらむ。

「いえ、逆らうという訳ではないデスが……」

「そうか、そうか。妾の命が聞けんのか……昔、奥方に浮気がバレて、離婚の危機を救ってやった妾の命が聞けんと」

「ふ、風さま!?」

「しかも、その浮気は日本に慣れて調子にのっていかがわしい店に出入りして美人局つつもたせに引っかかったんじゃったなぁ～。妾がヤクザから証拠写真とネガを奪い法的に潰つぶしてやり、奥方を説き伏せ離婚を思いとどまらせてやった恩をもう忘れたというのじゃな。そうか、そうか。千ち影かげの子よ、ちょっと『けいたいでんわ』を貸せ、こやつの奥方に連絡して離婚を勧めてやるわ」

「今すぐお通りくださいデス！」

　ミッチェルさんは慌てて、正座したまま器用に脇にそれ道をあける。

「うむ、くるしゅうないぞ」

「風さま！　それ以上の横暴は許されませんぞ！」

「むぅ、今度は臣お美みか」

　天あま囲い臣美さんが声を荒げ申し立てる。

「いくら名誉顧問とはいえ、今回は『神かみ喰くい一いち族ぞく』最後の生き残りの処置。慎重になるのは必然。どうかわがままを仰おつしやらないでください！」

「臣お美みよ、どうしてもダメか？　妾わらわの頼みじゃぞ？」

「ダメなモノはダメです！」

「むぅー、昔は妾に恋文を寄こし、一生添い遂げようと口説いてきたくせになのじゃ」

「マジで!?」

「そらも初めて聞いたよ！」

「そ、それは若かりしころのあやまちといいますか……」

　大きな体たい躯くをさらに縮め、言い訳を並べる。

「昔、臣美は水もしたたる美男子での。真面目まじめで、おなごたちがいくら言い寄っても全すべて袖にして、色事にうつつを抜かさず修行に励んでおったのじゃ。どうやら妾に気があったらしくての。天あま囲い一族の長おさに上り詰めたら想おもいを告げようとしていたのじゃ」

　なにそれロリコンじゃん。

　小さ夜よちゃんや久遠くおん、ありすなども臣美さんを横目で見ながら小声で会話を始める。

　時折、久遠の口から、

『……キモチワルイ』という小声が聞こえてきた。

「なぁ、臣美。いいじゃろ？　今回の件が終わったら、一緒に酒ぐらい飲んでやるぞ」

「いや、ですから……」

「なぁ、臣美～」

　風ふうは大きすぎてワンピースになっているＴシャツの裾をするすると上げていく。

　その度に天囲さんの顔が赤くなっていく。

　やばい！　この人はガチで本物だ！

「風さま、それ以上ははしたないですよ」

「裏うら鍵かぎ。久しいの。ふむ……聞きたいのじゃが、どうしてお主は以前より若返っておるのじゃ？」

「あらあら風さままで。こんなおばあちゃんをからかってはいけませんよ」

　裏鍵さんは童どう女じよのようにころころ笑う。

　永遠の幼女、風の目から見ても若返ってるのかよ。

　裏鍵さんは一通り笑うと、再び頭を下げ、

「風さまのお気持ちも分かりますが、私たちの立場もお考えください。どうかお慈じ悲ひを」

「裏鍵。お主にも貸しは色々あるはずじゃの？」

「もちろんです。風さまのお陰で、想い人と添い遂げさせていただきました。一族内部の邪よこしまな謀たばかりも未然に防ぐことができました。我われら裏鍵一族は、そのご恩を一瞬たりとも忘れたことはなく、裏山の祠ほこらには毎日お供えを絶やしたことはありません」

「ふむ。その上で慈悲を与えよと言うのじゃな」

「はい、なにとぞよろしくお願いいたします」

「まったく、お主は昔から頼み事が上う手まいの～。まぁ付き合いの長いお主たちを袖にするのはたしかに後味が悪いのじゃ」

　風ふうは手をアゴに当て考え込む。

「ならばこうしよう。妾わらわとそらがお主らの相手をしてやる。その間、婿むこ殿たちは研究所内へ入る。お主らは妾たちを倒したら、婿殿を捕らえに行ってもよいぞ。これで恨みっこなしじゃ」

「風ちゃんさま！　そんな条件を出してもいいんですか？」

「かまわぬ、犬の子よ。最近、妾も暇だったからの。千ち影かげの子もそれでよいか？」

「はい！　そらもそれでいいです！」

「風さま、ありがとうございます。裏うら鍵かぎ一族もそれでかまいません」

「や、薬やく学がく一族もそれで問題ありません」

「天あま囲い一族も異存なしだ！」

　四し生しよう楼ろうの長おさと部下たちが立ち上がり、臨戦態勢を取る。

　風は心底楽しそうな顔をする。

「風、その……」

「婿殿、そんな心配そうな顔をするな。妾たちなら大丈夫じゃ。それに……むふふふ、一度はやってみたかったのじゃ。愛する男のため敵を足止めするという役をの。やっぱり長生きするのはいいもんじゃ」

「ありがとう、風。風が居てくれて本当によかった。絶対に愛め衣いを連れて戻ってくるから」

「うむ！　約束じゃぞ。絶対に猫の子を連れて戻ってくるんじゃぞ」

「そらも足止め押し付けてごめん、ありがとう」

「ゆうくんの幸せが、そらの幸せだから。絶対にみんなをゆうくんの元へは行かせないからね」

「そら！　風！　本当にありがとう！」

「そらさん、風ちゃんさまお気を付けて」

「……二人とも頑張って」

「すぐに戻ってくるから」

　オレ、小さ夜よちゃん、久遠くおん、ありすの順に彼女たちに言葉をかけ研究所へと向かう。

　振り返ると黒い津波のように、四生楼三家が彼女たちに襲いかかっていた。





　◇






　研究所内に入るが、占拠している『高たか天まが原はら』の信者たちの姿を見かけなかった。

　小夜ちゃん曰いわく、

「私たちがもたもたしていた間に、他ほかの入り口から入った突入部隊があらかた片付けてしまったんでしょうね」

　彼女の言葉を証明するように、廊下や階段には弾痕や破壊跡、血ち糊のりなどが付いていた。

　耳を澄ませば遠くから怒声や銃撃音が聞こえてくる。

　オレたちはそれらを無視して、愛め衣いがいる場所へと向かい続けた。

　――十数分。

「……道に迷ったわね」

　ありすがアゴに手を当て周囲を見回す。

　オレたちは道に迷い、途方にくれていた。

　蛍光灯を反射するリノリウムの床。

　並んでいる扉をあけると、似たような設備が続いている。

　もちろん案内板などどこにもない。

「どうすんだよ！　ありすが自信満々で先導していたのは愛衣の居場所が分かっていたからだろ？」

「えっ、まさか。知らないわよ」

「んじゃなんで延々と階段を下りたんだよ!?」

「だって勢い的に下りる空気だったじゃない。もしここが何十階建てのビルだったら、もちろん上に昇るわよ」

　えっへんとありすは胸を張る。

「オマエは本当に刹せつ那なに生きてるな」

「もうユウキったらそんなに褒めないでよ」

「褒めてないよ！」

　オレとありすのいつもの漫才が終わるのを見計らい、小さ夜よちゃんが声をかけてくる。

「ですが、ありすさんの勘はあながち間違いではないみたいですよ。あっちから愛衣ちゃんの匂いがします」

　犬いぬ神がみ姿の小夜ちゃんが眼めを閉じ、ふんふんと鼻を小刻みに動かしＴ字路を指さす。

「さすが小夜ちゃん！　どこぞのウサギと違って頼りになるぜ！」

「……ごめんねお兄ちゃん。久遠くおん、役に立てなくて」

　この言葉にいまだ特に成果をあげていない久遠が落ち込む。

「いや、別にそういう意味で言ったわけじゃなくてね」

「あー、ユウキが久遠ちゃんをいじめてる。サイテー」

「ありす、他に言うことはないのか……」

「優ゆう兄さん、じゃれ合うのはそろそろ控えられた方がいいみたいですよ。どうやら先客がいらっしゃったみたいです」

　小さ夜よちゃんが臨戦態勢を取る。

　オレたちの後ろの通路から、人影が姿をあらわした。

「うげぇ」

　その姿を確認すると、ありすが吐き気を催したような声こわ音ねをあげる。

　先頭の女性が尊大な態度で話しかけてきた。

「あいかわらず下品な方ね、兎うさ月つきありすさん。『神かみ喰くい一いち族ぞく』を連れてどちらに行くつもりかしら？」

「最悪……黒くろ羽ばねあげはが、どうしてここにいるのよ」

　ありすが、苦虫を噛かみつぶしたような表情を浮かべる。

　黒羽あげはと呼ばれた少女は、金髪の縦ロールに、今からどこの宮殿で舞踏会が開かれるのか尋ねたくなるようなドレス姿だった。

　彼女は口元を派手な扇子で隠しながら、こちらを眺めている。

「ありす、知り合いか？」

「前に話したでしょ。ワタシを見下してくる八や咫た一いち族ぞくの元同僚よ」

　オレの神喰くい能力を開発するため、八咫一族の力が必要になった。

　妖あやかし調査委員会時代のありすの同僚に八咫一族がいたが、反りが合わなかったと話してくれた。

　その彼女こそ、今目の前にいる黒羽あげはさんなのだろう。

　彼女の背後に控えていたダンディな中年男性と目が合う。

　彼は軽く頭を下げ、

「初めまして『神喰い』さま。私たちは百ひやつ鬼き夜や行こう妖調査委員会の者です」

　百鬼夜行妖調査委員会とは、ありすが元務めていた組織だ。

　彼らも研究所制圧の部隊として別の出入り口から突入してきたらしい。

「事情は緊急で送られてきたメールで承知しています。幼なじみが事件に関与し、ご心配なのは分かりますが、ここは控えていただけませんか？」

　彼はあくまで丁寧に声をかけてくる。

「『神喰一族』は我われら百鬼夜行としても扱いが難しい存在なんです。ですから、どうか自じ重ちようしてください」

　最終兵器に相当する『神喰一族』が、幼なじみが現在所属する『高たか天まが原はら』に説得され、敵に回ったら目も当てられない。

　だから接触する前に押さえつけておきたいのだ。

　気持ちは分かるが……はい、そうですかと引き下がるなら、こんなところまで来てはいない。

　警告に従わないオレたちの様子を見て、

「はぁ……ですよね。自分たちの説得程度で自じ重ちようしてくださるなら、上で大人おとなしく待ってますよね」

「いいではありませんか。わたくしたちで取り押さえれば。四し生しよう楼ろうどもができなかったことをわたくしたちがする。今から連中の悔しがる顔が目に浮かびますわ！」

　黒くろ羽ばねあげはが睨にらみ付つけてくる。

「さぁありすさん、早くそこの『神喰くい』をふんじばって、こちらに引き渡しなさい。知り合いだからといっておめこぼしを与えたら……強制施設にいるメイドたちがどうなるか分かってますよね？」

「ねぇ、ユウキ、言ったとおり性格悪いでしょ？」

「って！　そこ無視しないでくださいまし！」

　スルーされた黒羽あげはさんはムキになってありすに食ってかかる。

「あなたは昔から本当に態度が悪いですわね。これだから人と妖あやかしのハーフは！　ありすさん、さぁ早く『神喰い』を取り押さえなさい！」

　ありすが鼻で笑う。

　彼女はハンドガンを取り出すと、ためらいなく黒羽たちに向け発砲した。

　マズルフラッシュが壁面を赤に染め、発砲音が通路に響きわたる。

　妖調査委員会の一人が、術符を使い空間に結界を張って弾丸を防ぐ。

　彼らはありすの突然の行動に顔を引きつらせる。

　代表して黒羽さんが非難を飛ばした。

「ありすさん！　あなた、本気でわたくしたちに反抗するつもり!?　メイドたちの刑期が延びてもよろしいの！」

　オレたちの問題が原因で、梓あずささんたちの刑期が延びるなんて！

　ありすに言って、今からでも和解し、今回の件に彼女たちを関かかわらせないよう交渉しようとしたが、

「ふっ、ワタシは兎うさ月つきありす――けれどそれは現世の字あざな。我が魂の真ま名なは銀色の白夜シルバーオブプリンセスナイト。我が白き夜の下に存在するモノは、神すら秘密を暴かれる」

　と、突然、第二期も決まっている『ＢＬＯＯＤＢＬＵＥブラッド・ブルー』の『銀色の白夜シルバーオブプリンセスナイト』のマネを始めた。

「そんな我われが、貴様らの悪巧みに気付いていないと本気で思っているの？」

　妖調査委員会の人たちの顔色が変わる。

　ありすは『銀色の白夜シルバーオブプリンセスナイト』のまま彼らを追い詰める。

「貴様たちの本当の目的は研究所の敵性勢力の排除でも、『神かみ喰くい一いち族ぞく』の保護でもない。猫ねこ又また木ぎ志し郎ろうこと白猫の抹殺ね」

『!?』

「貴様たち妖あやかし調査委員会の一部は、白猫が『高たか天まが原はら』の構成員と知りながら、彼から調査対象の妖情報を横流ししてもらい手柄を立てたり逆に情報を流したり、持ちつ持たれつの関係を継続していたわね？」

「はっ……はあぁぁ!?　なんのことかしら。証拠もなく、でっちあげでわたくしたちを陥れようとするのは止やめてくださらない！　わたくしたちは誇り高き妖調査委員会！　どうして犯罪者だと分かっている者の手を借りなければならないの！」

「証拠？　ふっ、まだそんなことを言っているの。証拠ならここにあるわ」

　ありすは胸の谷間から数枚の用紙を取り出す。

　オマエの胸の谷間は四次元ポケットかなにかか？

「情報管理システムの閲覧者改ざん、一部『高天原』に流した資金、犯罪妖が潜伏していると思われる箇か所しよの情報を『高天原』から受け取った通話記録ｅｔｃ、ｅｔｃ……」

「ど、どうして、そんなモノを!?」

「ふっ、我われにとってこの程度造作もない。それに今回は我が魂の同胞、銀色の白夜シルバーオブプリンセスナイトの妹こと、蒼月の黒夜プリンツエツサ・ルイツアーリ。彼女との一二八〇九七八五四五七七三六七五四世紀以来の邂かい逅こうによってさらに我が力は増し、その程度を『視みる』など造作もないわ」

　つまり、今回の証拠集めに烏からす乃の黒くろ依えも協力しているのか。

　ありすは楽しそうに妖調査委員会の面々を追い詰めていく。

「予想外に白猫がこれほど大規模なテロを起こしたせいで、彼が捕まり自分たちとの関係が漏れる前に始末するつもりで参加したのね。でなければ妖調査委員会が出張ることはありえないわ。あくまで妖調査委員会は妖を取り締まる警察組織のようなモノ。今回の事案ならもっと専門一族に任せるはず」

　黒くろ羽ばねさんが悔しそうに歯は噛がみしながら、ありすを睨にらみ付つける。

「い、いつから調べていたの……」

　彼女は口調をいつもの調子に戻し答えた。

「ユウキの警護として白猫が、詩し猫びよう初はつ音ねこと黒猫さんを連れてきた時からよ」

　そんな時から調べていたのか!?

「最初はいくら黒猫さんが首輪型の爆弾をつけているからって、監視役が白猫だけっていうのが気になって調べたのよ。黒依ちゃんと知り合ってからは、彼女の手も借りたわ。そしたら出るわ、出るわ。たまたま『高天原』の長おさ、黒猫さんが警護として選ばれて、監視役として白猫がついた。そして愛め衣いちゃんが姿を消した……まるで妖調査委員会自体が協力したように都合がよすぎた。ワタシじゃなくても調べるわよ」

　ありすは証拠の紙でぴらぴらあおぐ。

「おおかた、ユウキを取り押さえたいのもいざという時の交渉材料にしたいからでしょ？」

　妖調査委員会の面々は、ありすの指摘に猛毒を飲まされたような苦渋の表情を作る。

　黒くろ羽ばねさんだけは不気味に歪ゆがんだ顔で嗤わらう。

「古事記に記されている八や咫た一いち族ぞくのわたくしが、人間と妖あやかしのできそこないにここまで愚ぐ弄ろうされるなんて……」

　その瞳は醜い狂気を宿す。

「でも、ここでありすさん、貴女あなたをぶち殺し証拠を処分すれば、他ほかは子こ狐ぎつねや子犬、わたくしたちエリートの足元にも及ばない存在がぴーちくぱーちく騒いでも誰だれも取り合いませんわよね。『神かみ喰くい一いち族ぞく』は交渉材料として取り押さえればわたくしたちの計画は完全となる」

「……本来、妖調査委員会は、妖と人間との秩序を守り、保つ崇高な理念と理想を掲げた組織。最初は利用するために入ったけど、在任中はそんな妖調査委員会を誇りに思っていた。けど、あんたたちみたいな奴やつらが、権力を暴走させ梓あずさのお兄さんを冤えん罪ざいで逮捕したり、罪無き妖とその家族を苦しめたりするのよ。そういうのがワタシは本当に許せない」

「黙りなさい！　わたくしたちはエリートなのですよ!?　下層の存在がその踏み台になれるだけでも感謝しなさい！　さぁ出来損ない！　今すぐ自害しなさい！　でなければぶち殺しますわよ！」

「やれるものならやってみなさい」

　ありすの返答に黒羽は背中――肩けん胛こう骨こつから黒い羽を広げる。

「八や咫た流りゆう黒こく翼よく術じゆつ・明あけ烏がらす！」

『!?』

　視界を黒い羽が覆おおい尽くす。

　だが、ありすは余裕の表情を崩さずただ一言、

「梓」

「はっ！」

　廊下に響き渡る実直な声こわ音ね。

　オレたちの頭を飛び越え、ありすの目の前にメイド服姿の女性が降り立つ。




「大おお亀がめ流りゆう甲こう鎧がい術じゆつ・甲こう鎧よう妖がい装そう――甲こう壁へき！」




　梓さんを覆う淡い緑色の光が壁のように拡大する。

　黒い羽は硬質なガラスに当たるような音を立て全すべて落ちた。

「なっ!?」

　黒羽さんは自身の攻撃がまったく効果がないことに驚きよう愕がくする。

　大亀一族は、甲こう羅らが退化した代わりに妖力を堅固化する能力を得た。

　突破するためには仙せん狸りクラスの破壊力か、小さ夜よちゃんクラスの技術力がないとダメだ。

　黒羽さんも驚いているが、オレや小夜ちゃんも負けず劣らず驚愕の表情を作る。

　久遠くおんだけは初対面のため首を捻ひねっていた。

「梓あずささん！　どうしてここに!?」

「はっ、お久しぶりです、優ゆう樹きさん」

　稲苗代いなわしろ梓さんはごついサブマシンガンをぶら下げながら敬礼する。

　彼女が駆けてきた通路から、他ほかのメイドたちがわらわらと姿をあらわす。

　彼女たちは前にありすを唆そそのかし、オレや愛め衣い、小さ夜よちゃんを殺そうとした罪で百ひやつ鬼き夜や行こうの強制施設にいるはずだったが。

　梓さんが変わらない質実剛健な軍人口調で返答する。

「今回の事件協力の報酬として刑期短縮を約束されたので力を貸した次第であります」

「ありすは梓さんが来てたことを知ってたのか？」

「まあね。研究所に乗り込むってユウキたちと話をする前に、さっきの条件で協力してもいいかって妖あやかし強制施設を通して梓から連絡もらってたから。保険になるかもと思って許可をだしておいたのよ。梓ナイスタイミングよ」

「お褒めにあずかり光栄です。聞き慣れた銃声が聞こえましたので、急ぎ駆けつけたかいがありました」

　だから、わざわざありすは銃なんて撃ったのか。

　梓さんが主あるじの指示を仰ぐ。












「お嬢さま、ご指示を」

「じゃあそこにいる妖あやかし調査委員会の面々を捕らえなさい。殺しちゃダメよ」

「ＹＥＳ、マイフロイライン」

　梓あずささんは主あるじの命令に疑問を挟まず、忠実な猟犬のごとく指示を実行する。

　他ほかのメイドたちに指示を出し、首から提げているサブマシンガンを構える。

　慌てて黒くろ羽ばねあげはが、梓さんたちを脅おどす。

「ま、待ちなさい！　わ、私たちに手を出したら刑期が短くなるどころか、倍以上になるわよ！　それでもいいのかしら!?」

「はい、かまいません」

　梓さんは変わらない声こわ音ねで答えた。

「お嬢さま、優ゆう樹きさまに受けた恩をお返しできるなら、刑期が倍になっても惜しくはありません」

「うぐぐぐぐぅ[image: ][image: ][image: ]」

　説得に失敗した黒羽さんは、下唇を噛かみ千切らんばかりの勢いで悔しがる。

「ここはワタシと梓で足止めしてあげるから、ユウキたちは愛め衣いちゃんの所へ行きなさい」

「ありがとう、ありす、梓さん」

「優ゆう兄さんこちらです。Ｔ字路を右に曲がった先から愛衣ちゃんの匂いがします」

　オレと久遠くおんは小さ夜よちゃんの先導で再び走り出す――だが、その足を一人の男が止めた。

「あの時からまったく変わっていないな。相変わらず女に助けられてばかりいる」

「ショ……ショウ、どうしてここに……」

　Ｔ字路左角から元猫ねこ柳やなぎ愛衣の婚約者――ショウが姿をあらわす。

　身長は高く一九〇センチ以上はある。

　強制施設に入っていたのに、筋肉は衰おとろえていない。

　マッチョというよりは古武術でも嗜たしなんでいるような筋肉の付き方だ。

「そこにいるメイドたちと同じだ。刑期短縮を条件に今回の騒動鎮圧に参加したんだが……。貴様があの『神喰くい』になったと聞いていたが、根っこの部分はどうやら変わっていないらしいな。クズのままだ」

「ショウ！　なにぐだぐだ話をしてらっしゃるの!?　早く、『神喰い』を取り押さえなさい！　条件を持ちかけてあげた恩を返すのよ！」

　黒羽さんは形勢不利の状況を覆すコマの登場に元気を取り戻すが、

「黙れ、鶏とり肉にく風情が」

「と、鶏肉ですって！　貴方あなた、わたくしは古事記にも登場す――」

「やかましいと言っている。このクズの前に貴様の首根っこを切り裂いて二度と喋しやべれなくしてやってもいいんだぞ？」

「くッ！」

　黒くろ羽ばねさんが青い顔で黙り込む。

「さぁ始めようか。俺の女に手を出したクズ野郎。施設を出たら真っ先に貴様を殺してやりたかったんだ。予想以上に早く機会がめぐってきた幸運に感謝する」

「い、言ってくれるじゃねぇか。でも、オレは『神かみ喰くい一いち族ぞく』だぞ！」

「『神喰一族』？　だからどうした。カビと埃ほこりに埋もれた骨こつ董とう品ひんをありがたがっているのは老人共だけだ。むしろ一度この身で味わってみたかったから丁度いい。どちらがすぐれているか貴様の死体を片手に、地下にいる我が姫に知らせてやろう」

　ショウは普通の妖あやかしのように『神喰一族』の看板に怯おびえることなく、まっすぐこちらへ向かって歩いてくる。

　オレは大剣クレイモアを作りだし構えるが、彼の余裕を崩すまでにはいたらない。

　当然だ。

　あくまで戦いは素人。

　剣の構え方だってなっていない。

　そんな相手をショウが舐なめているのも当然だ。

　第一、彼と『神喰一族』の能力は相性が良くない。

『神喰くい』の能力は妖力などの吸収だ。

　愛め衣いやそらなどの妖力などを放出したり、人ひと形がたにしてけしかける相手にとって妖力吸収は天敵だろう。

　しかしショウのように格闘重視だと、体に剣が触れない限り吸収できない。

　剣が触れずに殴られ続けたら、回復に溜ため込こんだ妖力などすぐに使い切ってしまう。

　そうなったら最後、殺されるのはオレのほうだ。

「？」

　ショウが足を止める。

　彼との間に狐きつね火び久遠くおんが割って入ったからだ。

　彼は不機嫌そうに眉まゆ根ねをひそめる。

「どけ。邪魔だ」

「……あなたの相手は久遠がする。だから、お兄ちゃんは愛衣お姉ちゃんのところに行ってあげて」

「な、何言ってんだよ久遠!?　あいつは小さ夜よちゃんでも勝てなかったショウって言う奴やつだぞ！」

「……大丈夫、任せて。久遠もお兄ちゃんの役に立ちたい。愛衣お姉ちゃんを連れ戻したいから」

「おい、クズ。この子はなんだ？　愛衣に妹がいるなんて聞いてないぞ」

　ショウは突然、元婚約者を姉と呼ぶさらに年下の少女に戸惑っていた。

　黒くろ羽ばねとの扱いに比べると天と地の差だ。

　こいつまさかロリコンなのか？

「この子は天てん狐こ一族の狐きつね火び久遠くおん。オレたちの妹みたいなもんだよ」

「……妹じゃない。お兄ちゃんのお嫁さん希望」

　ショウはオレたちのやり取りに舌打ちする。

「まさか愛め衣いより年下の少女に身を守らせるとは……。本当にクズだな」

「……お兄ちゃんの悪口を言わないで」

「!?」

　気付けば久遠は、ショウの背後にいつのまにか立っていた。

　さすがのショウも驚きよう愕がくする。

　彼女は手に狐火を灯ともし、小さく呟つぶやく。

「……さっきまで貴方あなたが見ていたのは狐火で作りだした蜃しん気き楼ろう。本体の久遠は周囲の背景に化けて背後に移動した」

「狐火をそんな風ふうに使う天てん狐こ一族など聞いたことがないぞ!?」

　久遠は振り返ったショウの腹部に右手の拳こぶしをあて、息を吸い、吐く。




「犬いぬ神がみ流りゆう柔じゆう術じゆつ秘ひ奥おう義ぎ・鎧よろい通どおし！」




「かっはっぁあッ!?」

　久遠の両足を中心に廊下は陥かん没ぼつし、ショウはオモチャみたいにくの字に体を折り曲げ膝ひざをつく。

「……お兄ちゃん、小さ夜よお姉ちゃん、今のうちにこっちに来て」

「あ、ああ」

　久遠の指示に従い、オレと小夜ちゃんはショウの脇を通り抜ける。

　いくらショウでもすぐには動けず、苦しげに腹を押さえうずくまる。

「な、なぜ……ぐぅッ、犬神柔術の秘奥義を天てん狐こ一族がつかえる……ッ」

「前に一度、小夜お姉ちゃんがしているところを見たから」

「!?」

　ショウが驚くのも無理はない。

　だが、事実だ。

　久遠は陳腐だが、言葉であらわすなら『天才』としか呼べない存在なのだ。

「このままで終われるものか……ッ」

　久遠は彼の殺気に、大きく後方へ跳躍する。

　ショウは雄お叫たけびを上げ獣化した。

「ガアアアァァァアアアァァァァアアァッァァァァァァァッァアアアァッ！！！！！」

　上着は筋肉の膨張で弾はじけ飛とび、代わりに黒々とした体毛が全身の三分の二を覆おおう。

　爪はナイフより鋭く尖とがり、口内に収まりきらない犬歯が絶滅したサーベルタイガーのように伸びる。

　彼の全身から黒い霧が立ち昇り、周囲の空気がぐにゃりと歪ゆがむ。

　その姿はまるで二本足で立つ黒くろ豹ひようだ。

　喉のど仏ぼとけが唸うなり、低く殺意に満ち満ちた声を響かせる。

「……行って」

「でも！」

「……久遠くおんなら大丈夫」

　ショウは問答するオレたちにお構いなく、血走った目玉に殺意をたっぷり乗せ頭から突っ込んでくる。

　だが、久遠は慌てず右手を彼にかざす。

「ぐぅッ！！！」

　刹せつ那な、オレですら目を覆う光が廊下を満たす。

　真っ白になった視界が戻ると、獣化したショウが目を押さえのたうち回っていた。

「……狐きつね火びで閃せん光こう弾だんを作った。獣化して強化・敏感になった視覚神経にとても有効」

　久遠は淡々と告げると、目を光で焼かれ悶もだえる彼のアゴを全力で蹴り飛ばす。

「……生物であるかぎり頭部に強烈な衝撃を受けたら脳のう振しん盪とうをおこす」

　その後、倒れ動きが鈍くなったショウの鳩尾みぞおちや腹、喉などに打撃を打ち込む。

「……どれだけ姿を変えようとしょせんは生き物。無力化する方法なんていくらでもある」

　あの小さ夜よちゃんですら負け、愛め衣いも『仙せん狸り』の力を解放しなければ倒しきれなかった強敵相手に指一本触れさせず圧倒するなんて……。

「……ね、大丈夫でしょ？　だから、お兄ちゃんは、愛衣お姉ちゃんのところへ行って」

「ですね。さぁ、行きましょう優ゆう兄さん。愛衣ちゃんの匂いはこちらからします」

「あ、ああ、久遠、ありがとな」

　オレは彼女たちに背を向け、再び響く戦闘音を後ろに感じながら、Ｔ字路を右へと曲がる。

　小夜ちゃんの愛衣の匂いがするという言葉を信じれば、この先に彼女が待っているはずだ。





■三章　倉くら田た優ゆう樹きの真実







　小さ夜よちゃんの言葉通り進むと、ごつい銀色の扉があった。

　その脇にパスコードを入力するためのキーボードと研究社員用のバーコードリーダーが備え付けられている。

　だが、すでに誰だれかが通ったのか扉は開いており、難なく入ることができた。

　地下に下りる階段とエレベーターがある。

　愛め衣いの匂いはこの地下深い場所から漂ってくると小夜ちゃんは断言する。

　電源を落とされたら閉じこめられるので、エレベーターは使用せず階段を使った。

　階段を駆け下りる間、研究自体が揺れるような衝撃が何度も地下から響いてくる。

　最後の段を下りると、再び上と似た扉が立ち塞ふさがる。

　こちらも同じようにキーボードとバーコードリーダーが設置してある。

　さきほどまでの断続的に建物を揺らすほどの震動が、ぱったりと途絶えた。

　今後は逆に耳が痛くなるほどの静寂が場を支配する。

　扉に触れる。

　ロックはかかっておらず、スライド式の扉がゆっくりと開く。

「予想より遅かったわね」

「初はつ音ね……お姉ちゃん」

　扉を開けた向こうにいた女性は――赤いスカーフに黒いセーラー服に黒タイツ。

　髪から覗のぞく黒い猫耳。

　首輪をしていない所以外、別れた時と同じ恰かつ好こうをしていた。

　地下の最深部は想像以上に広い。

　観客席を取り除いた東京ドームぐらいの広さだ。

　周囲の壁は碁盤目状の溝が掘られ、軽く指で触れると硬い感触を返してくる。

　恐らくこの中で核ミサイルが爆発しても耐えきれるよう設計されているのだろう。

　そんな壁や床を陥かん没ぼつさせ、罅ひびを入れたと思われる妖あやかしが倒れていた。

　妖は額ひたいから角が一本生えていたり、二本生えていたりする。

　オレの身長より長い棍こん棒ぼうが床に突き刺さっていた。

　小夜ちゃんが呟つぶやく。

「鬼おに一いち族ぞくですね。百ひやつ鬼き夜や行こう内で一番権力と実力を持つ一族の精せい鋭えいです」

「お姉ちゃんがこの人たちを倒したの？」

「ええ。百鬼夜行で一番の実力ある一族と言っても、呼吸し二本足で歩く生物……私の敵ではないわ」

　初はつ音ねお姉ちゃんの全身から黒い靄もやが生まれ、ドライアイスのように地面を這はう。

　古今東西の呪いを内包して生まれ、猫ねこ又また一いち族ぞく内でも恐れられた黒猫――猫びよう鬼き。

　そんな彼女に腕力やスピードなど何の意味もなさない。

「優ゆう兄さん、私より前に出ないでくださいね」

　小さ夜よちゃんが手にしていた刀の鯉こい口ぐちを切って、オレを庇かばうように一歩前へ出る。

「お姉ちゃん、愛め衣いはどこにいるの？」

「……あそこの建物の中にいるわ」

　地下最深部の中心に体育館ほどの大きさのドームが建っている。

　ここからドームまでは数十メートルはあり、どこに入り口があるか分からない。

「昔は『お姉ちゃん、お姉ちゃん』って後をついてまわって来たのに……。初恋だ、憧れのお姉さんだとか言っても、他ほかに好きな人ができればこんな扱いなのね。昔の優ゆう樹きさんは可愛かわいかったな」

　初音お姉ちゃんは泣く真ま似ねをする。

　指摘通り当時はお姉ちゃんっ子で、彼女の後をついて回っていた。

「べ、別に愛衣が好きだから助けに来た訳じゃなくて！　幼なじみで一応婚約者だから助けに来ただけだよ！　それに確かに昔はお姉ちゃんのお世話になった。それは今でも感謝してるよ。けど、今回の件とそれはまったく別問題だろ！　いくらなんでも龍りゆう脈みやく研究所を占拠なんてやり過ぎだ！　昔からの知り合いとして止めたいし、それにどうして愛衣を巻き込んだりしたんだ！」

「誤解よ。彼女が『高たか天まが原はら』に入りたいと言ってきたのよ」

「嘘うそだ！」

　オレは断言する。

「愛衣が『高天原』の思想――『日本の国を八や百お万よろずの神々が存在した頃ころの姿に再び戻そう』に共感するはずがない。アイツが興味あることなんてお菓子作りぐらいなもんだ。愛衣が進んで犯罪に手を出すはずがない！」

「愛衣ちゃんのことなら何でも知っているのね」

「なんでもじゃないよ。その証拠にあいつが猫又一族なんて知らなかったし。でも子供の頃から面倒を見てるからだいたいのことは分かってるつもりだよ」

「……優樹さん、本当に大きくなったのね」

　そう言った後、初音お姉ちゃんは俯うつむき、小さく呟つぶやく。

「優樹さんなら私の目的を知っているでしょ？」

「百ひやつ鬼き夜や行こうと四し生しよう楼ろう、他一族全すべてに復ふく讐しゆうする、だろ？」

「ええ、そうよ。屋上でのお話おぼえていてくれたのね。嬉うれしいわ」

　彼女は全ての呪いを内包する『猫びよう鬼き』ということで猫又一族からも隔離されていた。

　そんな彼女が四し生しよう楼ろうの陰おん陽みよう師じに騙だまされ、研究所へと連れて行かれた。

　お姉ちゃんは自分が騙されているのに気付き、陰陽師を誤って傷つけ発作的に逃げ出してしまった。

　それが原因で百ひやつ鬼き夜や行こう、四生楼一族、猫ねこ又また一いち族ぞくからも指名手配された。

　それ以来、彼女は妖あやかしや陰陽師の全すべてに復ふく讐しゆうすることを誓ったのだ。

「けど、個人が組織に敵かなうはずがなく、百鬼夜行と四生楼を敵に回しても勝てる組織を一から作ったら何百年かかるか分からない。だから、私は『龍りゆう脈みやく』を利用することを思いついたの」

　彼女の言葉を小さ夜よちゃんが否定する。

「不可能です。『龍脈』は人じん智ちが及ぶモノではありません」

「私も同意見よ。けど、人類、妖がダメでも神さまならどうかしら？」

『!?』

　心臓を氷の手で掴つかまれたような感覚。

「百鬼夜行・四生楼に属している他ほかの一族の研究所に忍び込んで、『龍脈』に関して色々調べたの。結論として理論上大量の妖力を持つ個人が、『龍脈』にエネルギーを注ぎ続ければ、一時的にだけど新しい『龍脈』となるらしいわ」

「新しい『龍脈』？」

「知ってる？　ガン細胞は成長するため勝手に毛細血管を作って血管の流れを変えてしまうのよ。それと同じ事をすれば、新しい『龍脈』を一時的に作り出すことができるの」

　さらに初はつ音ねお姉ちゃんは説明を続ける。

「最初は『神かみ喰くい一いち族ぞく』の生き残りである優ゆう樹きさんを誑たぶらかし、仲間に引き入れるつもりだった。けど、きちんとした手順を踏まないと『神喰くい』は発現しない。発現しない限り優樹さんは普通の男の子でしかないと知って断念したわ。もちろん、優樹さんに情が移って利用しようとしたのが嫌になったのもあるけど」

「初音お姉ちゃん……」

「でも、私たちにすぐに吉報が入った。猫又一族に『仙せん狸り』が生まれたって。彼女が成長して使える存在になるまで私は身を潜めることにしたわ。世界で一番安全な場所、百鬼夜行妖調査委員会管轄、強制施設にね」

「どうして強制施設が安全なんだよ」

「だって私は『龍脈』に関して資料や研究データを盗み調べ上げたのよ。それだけじゃない、『神喰一族』や表に出せない秘密についても利用できるものは徹底的に調べ上げ、妖界に干渉する力を得た。私のような反社会的な属性を持った者がそれだけの秘密を知ったことを理解している組織は、私を生かしておきたくなかったでしょうね。でも、強制施設の地下八階厳重収容室は特別な人間しか入れない。少し暇だったけど暗殺の心配がないぶん有り難かったわ。それに私には信頼できるパートナーがいたから、生活は快適だったわ」

「猫ねこ又また木ぎ志し郎ろう……白猫だね」

「ええ、今回の研究所制圧作戦も、私の強制施設入りも全すべて彼の計画に従って行ったの。ふふ、彼を含め、『高たか天まが原はら』のメンバーには申し訳ないと思っているわ。本気で『日本の国を八や百お万よろずの神々が存在した頃ころの姿に再び戻そう』なんて与よ太た話ばなしを信じているんですもの。本当はただ私がこの世界に復ふく讐しゆうしたいだけなのにね」

「？」

　話の齟そ齬ごに首を傾かしげる。

　たしか白猫はそのことを知った上で、初はつ音ねお姉ちゃんを愛しているから、彼女の夢を叶かなえようと動いているのではなかったのか？

　もしかしたら白猫は、自身の気持ちを初音お姉ちゃんに告げていないのかもしれない。

　オレの疑問に気付かず、初音お姉ちゃんは自じ嘲ちよう気味に笑う。

「もう少しで儀式は終わり、『龍りゆう脈みやく』とリンクした『仙せん狸り』の力は私に譲じよう渡とされる」

「百ひやつ鬼き夜や行こうや四し生しよう楼ろう、自分の一族が危険に晒さらされると知っていながら、愛め衣いちゃんが素直に力の譲渡に応じるはずありません」

　小さ夜よちゃんの力強いセリフを、初音お姉ちゃんは自信ありげに一蹴する。

「いいえ、彼女は絶対に応じるわ。だって、そうしないと――」

　彼女はたっぷりと間をおき、




「優ゆう樹きさんが死んでしまうもの」




　哀れみと嘲ちよう笑しようが交じり合った視線が、その言葉と共にオレを貫く。

　喉のどが渇くのを押しとどめながら、声をひねりだす。

「……なんで、愛衣が力の譲渡をお姉ちゃんにしないと、オレが死ぬんだよ？」

「ねぇ二人とも……どうして『神をも喰くい殺す神かみ喰くい一いち族ぞく』が、優樹さん以外全滅したか知っている？」

　オレたちはそろって首を横に振る。

「そう。なら教えてあげる。私が言うのもなんだけど、あの一族はね『呪われて』いるの」

「の、呪い？」

「覚かく醒せいした『神喰い』は十八歳から二十歳の間に精神を病んで死んでしまうの。さらに力を使えば使うほど寿命をすり減らす。助かる方法はただひとつ――神を殺して喰らうこと」

「!?」

　狐きつね火び花音かのんさんが言っていた。

　オレと愛め衣いは絶対に結ばれないと。

　なるほど、こういうことだったのか……。

「『神喰くい』の力が無ければ価値はなく、『神喰い』の力が発現すれば神を喰わなければ寿命をすり減らす。そうやって『神かみ喰くい一いち族ぞく』は四し生しよう楼ろう、時には百ひやつ鬼き夜や行こうによって使い潰つぶされてきたの」

「『神喰一族』はそうやって滅亡させられた、わけか」

「公式記録上、神を喰った『神喰一族』はいないわ。そうよね、『神』なんて都合良くいないわよね。けど、実際に『神喰一族』が『神』を喰ったらどうなるか？　っていう研究レポートがあるの」

　彼女は文章内容を思い出すように語る。

「推測らしいけど、『神喰い』の力を完全に使いこなし、ほぼ無限の妖力（霊力）を内包する存在になるらしいわ。まるで神さまに成り代わるみたいね。ふふふ……話は変わるけど優ゆう樹きさん、もし自分が長く生きられないと知って、それでも愛衣さんを殺す食べる？」

「……殺食さべないよ。でも、死にたくもない。愛衣を食べず、自分が死なない方法を考える」

「でも、愛衣ちゃんは違ったみたいよ？　そんなあるかどうか分からないモノを探すより、確実な方法を実行することに決めたの。話を戻すわね。儀式が終われば、私は『龍りゆう脈みやく』と繋つながり、この地ほ球しの一部となる。そうなればほぼ無限のエネルギーを使える。私は私を殺そうとした人たち――百鬼夜行、四生楼、猫ねこ又また一いち族ぞく、他ほかの一族全すべてを滅ぼすまで止まらないわ」

　お姉ちゃんは一呼吸置く。

「この地ほ球しの一部になった私を誰だれが止められるかしら？　百鬼夜行、四生楼……いいえ、世界中の軍隊が束になっても負けない。唯一、私を殺せる存在は……一人だけ。神をも殺せる存在である、優樹さんただ一人。貴方あなたは私を殺さざるを得ない――そして私が死ぬと同時に繋がっている愛衣ちゃんも死ぬ。貴方は愛衣ちゃんを直接殺せない、だから愛衣ちゃんは私に力を譲じよう渡とし、神を殺さざるを得ない状況を創り出したの。自分が死ぬことも全て知った上でね」

　それが『神喰一族』の生き残りである、オレを生かすためのたった一つの方法だというのか……。

「愛衣ちゃんは育ての親、親友、学友……百鬼夜行、四生楼、猫又一族、他の一族全てより、優樹さんあなた一人を選んだのよ」

「愛衣は、オレに殺されるために『高たか天まが原はら』に寝返った振りをして、みんなを危険にさらす覚悟をしたのか」

　俯うつむいてしまう。

　溢あふれ出でそうになる涙を流すためか、堪こらえるためか。

　その涙は哀かなしみか、愚かしさか、喜びかも分からない。

「優ゆう樹きさんを振って、痛めつけ、さらにみんなの危機に陥って助ける手段が自分を殺す食べることしか残っていなければ、優柔不断な優樹さんでも自分を殺してくれると考えてね」

「バカ……愛め衣い。あいつは……昔から極端なんだよ。そんな常識外は料理の腕だけにしておけよ」

「……でも、少し羨うらやましいわ。そんな風ふうに想おもえる相手がいるなんて」

　オレは腕で目元を拭ぬぐい顔を上げる。

　瞳に前以上の決意を宿して。

　初はつ音ねお姉ちゃんは寂しそうに微笑ほほえむ。

「真実を知っても優樹さんは愛衣ちゃんを止めようとするのね」

「ああ。オレは愛衣を殺して喰つてまで生きたいなんて思ってないし、死にたくもない。だからさっさとあいつを止めて、生き残る方法を探すさ」

「本当なら優樹さんにもう一度、『高たか天まが原はら』に……ううん、私の側そばに居て欲しいってお願いするもりだった。けど、無駄みたいね。いいえ、最初から分かっていたのよ。ただ自分が考える以上に未練がましい女だったってことね……」

　触れたら壊れて涙が溢あふれそうな瞳を向けてくる。

「でもお陰でしがらみは全すべてなくなった。私は私が望むただひとつのことをするのみ。今ならどんなことでもためらいなくするわ。だって、もう私には失うモノなんてないもの」

「!?」

　初音お姉ちゃんの体から溢れる黒い霧の量が増大する。

　反射的に大剣クレイモアをイメージし、溜ため込こんでいた妖力で創り出す。

　黒い霧に触れた大剣の箇か所しよは黒く変色し劣化した鉄みたいにぼろりと壊れる。

　この大剣は妖力吸収に特化させた『神喰くい』の結晶のようなものだ。

　それを破壊するほどの呪いを初音お姉ちゃんが作り出しているんだ！

「神を食べた神喰いではない優樹さんでは、ここまで圧縮し濃くした呪いを吸収しきれないみたいね！」

　最後のセリフと同時に腕を振るう。

　初音お姉ちゃんから放出された呪いが黒いムチのようにしなり、オレと小さ夜よちゃんに襲いかかってくる。

　オレたちは左右に分かれ、回避する。

「そこ！」

「きゃぁあ！」

「小夜ちゃん!?」

　先端が音速に達する呪いのムチが小夜ちゃんの腕をかすめる。

「大丈夫、小さ夜よちゃん！」

「へ、平気です。着物にかすっただけですから」

「けど、二人ともいつまでそうやって逃げていられる――ごほッ、ごほっ！」

「初はつ音ねお姉ちゃん!?」

　吸収しきれないほどの濃い呪いを作りだしているのだ。

　いくら『猫びよう鬼き』――黒猫でもただではすまないはずだ。

　慌てて駆け寄ろうとするが、

「こないで！」

「!?」

　彼女は腕を振るいムチをしならせる。

　油断したせいで先端が大剣クレイモアをかすり一部を再び破壊する。

　だが、それだけだ。

「ごほ！　ごほッ！　げほ、げほ……ッ」

　初音お姉ちゃんはさらに激しく咳せき込こみ口の端から赤い血を流す。

「お姉ちゃん！　もう止やめてくれ！　これ以上やってもお姉ちゃんがオレたちに勝つことなんてできない！」

「そうです！　もうお止めください！」

「優ゆう樹きさん、小夜ちゃん……勘違いしているようだけど、儀式が終われば私の勝ちよ。『龍りゆう脈みやく』の力さえ譲じよう渡とされれば私を殺そうとした、あいつらを皆殺しにできる！」

　口から溢あふれた血を腕で拭ぬぐい、彼女は狂気的な瞳で叫ぶ。

　薬物中毒患者のような姿と、昔、炬こ燵たつで一緒にお手製の煮込みハンバーグを食べた初音お姉ちゃんの姿が重ならない。

　奥歯を噛かみしめ彼女を止めるため大剣を振るう。

「止めてくれよもう！　初音お姉ちゃんはあんなに……優しい人だったじゃないか」

「違うわ。今の私も、過去の私も同じよ。私はずっと前からこういう存在だったのよ――げほッ、ごほごほ！」

「ッゥ！」

　初音お姉ちゃんは咳き込みながらもムチを振るう。

　勢いは衰おとろえず、オレと小夜ちゃんは回避が精せい一いつ杯ぱいで彼女に近づくことさえできなかった。

　くそ！　目と鼻の先に愛め衣いがいるのに！

「……優ゆう兄さん」

　小夜ちゃんの重い決意を込めた声こわ音ねに反射的に視線を向けた。

　彼女は覚悟を決めた表情で、

「初音さんは私が足止めしますから、その隙すきに愛衣ちゃんのところへ行ってあげてください」

「さ、小さ夜よちゃん。けど……」

　行き渋っていると、彼女は安心させるように笑顔を向ける。

「大丈夫ですよ。優ゆう兄さんが愛め衣いちゃんとお話をするぐらいの時間は稼いでみせますから。だから、安心して行ってください」

「ごほ、げほ……ふふふ。残念ね。さっきの『神喰くい』の話を聞いたら、小夜ちゃんは私の味方をしてくれると思ったんだけど」

　初はつ音ねお姉ちゃんが会話に茶々を入れてくる。

　小夜ちゃんは彼女を睨にらみ付つける。

「私が初音さんの味方をするなんてありえません」

「そうかしら。もし本気で心の底から優ゆう樹きさんを愛しているなら、私の味方になるべきじゃない？　だってこのまま愛衣ちゃんを殺食さべなければ優樹さんは死んでしまう。だったら、彼女を殺す食べるよう説得する場面ではないのかしら。本当に愛しているのなら」

「幼稚な恋愛観ですね」

　小夜ちゃんのセリフにさすがの初音お姉ちゃんも表情を変える。

「恋愛観が幼稚なのは小夜ちゃんのほうじゃないかしら。想おもいが深く、強すぎて……相手を傷つけてしまう。そんな感情があるのを知らないのね。優樹さんが好きだというのも口だけだったようね、愛衣ちゃんを殺す食べる以外の方法を探す――愛いとしい人のそんな一いちか八ばちかの賭けの手伝いをするなんて」

　小夜ちゃんの想いが軽すぎて、説得に失敗したと初音お姉ちゃんが溜ため息いきを漏らす。

　だが、それは彼女の間違いだ。

　小夜ちゃんを知っている人間なら誰だれでも断言する。

　彼女の好きが、思春期特有のはしか程度のモノではない――恋、愛などという言葉に収まりきれないほどの想いだということを。

「だから、それが幼稚だと言っているんです」

　小夜ちゃんがあからさまにバカにした口調で言う。

「『相手を好きすぎて傷つける』ですか？　悲劇のヒロインを気取って酔っているのは初音さん、貴女あなたです」

「――ッ！」

　初音お姉ちゃんが明確な怒りを込め、小夜ちゃんを睨みつける。

　そんな目をする彼女を初めて見た。

　しかし、小夜ちゃんは気にせず初音お姉ちゃんを否定する。

「優兄さんが愛衣ちゃんを救いたいと願っている。愛しいからこそ、私はその願いを是が非でも叶かなえたいんです。もし優兄さんが私の腕を望むなら笑って切り落とします。目玉が欲しいなら自分で抉えぐって差し出します。心臓をご所望なら丁寧に肋ろつ骨こつをへし折り、傷つけないように取り出します。優ゆう兄さんが望むなら、骨だろうが、皮だろうが、一生だろうが、血の全すべて、魂だって捧ささげます」

「…………ッ」

　さすがの初はつ音ねお姉ちゃんも小さ夜よちゃんのセリフに後ずさる。

　彼女のセリフは純度一〇〇％本気だ。

　もしオレが小夜ちゃんに『死んで欲しい』と頼めば、ためらいなく笑顔で死ぬだろう。

　それが戌いぬ威い小夜だ。

「優兄さん、ここは私が食い止めますから早く、愛め衣いちゃんの所へ行ってあげてください！」

「い、行かせないわよ！　優ゆう樹きさん！」

　小夜ちゃんの声に初音お姉ちゃんが機械的に反応し妨害してくる。

　再び呪いを圧縮したムチを振るうが、

「優兄さんの邪魔はさせません！」

　小夜ちゃんがムチを刀で受け止める。

　刀が風化したようにサビ折れると、今度はそれを掴つかんで無む理り矢や理り初音お姉ちゃんを押さえ込む。

「さ、小夜ちゃん！　ダメよ、そんなことしたら！　腕が腐り落ちるわ！　鬼族一族だってそれを嫌って逃げ回って私に倒されたのよ！」

「それがどうかしたんですか？」

　敵であるはずの初音お姉ちゃんが、小夜ちゃんの心配をする。

「言ったじゃないですか？　優兄さんの望みを叶かなえるためなら骨でも、皮でも、一生でも血の全てさえ差し出すと。体が腐る？　その程度で済むならどうぞご随意に」

「ひィ！」

　初音お姉ちゃんは、小夜ちゃんを振りほどき後ずさる。

　彼女は本気で小夜ちゃんに怯おびえているようだ。

「優兄さん、今のうちに愛衣ちゃんのところへ！」

「分かった！　ありがとう、小夜ちゃん！」

　オレは小夜ちゃんと初音お姉ちゃんの脇をすり抜け、中心に建てられているドームを目指す。

　だが、オレの足はすぐに止まる。

　なぜならドームの入り口が開き、一人の青年が出てきたからだ。

　猫ねこ又また木ぎ志し郎ろう――白猫だ。

　彼はいつものインチキ臭い笑みを浮かべながら、初音お姉ちゃんへ向かって歩いてくる。

　刹せつ那な、脳裏に数日前、夜の公園での出来事を思い出した。

　あの時、白猫の隣に立っていた愛め衣い。

　彼女を止めようとしたが、白猫の『白びやつ光こう』で負けてしまった。

　自分のふがいなさ、愛衣を利用された怒りが交ざり合い、気付けば襲いかかっていた。

「白猫ぉおおおおぉおぉッ！！！」

　横なぎの一いつ閃せん。

　後先考えない全力の一撃。

　しかし、切っ先はかすりもせず、空くうを切る。

　振り返ると、いつのまにか白猫は初はつ音ねお姉ちゃんと小さ夜よちゃんの側そばに立っていた。

　初音お姉ちゃんは、今目の前で起きた出来事に戸惑いながらも一番の関心事を優先する。

「志し郎ろうさん、どうしてドームから出てきたりしたの？　儀式の途中でしょ！」

「儀式は無事終わりました。『龍りゆう脈みやく』への接続も成功し、力の譲じよう渡とも無事成功しました。計算以上に力は安定していますよ」

　白猫の報告は、オレたちにとって凶報だ。

　しかし、初音お姉ちゃんにとっては吉報のはずなのに、彼女は歓喜せず、困惑の色を深める。

「ちょっとまって志郎さん。『龍脈』の接続が安定している？　私はまだ『龍脈』と繋つながっていないわよ？」

「はい。計画では長おささま――初音さまへ『龍脈』を譲渡するはずでしたが、あれは初音さまを騙だますための嘘うそです。龍脈は、今、私に接続されています」

「ど、どういうこと!?　『高たか天まが原はら』を裏切るつもりなの!?」

「裏切るなんて……僕は初めから『高天原』に忠誠も共感も覚えたことはありません。僕が従うのはただ一人――詩し猫びよう初音さまお一人です」

「なら、どうして『龍脈』の力を横取りしたの!?」

「それが必要だからです」

「くッ！」

　初音お姉ちゃんは問答では我慢しきれず、直接襲いかかるが、

「『白光』」

　白猫が手のひらから生み出した白い光が、初音お姉ちゃんと側にいた小夜ちゃんを包む。

　彼女たちは妖力を根こそぎ奪われ倒れてしまった。

「し、志郎さん……」

「申し訳ありません、初音さま。ことが終わるまで少々お待ち下さい」

　彼は倒れた初音お姉ちゃんにひざまずき、愛いとおしそうに手のひらにキスをする。

「まずは外にいる邪魔者たちを始末しないとな」

　彼は立ち上がると、地下研究所最深部を出て行く。

　オレは彼の後を追わず、まず小さ夜よちゃんたちに駆け寄る。

「小夜ちゃん！　初はつ音ねお姉ちゃん大丈夫!?」

「妖力を根こそぎ消失されただけで傷はないわ。でも、どうして彼がこんなことを……」

「私も妖力を消されただけです。体はちょっと動かせませんが、初音さんの呪いが消えたのが不幸中の幸いですね」

　小夜ちゃんが気丈に微笑ほほえむ。

　彼女の肌を黒く蝕むしばんでいた呪いは、漂白剤で洗い流したように消えていた。

「それより早く愛め衣いちゃんの所へ。もしかしたら今、彼女が危険な目に遭っているかもしれませんから」

「小夜ちゃん……」

「優ゆう兄さん、早く！」

　オレは頷うなずくと、その場に小夜ちゃんと初音お姉ちゃんを残しドームへと走る。

　ドームへの入り口は開きっぱなしで苦もなく入れる。

　外の地下研究所と違って、壁に計測器などの機械がパズルのように隙すき間まなく並んでいる。

　機械に繋つながったコードやパイプなどは、天井、またはさらに地下へと伸びている。

　なぜ地下に伸びているか分かるかというと、部屋の床が防弾ガラスのような硬く透明なガラスでできているためだ。

　その厚さは踏みしめた硬さで理解できる。

　もし今、溜ため込こんでいる妖力全部をつぎ込んで床を殴りつけても腕が折れるだけだ。

　それぐらい硬く、分厚い。

　なぜ床が透明なのか？

　その答えは足下にある。

「あれが『龍りゆう脈みやく』……！」

　字面通りさらに地下深く掘られた縦穴――底に黄金の東洋龍が何百匹ものたうつように溢あふれていた。

　前に無人島で表層の一部を見たことがあるが、橙だいだい色いろで蛇が絡んでいる程度だった。

　しかし今足下にあるのは、そんなものを遙はるかに超えていた。

　まるで地下に太陽がひとつ埋まっているようだった。

　縦穴は研究所の最深部よりさらに深い。

　なのにドーム内は常に朝日を浴びているように眩まぶしく、分厚いガラス越しなのに体に霊力（妖力）が溜まり続ける。

　たしかにこれは人が触れていいモノではない。

　これ自体がひとつの神だ。

　そんなドーム内のガラス床に、赤い塗料で幾何学模様の魔法陣らしきモノが描かれていた。

　その中心だと思われる箇か所しよに巫み女こ服姿の愛め衣いが倒れている。

「愛衣！」

「こないで……ッ」

「!?」

　弱々しいがはっきりとした拒絶の言葉。

　彼女は苦しそうに眉み間けんに皺しわを寄せながら、ふらふらと立ち上がる。

　リボンをしていないストレートの髪、肌は死人のように青白い。

　睨にらみ付つけてくる愛衣に、全すべてを知ったことを伝える。

「全部、初はつ音ねお姉ちゃんから聞いたよ。『神かみ喰くい一いち族ぞく』が滅亡した理由。『仙せん狸りの力を使って『龍りゆう脈みやく』をコントロール』すること。愛衣が、オレを生かすために自分の命を投げだそうとしてること。全部。愛衣のバカ野郎。オレなんかのためにこんな無む茶ちやして、一人で抱え込みやがって」

「……そう、全部知っちゃったのね。初音さん、意外と口、軽いのね」

　彼女は憑つき物ものが落ちたような表情を見せ、眼めから険が抜ける。

　オレは安あん堵どして駆け寄ろうとするが、

「なら、お願い、どうかわたしを殺して食べて」

「なに言ってんだよ！　そんなことできるわけないだろ!?　いいからもう帰るぞ。『神喰一族』の問題は、他ほかに方法があるかみんなで探せばいいんだから。愛衣が殺さ食べられることなんてない！」

「もし、その方法がなかったら、どうするの？」

「探してみないと分からないだろ！」

「わたしのせいで特異な目覚め方をした優ゆう樹きは、普通の『神喰一族』より早死にする可能性だってあるんだよ？　だからお願い。わたしを殺して食べて」

「できないって言ってるだろ！」

「なら、無む理り矢や理りにでも食べさせてあげる」

『龍脈』接続に莫ばく大だいな妖力を使ったはずなのに、愛衣の体が黄金色に輝く。

　さすが仙狸、妖力の桁けたが普通の妖あやかしとは明らかに違う。

　愛衣は一直線に襲いかかってくる。

「くッ！」

　オレは彼女の回し蹴りを反射的に大剣クレイモアで防ぐ。

　妖力を吸収するが、威力は殺しきれず壁に叩たたき付つけられる。

　肺から酸素を叩たたき出だされ、体が一時的に動かなくなる。

　愛め衣いはその隙すきを逃さず、かかと落としを力任せに振り下ろしてくる。

　とっさに大剣クレイモアがガードしたが巨人に踏まれたみたいに、ガラスの床にめり込む。

　オレを中心に蜂の巣状にひびが広がった。

　勢いをつけ愛衣を押し返すが、彼女は逆らわずむしろ自身から飛び距離を取ろうとする。

　その着地を狙って大剣を横なぎに振るうが、

「……優ゆう樹き、ちゃんと刃を横にしないとちゃんとわたしを殺せ食べられないでしょ」

「嘘うそだろ。全力だぞ！」

　彼女の指摘通り、刃を立てず、打撃による昏こん倒とうを狙った攻撃を放った。

『仙せん狸り』の愛衣を止め話をするため、全力で振るった一撃だったのに……！

　彼女の内側から溢あふれ出でる黄金色の妖力で、大剣の一撃を身じろぎひとつせず受けきったのだ。

　足がよろめくことも蹈鞴たたらを踏むこともない。

　そよ風を浴びるがごとしだ。

　桁けたが違う。

　これが神――『仙狸』の実力か。

「くそっ……！」

　慌てて愛衣から距離を取り逃げる。

　力ずくで愛衣の動きを止め話をする作戦は中止だ。

　ヒット＆アウェイで妖力を削る持久戦に持ち込む。

　溜ため込こんだ妖力を全すべて身体能力にまわし、愛衣とすれ違うたび大剣で少しずつ妖力を吸収する。

『龍りゆう脈みやく』との接続で妖力はほとんど残っていないはずだ。

　すぐに彼女は動けなくなるだろう。

「持久戦でわたしの妖力を奪うつもりね」

　愛衣はこちらの意図を悟る。

　その上で断言する。

「そんな消極的な方法じゃわたしを止められないわよ」

　愛衣は右腕を突き出す。

　いつもの手のひらではなく、指先を向けてくる。

「！！！」

　指の形に気付き、彼女が何をするかを理解すると、背筋を百万匹の芋虫が這はいずるような怖おじ気けに襲われる。




「猫ねこ又また流りゆう仙せん術じゆつ・紫し電でん一いつ閃せん！」




「ぐがぁあっ！！！」

　踏みしめた足に激痛が走る。

　ゴロゴロと転がり、壁に激突し止まった。

　右足に丸い穴が開いている。

　愛め衣いは素早く動くオレの足を、圧縮した妖力でレーザーのように撃ち抜いたのだ。

　一度、そらとの戦いで見たことがある。

　実際自分に向けられると、ただ愛衣の指先が光ったようにしか認識できなかった。

「弱ってるくせにこんなに強いのかよ。でたらめ過ぎるぞ」

「……ごめんね痛い思いさせて」

　いつもの生意気な愛衣らしからぬ気遣い。

　圧倒的優位に立っているはずの彼女は、弱々しい表情を浮かべていた。

「優ゆう樹き、分かったでしょ。あなたじゃわたしを止められない。だから、素直にわたしを殺して食べて」

「嫌だ」

　即答する。

「お願い、わがままを言わないで。それに『仙せん狸り』の力を使って『龍りゆう脈みやく』と接続して、力は白猫さんに譲じよう渡とした。じき初はつ音ねさんは『龍脈』を手に入れる。もうみんなを助けられるのは『神喰くい』……優樹だけなんだよ」

　愛衣は知らないんだ。

　白猫の裏切りを。

「だから、お願い……わたしを殺して食べて。そして初音さんを止めてあげて。あの人、口では悪態ついてるけど本当は止めて欲しがっているんだよ。誰だれかを傷つけるなんて嫌で、でも自分ではもう感情が止められない……だから、誰かに止めて欲しがっているんだよ。それと、ね」

　彼女はこくりと喉のどを鳴らし、悲しそうに笑う。

「わたし子供の頃ころから、ずっと優樹に迷惑かけてきたでしょ。小学校にも通わず引き籠こもって、ぐずぐず泣いたり、ちゃんとした箸の持ち方ができなくて教えてもらったり、夜、雷が怖くて一緒の布団で寝てくれたり……。今でも覚えてるんだ。優樹の子守歌。優しくて、とっても温かかった」

「…………」

「一番の迷惑は優樹を『神喰い』にしちゃったことだよね。わたしが茜あかねさんに引き取られなければ、優樹はずっと普通の生活をできてたんだよね。ごめんね……優樹、出会っちゃって、わたしの側そばにずっといてくれて、ごめんね。わたしは、どこでも、誰かに迷惑かけちゃうね。だからわたしを殺す食べることにためらわないで。これはわたしが生まれたことから来る罪で、罰だから。お母さんを殺して、お父さんを苦しめて、優ゆう樹きを死なせてしまう――でも、最後に一つだけ、できることがあったから。だから、どうかお願い――」

　彼女は切実に、懇こん願がんする。




「わたしを――殺して食べて」




　愛め衣いの意思は固い。

　もういっそ彼女の言葉通り殺した食べたほうがいいのかもしれない。

　けど、オレは彼女をこれっぽちも食べたいとは思わない。

　自身の内側のどこを探しても砂粒ほどもそんな感情が見付けられないのだ。

　どうしてオレはこんなにも頑かたくなに、彼女の願いを拒絶するのか？

「嫌だ……愛衣を殺す食べるなんて絶対に嫌だ！」

　子供の我わが儘ままを諭す母親のような慈しみの瞳で、右腕を突き出す。

「ありがとう、優樹。その言葉でわたしは十分満足だよ」

「愛衣、止やめろ!?」

「一度気を失わせた後、わたしが勝手に殺さ食べられるね。だから、優樹は悪くないんだからね」

「愛衣いいぃぃぃぃっぃッ！！！」

「ありがとう、さようなら、大好きだよ」

　彼女の手のひらに黄金色の光が集束する。




「猫ねこ又また流りゆう仙せん術じゆつ・疾しつ風ぷう迅じん雷らい！」




「ッ――！」

　目の前に迫る光の奔ほん流りゆう。

　走そう馬ま燈とうが走り抜ける。

　まるで映画のフィルムみたいに思い出が駆け抜ける。

　四月――小さ夜よちゃんが犬いぬ神がみ一族だと知って婚約を迫られた。その翌日、愛衣が誤って酒を飲み酔っぱらって猫又の姿に戻ってしまった。その現場を茜あかねさんに見られ、愛衣とも婚約をするはめになった。だってしかたないだろ！　婚約しないと殺されるって言うんだから！　さらに愛衣の婚約者だと名乗るショウが姿をあらわし、二ふた股またがばれた。小夜ちゃんと一緒に愛衣が連れ去られたホテルへ行って、彼女を助け出した。あの時、最上階でうずくまり膝ひざをかかえている愛衣をようやく見つけて、オレは隣に愛衣がいないとダメなんだと気が付いたんだ。




　六月――兎うさ月つき一族の兎月ありすが転校してきた。彼女はメイド長の稲苗代いなわしろ梓あずささんに騙だまされ、愛め衣いの命を狙った。オレたちはまんまとありすの罠わなにはまったが、逆転のチャンスを掴つかみ、夜の校舎に陰謀の証拠を取りに戻って、みんなで力を合わせて勝利した。事件が解決した後、ありすが罪滅ぼしとして、オレのメイドとして同居することになった。罪滅ぼしのはずなのになぜか、彼女のせいで愛衣からの折せつ檻かんが増えたんだが……。でも、愛衣と離ればなれにならなくて本当に良かった、と胸をなでおろしたのを今でも憶おぼえている。




　八月――遭難し、無人島でサバイバルをした。サバイバル知識はネットや漫画でそこそこ知っていたからいけると思ったんだが……完全に愛衣たちの足を引っ張っていたな。でも、遭難したお陰で狐きつね火び久遠くおんと出で逢あえた。最初は愛衣とは衝突しあっていたが、最後には仲が良くなって本当に良かった。素直になれなくて一人でいようとする久遠を見て、愛衣は昔小さかった頃ころ、孤独だった自分を思い出したのかもしれない。今では姉妹のように仲が良いし、愛衣も久遠を本当の妹みたいに思っているみたいだ。そんな仲のいい二人を見て、愛衣も成長したな、と素直に感心してしまった。




　九月――母さんが連れてきた千ち影かげそら。昔、子供の頃、オレとそらは結婚の約束をしたらしい。彼女は想おもいが募り過ぎて感情を暴走させ、無む理り矢や理りオレと結婚しようとした。愛衣がいなかったら、オレとそら――どちらも不幸な結果になっていたかもしれない。あの時初めて神喰くいとしての力を暴走させたオレを、愛衣は自分の事なんてかえりみずに止めようとしてくれた。自分の命を投げ出して、悪鬼と化しているオレの前に立って、名前を呼んでくれたんだ。暗闇に響くたった一つの声、愛衣が呼んでくれるあの言葉が無かったら、オレはもうこの世にいなかったかもしれない。




　十月――そらが紹介してくれたアルバイトの関係で、密売組織の壊滅で知り合った鎌かま鼬いたち一族の風ふうが家に来たんだっけ。そういえば、あの頃は小さ夜よちゃんが体重が増えたと言って引きこもりになったり、久遠が中学に入ったり、ありすの駄メイドぶりが相変わらずだったりと色々なことがあったな。愛衣は風邪を引いて、座薬を入れたりと大変だったっけ。でも、風邪引いて素直になっている愛衣はちょっとだけ可愛かわいかったな。小さい頃、どこへ行くにもオレの後についてきたのを思い出すよ。……でも、今だって愛衣は昔と変わらない。強がっているけれど、オレがいないとダメなんだ。




　そして――十一月。初恋の人。詩し猫びよう初はつ音ねお姉ちゃんと再び出会った。みんな、彼女のことを歓迎しなかった。とくに愛衣は初音お姉ちゃんにコンプレックスを抱いていた。自分とは正反対の存在。もし彼女がオレの理想とするなら、自分はまったくタイプではない。だから、初はつ音ねお姉ちゃんが怖いと吐と露ろされた。オレはどんな手を使ってでも、愛め衣いの不安を取り除きたかった。でもそれは叶かなわず、彼女は姿を消した。初音お姉ちゃんのことは好きだったが、それは過去――年上の女性に対する憧れで、すでに風化した想おもいだ。今、オレが一番好きなのは。隣に一番いて欲しいのは――




「愛衣なんだ」




　オレは一人の女性として愛衣が好きなんだ。

　ハチミツ色の髪。

　首からぶら下がり鳴る鈴。

　よく怒る大きな瞳。

　子供の頃ころは臆病で弱音しか言わず、成長したらオレのだらしない生活を叱ったり、文句を言ったほうが多い唇。

　でも、笑うと全世界の宝石を集めた以上に輝き、胸をギュッと掴つかまれるほど高鳴らせる。

　オレが一番傷つくのは愛衣が泣く時だ。

　あいつは昔と変わらずなんでも抱え込む。












　内側でどんなに傷ついても助けを呼ばない。だからぼろぼろになるんだ。

　もっと悲しいのは、そんな愛め衣いをオレ自身の手で傷つけることだ。

「オレは愛衣が好きだ」

　まるでずっと探していた最後のパズルピースがはまるようにしっくりとくる。

「ああぁぁッ！　ちくしょう！　オレは愛衣が大好きなんだよ！　今だってお姉さまが好きだ！　小さ夜よちゃんの大和やまと撫子なでしこぶりが好きだ！　ありすのなんでも話せてからかわれる雰囲気が好きだ！　久遠くおんの慕したってくれる姿は抱き締めて二度と離したくないぐらい可愛かわいい！　そらの巨乳とまっすぐな気持ちは男冥みよう利りに尽きる！　風ふうのロリボディは正直ありだし、年上っぽい口調も大好きだ！　けど、それ以上に愛衣が好きなんだよ！　ああぁ、ちくしょう！　大好きだよ！　愛衣が大好きだ！」

　長い、長い回り道をして、ようやく自分の気持ちに辿たどり着つく。

「オレは愛衣のことが好きなんだ……」

　涙はいつのまにかほほを伝っていた。

　大剣クレイモアから手を離すと、黒い霧のように霧散する。

　無防備な姿で迫り来る光の奔ほん流りゆうを受け入れる。

「優ゆう樹き!?」

　彼女は大剣でガードすると思い込んでいた。

　その上でオレを気絶させる威力の『疾しつ風ぷう迅じん雷らい』を放ったのだ。

　生身で受けたら肉体の原形すらなくなるかもしれないが、愛衣がとっさにそらしてくれたお陰で直撃は避けられた。

　しかし余波で吹き飛び蹴られたボールのように床をバウンドし転がった。

　運良く気絶しなかったが、全身が激痛に襲われる。

　愛衣が青い顔で駆け寄ってくる。

「どうして『神喰くい』の力を使わないのよ!?　死ぬつもり！　優樹が死んだら元もこもないじゃない！」

「それはこっちのセリフだ」

　側そばにぺたんと座る愛衣の頭にチョップを入れる。

「オレが生きるために、愛衣が死んでどうするんだよ」

「だから、それは――」

　彼女の言葉を遮る。

「迷惑をかけたから自分が殺される食べられるのは正当な罰だ？　何、気取ってんだ！　だいたい、迷惑の掛け合いならオレだって負けてないぞ！」

「ゆ、ゆうき？」

　愛衣は突然の展開に困惑し、眼めを白黒させる。

「まず毎度、起きられず愛め衣いに起こされたし、靴くつ紐ひもが面倒で結ばないでよく結んでもらった。お金が無くて愛衣から借りたこともあった。弁当を忘れて愛衣のを分けて貰もらったこともあったっけ」

「そういえばあったわね。しかも三日連続で忘れるし」

「いやいや、三日じゃない二日だって！」

「いいえ、三日でした！　だって、四日目、茜あかねさんが呆あきれて優ゆう樹きのお弁当作ってわたしに持たせたもの」

「あれ、そうだっけ？」

「そうよ！　都合が悪くなるとすぐ忘れたふりをする！」

「それを言ったら愛衣もじゃないか！　人のＰＣ勝手に弄いじって、電源連打してＯＳクラッシュさせたの誤ご魔ま化かしやがって！」

「ちが！　あれは足がたまたま本体に当たっちゃったのよ。事故よ、事故！」

「いいえ、違います。あれはボタンを連打したからですぅ～」

「何そのいい方、むかつく！　だったら、優樹だって喫茶店のバイト中、茜さんのお気に入りのグラス割ったくせに！」

「ぐっふあぁ！　あれは愛衣がぶつかったせいで、グラスが手から落ちたんだろうが!?」

「ちゃんと持ってなかった優樹が悪いんでしょう！」

「おいおい愛衣さん、その話は平行線をたどって最終的に偶然、落ちて割れたってことで手打ちにしたはずじゃないか。オレは別にいいんだぜ、今から茜さんにその時の話をしても。怒られなれてるし」

「うわ、最悪。何それ威張れることじゃないし」

「ふっはっはっあ！　痛くも痒かゆくもないね！」

「うぅ[image: ][image: ]本当に優樹はダメ人間なんだから！」

「ああ、ダメ人間けっこう！　だって」

　オレは笑う。

　ただ笑う。

「愛衣に叱られるのが好きだから。時間が経たつとバカ話になるところもオレは好きだな。茜さんの美う味まいケーキを食べながらさ」

「優樹？」

「オレは愛衣と出会って心の底からよかったと思っている。愛衣に怒られて、二人でバカ話できて、そこに小さ夜よちゃんが加わってツッコミが二倍になったのも最高だ！　ま、賢けん悟ごさんの暴走は正直命の危険度が高いから遠慮したいが」

「ゆうき……」

「ありすの駄メイドぶりもいいよな。あいつの仕掛けてくる罠わなは巧妙で、ダメージがでかいけどそこがいいっていうか。しかしありすは本当にメイドらしいことしないよな」

「優ゆう樹き、ゆうきぃ……」

「無人島に遭難して久遠くおんと出で逢あえたのもよかった。久遠が愛め衣いに懐なついて後ろをちょこちょこ歩いてるのを見るの、実はけっこう好きなんだよね。見てて微笑ほほえましいっていうか。愛衣も下の面倒がみられるようになったのかーとか思っちゃってさ」

「優樹……」

「そらが突然、婚約者ですって押しかけてきた時は本気で困ったよ。愛衣たちに一斉に責められたときは正直、生きた心地がしなかったぞ。そらの天然ドジっ娘こっぷりは可愛かわいいけど、ちょっとはらはらする時があるよな。愛衣なんか、そらが包丁握っただけで、おろおろしてさ。どっちが年上だよって、笑えるよな」

「ゆう、き……」

「風ふうを連れてきた時、ありすが警察に連絡したのには焦ったよ。しかも愛衣まで率先してかけさせるし。マジ、勘弁しろよ。あと、あんまり風に生どら与えるなよ？　生どら愛好者が増えて嬉うれしいのは分かるけどさ」

「優樹、優樹。優樹、ゆうき、ゆうきぃ……」

「それから黒くろ依えにパパって言われたときは困ったなー。愛衣と小さ夜よちゃん、二人とも本気で信じそうになるし。巌いわおさん、花音かのんさん元気にしてるかな？　時間ができたら近いうちに一度顔出したいな。そうだ！　ありすのメイドの梓あずささんがここに来てるんだ！　久しぶりに顔合わせておけ、それからスギな……あいつには色々迷惑かけられたけど、愛衣も小夜ちゃんたちも世話になったから無む下げにはできないんだよな～」

　愛衣は泣いていた。

　小学生時代、泣き虫の頃ころのようにぼろぼろと。

「オレは幸せだよ。愛衣に出逢えてからずっと、ずぅ[image: ][image: ][image: ][image: ]と幸せだ！　気付かなかったけど幸せだったんだ！　初はつ音ねお姉ちゃんから、『神かみ喰くい一いち族ぞく』の秘密を聞かされて後数年しか生きられないって知っても！　気持ちは変わらない！　愛衣と出逢えて幸せなんだ！　きっと小夜ちゃんも、ありすも、久遠も、そらも、風も、みんな、みんな同じことを言うぞ！　今、幸せだって！　だからさ」

　オレは零こぼれる涙をそっと指でぬぐってやる。

「好きだよ、愛衣。大好きだよ。愛している。オレは愛衣の側そばにいるだけで幸せなんだ。だから、ずっと側に居てくれ。自分を殺して食べてなんて悲しいこと言わないでくれよ。愛衣はどうだ？　やっぱりオレが側にいると迷惑ばっかりかけられるから嫌か？」

「い……じゃ、い」

「ははは、泣きすぎて何言ってるか分かんないぞ」

「いやじゃない！　わたしも優樹が好き！　大好き！　優樹に迷惑をかけられるのが嬉しい！　幸せなの！　優ゆう樹きが大好き！　絶対、絶対！　誰だれより優樹のことを愛してる！　ずっと、ずっぅうぅぅっと一緒にいたいよぉ！」

　泣きじゃくる愛め衣いを抱き締める。

　二度と離れないよう溶けて混ざり合うように――強く、強く……オレたちは抱き合った。

　――どれぐらい時間が経たっただろう。

　以心伝心、互いが同時に体を離す。

『神喰くい』の力を使い自身の傷を癒いやすが、愛衣は反対に力なく座り込む。

「大丈夫か、愛衣？」

「大丈夫。『龍りゆう脈みやく』への接続とさっきの戦いで妖力を全部使っただけだから。そ、それよりあのね。ゆ、優樹は本当にわたしでいいの？」

「ああ、オレは愛衣じゃなきゃ嫌なんだ」

「優樹……」

　互いをうっとりと見つめ合う。

　少女漫画なら背景にピンク色の霧のようなモノが漂っているだろう。

「もしまた浮気したら、今度こそ優樹を殺してわたしも死ぬから」

　甘い雰囲気が霧散する。

　愛衣が眼めを据わらせ断言する。

「なんで突然、浮気の話をするんだよ!?　だいたい今度ってなんだ今度って、オレは一度も浮気したことなんてないだろ!?」

「小さ夜よちゃんと二ふた股またしたじゃない」

　冷静なツッコミを入れられ黙ってしまう。

　愛衣はもう一度しっかり脅おどしてくる。

「今度また二股かけたら、本気で殺すからね」

「わ、分かってるよ愛衣。あ、そうだ！　オマエに渡すモノがあったんだ！」

　ポケットからリボンを取り出し、愛衣に渡す。

「どうしたのこれ？」

「研究所に向かう途中で、家に寄って予備を取ってきたんだ。やっぱり愛衣の髪はツインテールじゃないとな」

「優樹ってツインテールフェチだったんだ」

「そんな言葉どこで覚えた!?」

「ありすさんが教えてくれたの」

「あの駄メイドは本当に教育に悪いな……」

「ワタシがなんですって？」

　噂うわさをしていると影。

　兎うさ月つきありすがひょっこりと入り口から顔を出す。

「やっほー。どうやら愛め衣いちゃんの説得は終わったみたいね」

「ああ、みんなのお陰だよ。ありすだけか？」

「外に久遠くおんちゃんや梓あずさたちも来てるわよ。まぁメイドの半分は捕らえた調査委員会とショウを上に連れて行ったけど」

「ショウが来てるの!?」

　愛衣が驚きで声をあげる。

「ああ、刑期を短縮する代わりに研究所制圧に協力してたんだ。久遠が代わりに足止めしてくれたんだよ」

「久遠は怪け我がしてない？」

「かすり傷ひとつつけずにぼこぼこにしてたわよ。久遠ちゃん、強かったのね」

　ありすはしみじみと語る。

　とりあえず、ドームの外に出る。

「立てるか？　無理そうならおんぶしていくけど」

「ううん、大丈夫。力を使っただけだから歩ける。腕だけ、借りていい？」

　愛衣はよろけながらも腕に掴つかまり、自分の足で外へと出た。

　外では梓さんたちが小さ夜よちゃん、初はつ音ねお姉ちゃん、鬼おに一いち族ぞくを介抱していた。

　オレたちの姿を見付けると、久遠が駆け寄って来る。

「……お兄ちゃん、愛衣お姉ちゃん！」

「久遠、ごめんね心配かけて」

「……お姉ちゃん、無む茶ちやしないで」

　二人はまるで本当の姉妹のように抱擁する。

　久遠が反対側から愛衣を支え、みんなが集まる輪の中へ加わる。

　愛衣を座らせると、梓さんがペットボトルの水を差し出してくれる。

　彼女は半分ほど飲み干した。

「現状を確認しましょ。なんか初音さんから聞いた話じゃずいぶん面倒な事態らしいわね」

　落ち着いたところで、ありすが場を仕切る。

「白猫が裏切ったって本当？　初音さん」

「……ええ。本来、愛衣さんから『龍りゆう脈みやく』の力を譲じよう渡とされるのは私だった。彼には儀式の準備と実行だけをお願いしていたのに。どうして……」

　初音お姉ちゃんは白猫の『白びやつ光こう』で妖力を失っている。

　あらがう術すべがないため素直に口を開いているのだろう。

　ありすがさらに問い詰める。

「『龍脈』を白猫から切り離す方法はないの？」

「ないわ。私たちの計算では最短で一日、最長で三日間は一時的に『龍りゆう脈みやく』と繋つながっていられるはずよ」

「初はつ音ねお姉ちゃん、白猫が『龍脈』の力を使って何をするか分かる？」

「いいえ、まったく分からないわ。彼が裏切るなんて想像もしなかったもの。一緒に『高たか天まが原はら』を立ち上げて、誰だれよりも私に忠実で、自分から率先して考え、動いて結果を出す人だったから。私も誰より信頼して、今回の儀式もまかせたの。それにたしかに志し郎ろうさんの能力に『龍脈』が加わったら脅威だけど、それは妖あやかし・陰おん陽みよう師じに限った話。軍隊が出てきたらそこでお終しまいよ」

　白猫の能力は『白びやつ光こう』。

　使った妖力分、相手の妖力を消失させる能力だ。

　たしかに妖・陰陽師には有効だが、軍隊が出てきてミサイルでも撃たれたらお終いだ。

「白猫は何をしようとしてるんだ。嫌な感じがするな……」

「とりあえず、上の人たちと合流して、白猫の対策をたてましょう」

　ありすが結論を出すと、みんなは反論せず動き出した。





　◇






　地下から外へ出ると、そこは戦場だった。

　サラシで目隠しした巫み女こ服の少女、裏うら鍵かぎくるりさんが、腕を裾に隠し白猫と戦っていた。

　裏鍵さんは正面から突撃しているのに、なぜか彼の背後で衝突音と火花が生まれる。

　白猫はまとわりついてくる虫を追い払うように『白光』で裏鍵さんを狙うが、ギリギリの所でひらりとかわす。

　彼女たちの戦いはまるで五条の大橋で戦う牛若丸と弁慶のようだった。

　形勢は白猫のほうが有利そうだ。

　裏鍵さんがいくら攻撃をしても彼にダメージはない。

　攻撃は彼から溢あふれ出でる妖力に防がれ届いていないのだ。

　逆に裏鍵さんは『白光』を一度でも浴びれば、霊力（妖力）を全部消失され動けなくなる。

　他ほかにもすでに多数の人たちが倒れている。

　天あま囲い臣お美みさんに、薬やく学がくミッチェルさん、四し生しよう楼ろうの一族たち。

　そして、千ち影かげそらと風ふう。

　彼女たちは研究所入り口側で倒れていた。

「二人とも、大丈夫か!?　怪け我がとかないのか!?」

「大丈夫だよ、ゆうくん。霊力（妖力）を白猫さんに消されただけだから」

「うぅ[image: ][image: ]妾わらわもじゃ。体がだるいのじゃ」

　ありすのメイドたちが彼女たちを抱き起こし、側そばにオレたちが膝ひざを付く。

「愛め衣いちゃんを無事連れ戻せたんだ。しかも『高たか天まが原はら』の長おさまで捕まえるなんて凄すごいよ」

「ああ、そらや風ふうたちのお陰だよ」

「ごめんなさい、心配かけて……」

　愛衣が肩を落とし謝罪を口にする。

　そらと風が彼女を叱ることはなく、安あん堵どの声こわ音ねをかけた。

「愛衣ちゃんが無事でよかったよ。そら、本当に心配したんだよ」

「まったくなのじゃ。これからは一人で無む茶ちやをするでないぞ」

　愛衣は瞳を潤ませ頷うなずく。

　オレはそんな彼女たちの間に割って入った。

「ところで倒れている人たちってみんな白猫にやられたのか？」

「そうだよ。天あま囲いさんもミッチェルさんもね。そらと風さまも背後から『白びやつ光こう』を浴びせられて霊力（妖力）を消失させられたの。うぅ～後ろからなんて卑ひ怯きようだよ」

「しかし奴やつの能力『白光』は自身の妖力（霊力）と同等の妖力（霊力）を消失させるはずじゃろ？　妾はともかく、千ち影かげの子の霊力（妖力）が吹き飛ばされるほど白猫の妖力は大きくなかったはずじゃろ？　どうなっておるのじゃ」

　二人に状況を説明する。

　白猫が初はつ音ねお姉ちゃんを裏切り、『龍りゆう脈みやく』の力を手に入れたこと。

　彼の目的が分からないこと。

　二人ともオレたち同様難しい顔をする。

「『龍脈』と繋つながっておるなら、あんな風ふうに妖力（霊力）の残量を気にせず力を使えるわけじゃな」

「だとしたらいくら裏うら鍵かぎさまでも分が悪いよ」

「裏鍵さんって強いのか？」

　そらは視線を戦う二人に向けながら頷く。

「強いよ。そらたち千影一族が一対複数戦の専門家なら、暗器使い裏鍵一族は一対一のスペシャリストなんだよ」

「暗器って隠し武器だっけ？」

「……暗器。中国武術における体に隠し持つことができる小さな武器の総称」

「いつも詳しい説明ありがとう」

　久遠くおんの頭を撫なでる。

　そらはオレと久遠のやりとりを無視して話を続ける。

「裏鍵一族の長、くるりさまの凄いところは生まれてから一度も、その使っている暗器を誰だれにも見られたことがないの。幼少の頃ころから、裏うら鍵かぎ一族始まって以来の天才暗器使いって呼ばれてるんだよ」

　たしかに彼女はずっと腕を袖に隠し戦っている。

　白猫の周りで激しい衝突音、火花が散るが武器らしい、武器はまったく見えない。

　しかし善戦むなしく、敵の攻撃を避よけた瞬間、バランスを崩す。

　その隙すきを逃さず、白猫が『白びやつ光こう』を裏鍵さんに浴びせ、彼女の霊力（妖力）を消し去る。

「裏鍵さま！」

　一族の弟子らしき人々が、彼女の元へ駆け寄る。

　白猫は研究所入り口にいるオレたちに気付くと、笑みを浮かべ声をかけてくる。

「意外と早かったですね。もう少し時間がかかると思ったんですが……。申し訳ありません、初はつ音ねさま。まだ四し生しよう楼ろうしか片付けておらず、これから研究所に集まっている百ひやつ鬼き夜や行こうたちの力を奪い、貴女あなたさまを傷つけたモノたちに復ふく讐しゆうを遂げますから。少々お待ち下さい」

「待ちなさい、志し郎ろうさん！」

　初音お姉ちゃんが引き止める。

　彼は素直に従い足を止めた。

「貴方あなたの目的はなに!?　どうして『高たか天まが原はら』を、いいえ……私を裏切ったの？」

「……初音さま。僕と初めて出で逢あった頃を覚えていらっしゃいますか？」

「ええ。覚えているわ。まだ貴方が妖あやかし調査委員会に入ったばかりの頃ね。三回目の黒猫討伐の際、『白光』の能力を評価されて参加したのよね」

「はい。そして、僕は初めて初音さまに出会いました。大きな穴があいたような月が浮かぶ夜でした」

　白猫は目を閉じうっとりとした口調で話す。

「深夜の森。川で水浴びをしていた貴女さまは、僕たちが姿をあらわしても逃げるどころか、楽しそうに微笑ほほえみました。今でも覚えています。月光を浴び、新雪のような白い肌を惜しげもなくさらし、まるで月から舞い降りた天女のようでした」

　彼の言葉に熱が篭こもる。

「一番強く引きつけられたのは、瞳でした。目に浮かぶ色は敵意でも、侮ぶ蔑べつでもなく、全身で他者を拒絶している蒼あおさでした。だからこそ強く引きつけられたんです。貴女さまの両の瞳。全すべてを退け、望まず、何かに絶望したようなその深さ。吸い込まれたい、魂を捧ささげ取り込まれたいと渇望さえしました。気付けば体が震えていました。恐怖からではありません。あまりの多幸感にうち震えてしまったんです」

　彼はまぶたを開き、初音を潤んだ瞳で見つめる。

「その瞬間、僕は初音さまを愛したのです」

『!?』

「光と影。生と死。始まりと終わり。僕は対ついとなる運命の相手に巡めぐり逢あったと確信しました。歓喜が押さえきれず涙として溢あふれ、時間が経たてば経つほど、胸に灯ともった炎は熱く、大きく膨張していきました。この感情を抑えきれず、自分以外の部隊の妖力（霊力）を『白びやつ光こう』で奪い、殺し、自分が唯一無二、全すべてを初はつ音ねさまに捧ささげると誓いました」

「え、ええ、覚えているわ」

「それから初音さまのご指示で『高たか天まが原はら』を立ち上げ、『日本の国を八や百お万よろずの神々が存在した頃ころの姿に再び戻そう』という思想に従い協力者を募り組織を大きくしていきました。初音さまの願いを叶かなえるため、身を粉にして働く喜び。あの当時、僕は幸せの絶頂でした」

　白猫の瞳から絶望の色が浮かぶ。

「だが、僕は知ってしまった。初音さまの復ふく讐しゆうの理由を、倉くら田た優ゆう樹きという存在を」

　彼は俯うつむき、声のトーンを落とす。

「僕は初音さまを愛している。愛している。愛している。愛している。愛している。愛している。愛している。愛している。愛している。愛している。愛している。あいして……」

　まるで壊れたレコードのように何度も、何度も繰り返す。

　話を聞いていた人たちが、無意識に白猫から距離を取る。

「百万の愛を伝えても、百万分の一も伝わらない。胸に想おもいが募るだけで減ることはない。こんなに愛しているのに、愛しているという言葉以外みつからないなんて。これ以上の拷問があるでしょうか」

　彼はゆっくりと顔を上げる。

　だから、と、猫ねこ又また木ぎ志し郎ろうは明日の天気の話をするように言った。

「この世界、地球星ごと破壊することにしたんです」

「し、志郎さん、貴方あなた、ほ、本気で言ってるの？　貴方も死んでしまうのよ？」

「自分の死など関係ありません」

　初音お姉ちゃんは白い肌を、さらに白く、いや、青く染め震える。

　久遠くおん、風ふう、そらや四し生しよう楼ろうの長おさたちなどは白猫がやろうとしていることを理解し、青ざめていた。

　オレは初音お姉ちゃんに半信半疑、胡う散さん臭くさいモノを相手にする口調で声をかける。

「地球を破壊するって……もしかして白猫は本気でこの地球そのものを破壊しようとしてるのか。そんなことできるはずないよね？」

「できるわ」

　彼女は断言した。

「今、志郎さんは『龍りゆう脈みやく』と繋つながっている。その力を使って、エネルギーを逆流させるだけでこの星は内部から爆発するはずよ」

「う、嘘うそだろ!?　そんなバカな話、信じられるわけないだろう！」

「……嘘うそじゃない。『龍りゆう脈みやく』は人間でいう血管。血管に空気を入れただけで人は簡単に死ぬ。もし意図的に血管の血液……『龍脈』のエネルギーを逆流させることができれば地球を破壊できる」

　初はつ音ねお姉ちゃんの説明を、久遠くおんが補足する。

　自分たちの置かれている状況、彼がやろうとしていることを理解すると冷たい汗が、ドッと吹き出る。

　愛め衣いや小さ夜よちゃん、ありす、梓あずささんたち、他ほかの四し生しよう楼ろうも似たような顔をしていた。

「百ひやつ鬼き夜や行こうも、四生楼もそんな危険なモノを研究していたのかよ!?」

「……核、原子力、細菌兵器、理論上使い方しだいで地球上の生物を絶滅させる研究は多い。『龍脈』の研究もあくまでそのひとつ。元々、理論上、『龍脈』を操ることができれば地球を破壊できると考えられていた。でも、大前提として『龍脈』を完璧に扱うことなどできない。だから、その理論はあくまで、地球の自転が止まったら東京が名古屋まで吹き飛ぶというのに似た科学的知識でしかない。百鬼夜行、四生楼が悪いわけではない」

　オレのぼやきに、久遠がフォローをいれる。

　百鬼夜行、四生楼としても白猫の行動は予想外だったんだ。

『高たか天まが原はら』の長おさ、初音お姉ちゃんにとってもだ。

　彼女は青い顔で、唇を開く。

「志し郎ろうさんは私が好きなの？」

「はい、愛しています」

「分かったわ。なら、私は志郎さんのものになります。だから、地球星を壊すのは止やめて」

「お姉ちゃん!?」

　初音お姉ちゃんの申し出に、白猫は首を横に振る。

「それはできません」

「どうして！　志郎さん、嘘ではないわ！　身も心も全すべて捧ささげるわ！」

「初音さま、僕は初音さまの全てが欲しいんです」

「全て？」

「はい。血も、骨も、内臓も、脳も、皮も、眼球も、髪の毛も、汚物すら。心だって愛も、憎しみも、哀かなしみも、欲望も、憤いきどおりも、喜びも、歓喜も、トラウマも！　魂、前世、来世も！　全部！　全部が欲しいんです！」

　白猫はここに来て初めて、感情的に吠ほえる。

「でも、初音さまは逃亡生活で疲れた心を癒いやしてくれた倉くら田たさんにいまだ想おもいを寄せている。彼に振られた今でも！　まだ彼に未練を抱いている！　僕はそれが許せない！　全部！　全部！　全部！　欲しいのに！」

　彼は自分の頭を掻かきむしる。

　皮膚が破れ、血が流れるのもかまわず。

「僕はこの世界が好きだ。美しい自然、温かい人々、だが、それ以上に僕は初はつ音ねさまを愛しているんです。僕は初音さまが居れば何もいらない。詩し猫びよう初音さまが居ないなら何もいらない。だから――全すべてが手に入らないから、この世界を終わりにするんです」

　狂ってる。

　誰だれかが無意識に口ずさむ。

　その言葉は彼の耳にも届く。

　白猫はにっこりと、邪気のない天使の笑顔で、

「初音さま、これが僕の愛です」

『――ッ!!』

　だからこそ、その笑顔に初音お姉ちゃん以外の愛め衣いたちすら震え上がる。

　オレは彼女たちとは別のことを考えていた。

　白猫が気にくわない理由がようやく分かった、と。

「なら、どうして今すぐ破壊しないんだよ」

「優ゆう樹き！」

「優ゆう兄さん!?」

　愛衣と小さ夜よちゃんが静止しようとするが、構わず喋しやべり続ける。

「あんだけ大演説しておいて、やっぱり尻込みしたのか？」

「できるなら今すぐ破壊したいんですが、ちょっとまだ力に慣れていなくて」

　嫌いや味みに対しても紳士的な態度を崩さず、肩をすくませる。

「愛衣さんから『龍りゆう脈みやく』接続の譲じよう渡とをされれば、すぐに力が使えると思ったんですが。どうやら体に馴な染じむまでにやや時間がかかるみたいです。そうですね……」

　腕時計を確認する。

「三十分もすれば完全に馴染んで地球を破壊できると思います」

「つまり、その間にこいつを倒せば、地球破壊なんてマネはさせずに済むわけだ」

　初音お姉ちゃんが地下で言っていた。

　白猫が『龍脈』と接続しても本来の目的としてあまり意味がない、と。

　彼の力は自分の妖力（霊力）分、相手の妖力（霊力）を消失させるものだ。

　妖あやかし、陰おん陽みよう師じに対しては効果絶大だし、膨大な妖力によって圧倒的存在感を持ってはいるが、それは不死身や無敵という意味ではない。

　つまり、妖力による防御を打ち破る程強い力なら、白猫に対して効果があるわけだ。

　しかしあと三〇分以内に、ここにミサイルの雨を撃ち込む時間はない。

　だから、地球を破壊せず、みんなを救う方法は白猫を物理的に倒せばいいのだ。

　今時、子供向けアニメでもやらない分かりやすい解決方法だ。

　白猫も言いたいことを理解している。

　彼は警告する。

「たしかにそれで間違いはありません。『龍りゆう脈みやく』の接続時間も一日ぐらいですから」

『なら、話は簡単だな！』

「!?」

　聞き覚えのある声。

　白猫が立っていた場所に鉄骨が突き刺さる。

　彼はとっさに反応し、後ろへ大きく跳躍した。

　オレたちの前に叫んだ張本人と連れが降り立つ。

「茜あかねおばさん！　賢けん悟ごさん！」

「やぁ、優ゆう樹きくん。まさかこんなところで会うとはね」

「誰だれがおばさんだ。あたしはまだ二十代だ！」

「ぐっふぁあ!?　に、二回も殴ることないじゃないか！」

　抗議を無視して、茜さんは愛め衣いと向き合う。

「愛衣」

「茜、さん……」

　彼女は愛衣を実の娘のようにギュッと抱き締める。

「このバカ娘！　あたしに黙って勝手なことしやがって、本気で心配したんだぞ！」

「ごめんなさい、茜さんごめんなさい」

　愛衣はぽろぽろと泣きながら、茜さんを抱き締め返す。

　彼女は何度も、何度も愛衣の頭を愛いとおしそうに撫なでる。

「どこか怪け我がとかしてないか？　具合が悪いとか」

「大丈夫です、ただ力を全部使っちゃって」

「そうか。とにかく無事でよかったよ。さて、それじゃ……」

　と、茜さんが白猫と向き合う。

「事情はありすから送られてきた全体チャンネルで理解している。他ほかの一族もすでに集まっているよ。猫ねこ又また木ぎ、逃げ道はもうないぞ」

　ありすの側そばにいるメイドさんは登山にも使えそうな大型リュックを背負っていた。

　そこから長いアンテナが伸びている。

　ありすが詳しい情報を研究所に集まっている味方全員に伝えていたらしい。

　まったく、頼もしい奴やつだ。

　妖あやかしたちは研究所の建物や道路を越えた木々の上にもいて完全に駐車場を囲む。

　包囲網を形成したのは白猫を逃がさないためだろう。

　いつのまにか彼の周りに倒れていた四し生しよう楼ろうの人々たちは、百ひやつ鬼き夜や行こうの妖たちに救助され安全な場所へと移動させられていた。

　茜あかねさんが愛め衣いから離れ、白猫を睨にらみ付つける。

「地球破壊なんて諦めて、大人おとなしく降伏しろ。もう逃げ道はないぞ」

「できませんよ。僕の愛は誰だれにも止められない」

「そうか。なら力ずくで止めさせてもらうよ！」

　茜さんが久しぶりに猫又の姿になる。

　白と黒の尻尾しつぽを怒りで立たせ、猫ねこ又また木ぎ志し郎ろうを殴りつける。

　彼は避ける素振りもせず、腕で防ぐわけでもなく、茜さんの拳こぶしを顔で受け止める。

　しかし、彼の体は大木のごとく動かない。

「チッ、これが『龍りゆう脈みやく』の力か」

「はい。愛衣さんの『仙せん狸り』と同じです。あふれる妖力自体が壁となり攻撃を防ぐのです」

「なら、これでどうだ！」

　茜さんが青筋を立て、拳を振るう。

　蹴りが鳩尾みぞおちを、返して回し蹴りを首筋へと叩たたき付つける。

「茜さん！　避よけて！」

「賢けん悟ごくん!?」

　賢悟さんが腰に提げた日本刀に触れ、茜さんの後ろから突撃――白猫の正面へ。




「犬いぬ神がみ流りゆう抜ばつ刀とう術じゆつ裏うら奥おう義ぎ・虚こ空くう！」




　耳をつんざく高音に反射的に耳を押さえる。

　気付けば賢悟さんの手に抜刀した日本刀が握られていた。

　いつ抜いたのか速すぎて本当に分からない。

「私の武術の先生は賢悟叔お父じさんですから」

「えっ、そうだったんだ！」

「はい。やはりキレが違いますよね。見習わないと」

　小さ夜よちゃんの意外な事実。

　賢悟さんがさらに追い打ちをかける。

　日本刀を両手で握り締め、




「犬いぬ神がみ流りゆう剣けん術じゆつ奥おう義ぎ・断だん鉄てつ剣けん！」




　袈け裟さ切りに斬る。

　音すら切断したのか、賢悟さんが振り抜いた後、息が止まるほどの静寂が訪れる。

　しかし白猫は倒れない。

　あれだけの猛攻を受け傷ひとつ負わず、慈愛にも似た微笑ほほえみを浮かべていた。

　賢けん悟ごさんが吐き捨てる。

「化け物めッ」

「どうやら、あなた方では僕に傷を負わせることすらできないみたいですね」

　その場にいる全員が驚きよう愕がくする。

　茜あかねさんの猛攻を受け、賢悟さんの剣術で斬られても服に汚れひとつついていない。

　彼は朗ほがらかに笑う。

「さすが『龍りゆう脈みやく』ですね。あふれ出る妖力（霊力）で全すべて防げるなんて。愛め衣いさん、『仙せん狸り』もこんな気持ちだったんでしょうか」

　白猫が愛衣を……いや、オレに視線を飛ばす。

「皆さんももう分かっていると思いますが、この場で僕を倒せる可能性を持つのは一人だけ。どんな大きな妖力ですら食い尽くす、『神かみ喰くい一いち族ぞく』最後の生き残り――倉くら田たさんだけです」

　誰だれも反論の声をあげない。

「完全に『龍脈』と同化するまで後、約二十数分ぐらいですかね。それまでに彼は僕を倒せますかね？」

　白猫は自身の優位を楽しむ口調で挑発してくる。

　唾液を飲み込み、覚悟を決め立ち上がった。

　裾を愛衣が掴つかむ。

「優ゆう樹き……」

　瞳に浮かび上がるのは、この窮きゆう地ちを作りだした自身の後悔とみんなへの懺ざん悔げ。

『神喰一族』が神を喰くわず力を使えば、寿命をすり減らす。

　その事実を知り力を使うことに、彼女は強い恐怖感を抱いている。

　オレは全部をひっくるめて愛衣の頭を、昔、泣きじゃくる彼女をあやしたときみたいに撫なでた。

「大丈夫。負けないし、死なないよ。これからもずっと愛衣の側そばにいるって約束したろ？」

　くしゃくしゃと黄金色の絹糸みたいな髪を撫でる。

　オレは白猫と対たい峙じした。

「先日の夜を覚えていますか？」

「ああ、愛衣を連れてオレを殺しに来たよな」

「はい、あれは愛衣さんの希望で倉田さんと他ほかの子たちを襲い、絶縁される作戦でした。だから、本気で倉田さんを殺すわけにはいかなかったんです。『歯がゆい』という言葉をあの夜は身を以もつて体験しましたよ」

　爽さわやかに笑い声を出す。

「初はつ音ねさまの心を奪う男。夢でも、想像の中でも、白はく昼ちゆう夢むでも、初めてお会いして挨あい拶さつをした時も、何度も何度も心の中で殺してやりましたよ。あらゆる方法で貴方あなたを殺した――恐らくその回数は万は越えていると思いますよ。それが今、現実で、この手でようやく叶かなう。今日は本当に最高の日です！」

「そりゃこっちのセリフだ」

　大剣クレイモアを作りだし、両手で握り剣先を相手へ向ける。

「ようやくむかつくオマエをぶっ飛ばせるんだからな！」

　気合い一いつ閃せん。

　大上段から大剣を振り下ろす。

　白猫は横に軽く飛び回避、反撃に『白びやつ光こう』を放つ。

　地下で『龍りゆう脈みやく』から溜ため込こんだエネルギーを全身へ増大。

　素早く大剣を引き抜き、楯たて代わりに身を隠す。

『白光』の妖力が逆に吸収される。

　白猫は大剣の上から全力で蹴り飛ばしてくる。

「ぐぅッ！」

　踏ん張った足がコンクリートを削り取るが、勢いは止まらず駐車してあったバンに激突する。

　白猫が腕を突き出し、『白光』を放つ動作を確認するが、痛みで体の反応が鈍る。

「『白光』」

　眩まぶしいフラッシュみたいな光が、溜め込んだ妖力（霊力）をごっそり削り取る。

　まるで体から大量の血液を強引に抜かれた感覚。

　指先が痺しびれる。

　奥歯を噛かみしめ、妖力（霊力）を集中しめり込んだ四肢を引き抜く。

　勢いを殺さず頭から白猫へ突撃。

　下から、上へ大剣を振るう。

　目算した場所に彼はすでにいなく、なぜか背後へ回り込まれていた。

「はは、そんな大振りじゃ三万年経たっても当たりはしませんよ」

「がっはぁあッ！」

　背中へ『白光』と同時に強打。

　堪こらえきれずその場に崩れ落ちた。

「優ゆう樹き!?」

「優ゆう兄さん!?」

　愛め衣い、小さ夜よちゃんが一番最初に悲鳴を上げる。

　ありす、久遠くおん、そら、風ふうも声を上げるが、痛みに悶もだえて聞き逃してしまう。

　オレは無様に涙をにじませ、必死に酸素を求め結核患者のように荒い呼吸を繰り返す。

　しょせんオレの攻撃は素人の付け焼き刃。

　今まではそれでよかった。

『神喰くい』の能力を使い、相手の妖力（霊力）を吸収し弱らせ、自身に還元しゴリ押しすればよかったのだから。

　しかし、白猫は今や『龍りゆう脈みやく』の力とリンクし妖力（霊力）は実質無限。

　妖あやかしとして一通りの戦闘訓練を受け、経験も豊富な白猫が負ける要素がないのだ。

　だが、『神喰い』しか溢あふれ出でる妖力の壁を破り、ダメージを与えることができないというジレンマ。

「これで終わりです」

　白猫が倒れたオレにとどめの『白びやつ光こう』を浴びせる。

　閃せん光こう弾だんより強烈な光。

　溜ため込こんでいた妖力を消失する。

　同時に握り締めていた大剣クレイモアは根本から折れ、刀身は淡い粉雪のように砕け散った。

「これで最後の希望が断たれました。もう僕を傷つけられる存在はこの場にはいない」

　白猫に同意するように、その場に居る妖、陰おん陽みよう師じたちは黙り込む。

　彼は腕時計を確認する。

「十五分をきりましたね。初はつ音ねさま、お会いできて僕はとても幸せでした。さようなら」

「私はこんな結末を望んでいないわ。今すぐ止やめなさい！」

「初音さまに捧ささげる愛を阻害することは初音さまでもできません」

　今更、白猫を言葉で説得するのは不可能だ。

　初音お姉ちゃんだって理解しているが、今、彼を止める方法は彼女の言葉しかない。

「さて、残り時間は倉くら田たさんでもいたぶりますか。僕から初音さまを奪ったこの人間を」

「ごぐっゥ！」

　白猫に蹴り飛ばされ、地面を転がる。

　その姿を前にした愛め衣いたちが、激げき昂こうにかられた表情で白猫に襲いかかろうとした。

「来るな！！！！」

　オレはそんな彼女たちを静止する。

　血が滲にじむ唇を拭ぬぐい、腕に力を込める。

　体は気け怠だるく、鉛で作り替えられたように重い。

　気を抜くと、倒れそうになりながら立ち上がった。

「来るな。まだ終わってない。絶対に手を出すなよ。こいつだけはオレが倒す」

「ずいぶん強気ですね。もう妖力もないのに。分かりますよ、必死になりますよね。倉田さんが僕を倒さなければ世界が破滅するんですから。でも、なおさら彼女たちの手を借りた方がいいんじゃないんですか？　ほんのわずか、気休め程度ですが勝つ確率が上がりますよ」

「それじゃ……意味ないんだよ……」

「ああ、たしかに彼女たちの手を借りたら、世界を救った英雄にはなりませんもんね」

「世界とか、地球が壊れるとか関係ねぇんだよ」

「関係ない？」

「ああ、関係ないね。地球が滅びようが、百ひやつ鬼き夜や行こう、四し生しよう楼ろうが潰つぶれようが関係ない。そんなの知ったことか。オマエらだけで勝手にやってろ」

　視界の端で百鬼夜行、四生楼、愛め衣いたちが驚いている。

　構わず喋しやべり続ける。

「けどな、てめぇの自己満足のために初はつ音ねお姉ちゃんを利用して、小さ夜よちゃん、ありす、久遠くおん、そら、風ふうを、大切な人たちを傷つけた。何より、愛衣を泣かせた！　それが我慢ならねぇんだよ！」

「だからどうしたんですか。妖力のない『神喰くい』はただの人間。今の倉くら田たさんに何ができると？」

「妖力なら、喰うエネルギーならあるさ」

　その方法は最悪で死、また確実に寿命を大幅に減らす。

　だが、迷いはなかった。

　なぜなら――

「オレは今、生まれてきて一番腹が立ってるんだよ！　猫ねこ又また木ぎ志し郎ろう！　オマエだけは何がなんでもブッ倒す！！！」

　刃が折れた大剣クレイモアの残骸をくるりと握り返す。

　両手で握った大剣の残骸を自分自身の腹へ突き刺した。

「ぐぅッ」

『!?』

　突然の行動にその場にいる全員が驚きよう愕がくする。

　大剣の残骸が、腹へと突き刺さり続けついに飲み込まれる。

「いったい何をし――ッがぅぁッ！」

　白猫が話している途中、顔を殴りつけ黙らせる。

　不意打ちの痛みに彼は反射的に顔を覆おおう。

　あいた腹部の妖力の壁を吸収、突き破り、左ひだり拳こぶしをめり込ませる。

「ぐがぁッ！」

　腹部を中心点にブーメランのように体を折った。

　さらに右手で顔面を再度殴ると、勢いよく地面を転がる。

「げぇぐ、がはぁ……な、なぜ僕が殴られるんだ！　素人の倉くら田たさんに！　それに僕には溢あふれ出でる妖力の壁があるのに！　どうして!?」

　さきほどまであった余裕など吹き飛び、涙を浮かべ叫ぶ。

「答えは単純だ。反応できないほど速く動いて殴りつけてるだけだよ」

「それには大量の妖力が必要なはず！　もう倉田さんにはそんな妖力……あぁあッ！　さっきのはそういうことだったのか!?　倉田さん！　あんた！　『神喰くい』で自分自身を喰ってるっていうのか!?」

「ああ、正解だ」

　人の魂も『神喰い』で吸収できる。

　文化祭前夜、初はつ音ねお姉ちゃんが教えてくれた。

　なら、自分自身の魂もエネルギーとして使えるんじゃないのか？　と考えていた。

　これならわざわざ第三者から吸収しなくても、エネルギーを作り出すことができる。

　だが、今オレがやっていることは腹が減ったから、自分で自分の体を食べているようなものだ。

　まるで緩やかな自殺だ。

　オレは両手の指を鳴らしながら白猫を挑発する。

「時間がないんだ。さっさと立てよ。クズ猫」

「びゃ、『白びやつ光こう』！！！」

　白猫は涙も拭ぬぐわず、両手を付きだし渾こん身しんの『白光』を放つ。

「それならば倉田さんの存在ごと消し去るだけです！」

「やれるならやってみろ！」

　オレは逃げず正面から『白光』を浴びる。

『神喰い』が魂を食べているせいか、大剣クレイモアの妖力吸収能力が全身を覆おおう。

　全身が妖力吸収機能になったらしく、『白光』を浴びせられても消失させられるどころか、妖力を吸収するだけだった。

　再び、白猫の顔を殴りつける。

「がはっ!?」

　さらに追加で見よう見まねの回し蹴り。

　素人の出で鱈たら目めだが、そのスピードは超音速。

　回避方法はなく、白猫はもろにくらう。

　溢れ出る妖力の壁も、全身が妖力吸収能力に包まれた今、薄紙より意味がない。

「……いけるぞ、これ」

　妖あやかしか、陰おん陽みよう師じか誰だれかの呟つぶやきに絶望へ突き落とされた人々が歓喜の声援を送る。

「やれ！　やっちまえ神喰くい！」

「いけぇぇぇえ！　神喰い！」

　耳を押さえるほどの大歓声！

　その中に四し生しよう楼ろう、天あま囲い臣お美みさんや薬やく学がくミッチェルさん、裏うら鍵かぎくるりさんも目を覚まし、

「神喰いの！　そのまま倒してしまえ！」

「神喰いさん、そこデス！」

「倉くら田たさま。どうか我われらの仇かたきをおうちください」

　喉のどが枯れるほどの大声で声援を送る。

「優ゆう樹き！　愛め衣いを泣かせた奴やつに負けたら承知しないからな！」

「優樹くん！　君は小さ夜よの婚約者だろ！　そんな卑劣な奴に負けたら僕は一生、君を認めないからな！」

　声援に後押しされ、拳こぶしを振るう。

「ぁぁぁああぁあッ！」

　微笑ほほえみを絶やさず、紳士的な態度をとり続けてきた白猫が初めて奇声をあげ殴り返してきた。

　よろけ、後ろへたたらを踏む。

「ユウキ！　頑張って！　勝ったらチューしてあげる！」

「優樹殿！　自分たちを助けていただいた時と同じです！　気合いです！」

　ありすと梓あずささん、メイドたちの応援。

　ありす、応援ぐらい真面目まじめにしろ！　でも、その約束、絶対に忘れるなよ！

「ンがぁぁあぁあぁぁあッ！」

　今度はオレが雄お叫たけびをあげ、押し返す。

　もう素人も、経験者もない。

　一歩も引き下がらず、ただ殴り合う。

　研究所の窓ガラスに自身の姿がうつる。

　黒かった髪が、脱色剤を使ったように白くなっていく。

　前髪の一房、後ろ髪、その範囲は拳を振るうたび広がっていく。

「……お兄ちゃん」

　久遠くおん、そんな顔しないでくれ。

　多分ここがオレの人生で一番のオトコを見せる場面なんだ。

　願いが届いたのか、彼女は両手を口元に添え叫ぶ。

「……お兄ちゃん、頑張って！」

　久遠の声に奥歯を噛かみしめ、白猫の拳を拳で打ち落とし、脇腹に蹴りを入れる。

　白猫が膝ひざを折るが、

「がふっゥ！」

　沈んだ膝ひざを利用して、下から殴りつけてくる。

　アゴが割れ、血液が口内から溢あふれ散る。

　衝撃に脳が揺れ意識が霞かすむ。

「ゆうくん！　ゆうくん！　ゆうく―――ん！　ゆうくんは絶対に勝つってそら信じてるよ！」

　そらの声援に切れかけた意識を繋つなぎ止とめる。

　だが、腕が重い！

　足が地面に張りつき動かない。

　肺が何百本の釘くぎを飲み込んだように痛む。

「どうした婿むこ殿！　それでも我が夫か！　そんな三下！　さっさと倒してしまえ！」

　風ふうの小さな体に似つかわしくない大一喝に肌がびりびりと震える。

　彼女の後押しと気力で、殴り返す。

　右手一発、左で胸を殴り、もう一度右を振るう。

　白猫の顎あごを砕いた手応え、同時にオレの右腕の骨が砕ける。

　さきほどまで砕けようが、皮膚が裂けようが瞬時に傷が治った。

　しかし右腕は一向に治らない。

　どうやら限界らしい。

　白猫が『龍りゆう脈みやく』の力で顎の骨を治し、薄く笑う。

　あと少し！

　あと少しで奴やつの意識を失わせることができるのに！

　体はもう自分のモノではないように感覚がない。

「優ゆう兄さん！　まだです！　諦めないでください！　最後まで諦めないで！」

　小さ夜よちゃんの声援。

　壊れかけた体が反応し、動く。

　左腕で白猫のみぞおちに打ち込む。

　白猫の焦点がぶれる。

　同時に左腕も折れ、体から力が抜ける。

　ここまでか……。

「優ゆう樹き！」

　愛め衣い？

　いまだに妖あやかし、百ひやつ鬼き夜や行こう、小夜ちゃんたちが叫び、精せい一いつ杯ぱい声援を送ってくれる。

　だが、みんなの声は聞こえない。

　なのに愛衣の声だけがヘッドホンをしているように鮮明に聞こえる。

「言ったじゃない！　絶対に勝つって！　約束したらちゃんと守りなさいよね！」

　彼女は赤くした目をキッと引き絞り、気丈に泣かないようにしていた。

　拳こぶしを血が滲にじむほど握り締め、腹の底から叫ぶ。

「オトコを見せなさいよ！　倉くら田た優ゆう樹きぃぃいいいぃっぃぃぃぃぃぃいぃぃッ！！！！！」

　バカ野郎、惚ほれた女がそんな懸命に応援したら無む理り矢や理りでもはりきっちまうだろうが！

「がぁぁぁぁああぁぁぁっっぁぁああああああああぁぁっぁぁぁっぁッ！！！！！」

　オレは折れた両腕を無視して、背をそらし足に持てる全すべての力を注ぎ踏ん張る。

　意識を失いかけていた白猫に勢いをつけヘッドバットした。

　彼の額ひたいは割れ、血が吹き出る。

　目からは意思の光が消え、灰色のコンクリートにドッと沈んだ。

　静寂が世界を支配する。

　愛め衣いへ振り返り笑った。

「約束守っ……」

　最後まで言えずに、オレも地面へと倒れた。

　愛衣たちが慌てて駆け寄ろうとする。

　疲れた……。

　オレはそっと瞳を閉じた。





　◇






「んが……」

　まぶたを開くと、みんなが顔を覗のぞきこんでいた。

　どの顔も涙で濡ぬれていたり、絶望に暗くなっていた。

　もしかしてオレは白猫に負けたのか？

　彼を倒した気がしたが、あれは勘違いか夢だったのか？

　小さ夜よちゃんが心情を察したのか、涙に濡れた瞳で首を振る。

「大丈夫ですよ。優ゆう兄さんは白猫さんを倒しました。お陰でみんな無事だったんです。彼はこのまま薬で意識を失わせ、『龍りゆう脈みやく』との接続が切れてから妖あやかし強制施設に連れて行かれますから、ご安心ください」

　そっか。よかった。珍しく頑張ったかいがあったもんだ。

「けど、優兄さんの体は、もう……」

　小夜ちゃんは喉のどを詰まらせ朝露みたいなきらきらした涙を零こぼす。

　オレの手を握っていた久遠くおんが、ありすと梓あずささんによって引き離される。

「……まだ大丈夫」

「ダメよ、久遠くおんちゃんも妖力を吸収しつくされたでしょ」

「……まだ大丈夫ッ」

　久遠が意固地になって手を握ろうとする。

　どうかしたのか？

「『神喰くい』がゆうくんの体を貪って止まらないの。もう髪の毛が真っ白になるほど力を使い切っているのに。このままじゃ死んじゃうから、そらたちで妖力、霊力をゆうくんに注いでたんだ」

　ああ、だから、目を覚ますことができたのか。

「このままでは婿むこ殿は死ぬ……いったいどうすればいいのじゃ」

　風ふうがイラだたしげに親指の爪を噛かむ。

　そんなに噛んだら血が出るから止やめろ。

　茜あかねさんが涙ながらに賢けん悟ごさんにすがる。

「賢悟くん！　何か助ける方法を知らないか？　このままじゃ優ゆう樹きが……ッ」

「すみません……僕の力では……」

　茜さんは悔し涙を流し、堪こらえきれず賢悟さんの胸に顔を埋うずめる。

「ひとつだけ、優樹さんを助ける方法があるわ」

　初はつ音ねお姉ちゃんの一言にみんなの注目が集まる。

　彼女は腕に手錠をかけられ、左右に武装したメイドに付き添われていた。

「『神かみ喰くい一いち族ぞく』は『神』さえ食べれば力が安定するわ」

　つまり……

「愛め衣いちゃんを優樹さんに食べさせれば彼は助かる」

「それは愛衣ちゃんが死ぬ代わりに優ゆう兄さんが助かるということですか？」

「ええ、そうよ」

「そんなの酷ひどいよ！　どっちかしか助からないなんて！」

　そらが子供のように涙声で抗議する。

「妾わらわではダメなのか？　妾は十分生きた。この命を婿殿に捧ささげても惜しくない」

「無理です。あくまで『神喰一族』が求めるのは『神』のみですから」

「口惜しいの……」

「ありがとう、みんな」

　枕元に座っていた愛衣が、すぐ脇に座り直す。

　彼女は顔を覗のぞきこんでくる。

　止めろ。誰だれか、愛衣を止めてくれ！

　だが、小さ夜よちゃんも、ありすも、久遠も、そらも、風も――誰一人止めない。

　なぜ誰も止めないんだよ！

　彼女たちは涙を流しながらも、愛め衣いを眩まぶしそうに見つめる。

　その瞳には哀かなしみの他ほかに、場にそぐわない羨望が交ざっていた。

「どうしてみんなが止めないか分からないの？」

　ああ、分からない。

「それは小さ夜よちゃんたちが知っているからだよ」

　小夜ちゃんたちが何を知っているんだ？

　彼女は沈みかけた夕ゆう陽ひより、眩しい笑顔で告げる。

「わたしが、どれだけ優ゆう樹きを愛してるか――ってこと」

　その言葉を言い終わらないうちに。

　オレと猫ねこ柳やなぎ愛衣は、唇を重ねた。












■四章　レッツ！　ラストデート







　十二月中なか頃ごろ。

『龍りゆう脈みやく研究所占拠事件』から、早くも数週間が経たった。

『高たか天まが原はら』長おさにして、事件の首謀者として初はつ音ねお姉ちゃんは強制施設の地下深くに再び閉じこめられた。

　最初は生きて出られない刑期をかけられる所だったが、猫ねこ又また木ぎ志し郎ろうに誑たぶらかされたのと、猫ねこ又また一いち族ぞく・四し生しよう楼ろう研究施設が彼女を追い詰めたと非を認め、情状酌量の余地ありとなった。

　まだ正確な刑期は決まっていないが、生きているうちに施設を出られるかもしれないと話を聞いた。

　オレこと倉くら田た優ゆう樹きは、城じよう南なん高校に登校すると、自席に座り雑談に興じる。

　クラスメイトの兎うさ月つきありすと千ち影かげそらがオレの髪を話題にあげた。

「でもよかったわね。死にかけたのに被害が白髪になった程度で」

「そら知ってるよ。そういうことを『幸い中の不幸』っていうんだよね」

「逆だって、『不幸中の幸い』だろ。不幸にしてどうすんだよ」

「そうだっけ？　てへ、そら間違えちゃった」

　彼女たちの指摘通り、オレは一度死にかけた。

　だが猫ねこ柳やなぎ愛め衣いのキスで命を救われたのだ。

　瀕ひん死しだったオレは生存本能に従い、愛衣から『仙せん狸り』を根こそぎ吸い取ってしまったらしい。

　結果として『仙狸神』を喰くったことになり、九死に一生を得たのだ。

　お陰で髪は染めたように真っ白になったが、『神喰い』の力を失い一般人に戻った。

　さすがの『神喰い』も命を繋つなぎ止とめるのが精せい一いつ杯ぱいで、愛衣の命を奪うまではいかず、『（プラス）＋（マイナス）＝０』みたいに消失してしまったのではないか？　とありすが説明してくれた。

　命の恩人で今は婚約者の愛衣はと言うと――

　そろそろＨＲが始まるチャイムが鳴るため、オレの膝ひざに座っている彼女に声をかけた。

「愛衣、そろそろ自分の教室に戻ろうか」

「いやいや愛衣、お兄ちゃんと離れるなんていや。ずっとお兄ちゃんの側そばにいるの。お兄ちゃんは愛衣と離れるのがそんなに嬉うれしいの？」

「バカ！　そんな訳ないだろ！　オレだって大好きな愛衣と離れるなんて胸を引き裂かれるほど辛つらいよ！　けど、勉強だって大切だ。だから、年上として毅き然ぜんとした態度を取っているんだよ」

「お兄ちゃん……かっこいい」

「ふふふ、分かってくれて嬉うれしいよ。それじゃ少しの間、離ればなれでも大丈夫な魔法をかけてあげるね」

　チュッ、と愛め衣いのほほにキスをする。

「もうお兄ちゃんの意地悪。また子供扱いして。愛衣はほっぺたじゃないとこにキスして欲しいの」

「まだダメだよ。人目があるじゃないか。大人おとなのキスは家に帰ってからだよ」

「うん、お兄ちゃん。愛衣楽しみにしてるね」

「……なぁ、マイブラザー」

「ん？　どうしたスギ」

「マイブラザーの膝ひざに座ってる女の子は誰だれだ？」

「おいおい、親友。悪い冗談はよしてくれよ。オレの可愛かわいい婚約者の猫ねこ柳やなぎ愛衣に決まっているだろ」

　膝に座る愛衣は幸せそうにほほをオレの胸に擦すりつけてくる。

　愛衣は『仙せん狸り』の力を失った結果、妖あやかしだが一般人ほどの力しかなくなった。

　しかし彼女は力を失い悲しむどころか、むしろ喜んでいた。

　どうやら彼女の料理が爆発するのは、『仙狸』の力が無意識に漏れ食べ物に篭こもっていたせいらしい。

　そのため外部からの刺激を与えると爆発するのだ。

　愛衣は将来、茜あかねさんのようなパティシエになるため彼女の下で毎日楽しそうに勉強をしている。

「ふふふ、オレの婚約者はどうしてこんなに可愛いんだ。愛衣、オレが絶対にオマエを幸せにしてやるからな」

「ふわぁぁあ、お兄ちゃんのきりっとした顔かっこいい。お兄ちゃんはいつでもかっこいいけど」

「愛衣だっていつでも可愛いぞ！」

「もうお兄ちゃんったら！」

「可愛い愛衣が悪いんだろ」

　談笑していると、ありすがうんざりした顔で否定した。

「大おお杉すぎくんは別に外見的変化なんかを指摘してるんじゃなくて、二人の内面的変化に驚いているのよ」

「内面的変化？」

「お兄ちゃん、わたしたち何か変わったかしら？」

「いや、全然、ちっとも分からないな」

「……うん、もういいわ」

　ありすはなぜか疲れた顔で匙さじを投げ捨てる。

　首を捻ひねり考え込む――唯一思い当たるふしがあるとしたら、オレと愛め衣いは互いに気持ちを通じ合わせ、少しだけ素直になったぐらいだ。

　だが、それ以外はとくに変化などない。

　ＨＲの始まりを告げる鐘が鳴る。

「愛衣、さすがにそろそろ行かないと」

「うん」

　彼女は膝ひざから飛び降りると教室を後にする。

　その背にそらが声をかけた。

「愛衣ちゃん！　小さ夜よちゃんに今日の放課後の祝勝会の確認してもらっていいかな？」

「分かりました！　また次の休み時間にね」

　今度こそ愛衣は廊下へ出る。

「ああ、今日だっけ」

「そうよ。みんなで放課後帰り道にスーパーによって料理の材料を買う約束をしてるのよ。腕によりをかけて作るから楽しみにしてなさい」

　ありすが悪戯いたずらっぽくウィンクする。

　オレと愛衣の無事と、白猫の野望を阻止したことを祝う、パーティーを今夜開くことになっていたのだ。

「楽しみにしてるよ。愛衣の奴やつどんなお菓子を作るんだろうな」

　イラ、とした表情をありすとそらがした気がした。

　だが、この時はまだ彼女たちの心情に気付いてはいなかった。

　それがまさかあんな悲劇を生み出すなんて……この時のオレはその事に全く気付いていなかった。





　◇






「えーそれでは事件解決＆優ゆう樹きくんと愛衣ちゃんの無事を祝って、不肖未熟な僕ではありますが乾杯の音頭を取らせていただきます。では、乾杯！」

『乾杯！』

　賢けん悟ごさんの声こわ音ねに合わせて皆はグラスをぶつけあう。

　倉くら田た家居間のテーブルには所狭しと料理が並んでいた。

　唐揚げ、ピザ、フライドポテト、枝豆、チキンライスなどなど――この全すべてのパーティー料理は愛衣たちが作ってくれた。

　オレは音頭に合わせてウーロン茶を飲み干す。

　すかさず小さ夜よちゃんが気を利かせてペットボトルを向けてくる。

「さぁ優ゆう兄さん、どうぞ」

「ありがとう小夜ちゃん。けど、愛め衣いについでもらうから大丈夫だよ」

　隣に座る愛衣が蕩とろけた顔でオレのコップにウーロン茶をそそぐ。

「もうお兄ちゃんったらわがままなんだから」

「しかたないだろ。可愛かわいい婚約者からのお酌でしか飲みたくないんだから」

「もうやだ恥はずかしいよ。みんながいる目の前で」

「あはははは、ごめんごめん」

　なぜか場の空気が静電気を帯びたように『ピリ』『イラ』っとする。

　珍しく茜あかねさんがフォローする。

「で、でも今回の事件でみんなが無事で本当によかったよ。優ゆう樹きなんて死にかけたしな」

「オレが死なずに済んだのは茜さんや賢けん悟ごさん、小夜ちゃん、ありす、久遠くおん、そら、風ふう――みんなのお陰だよ。本当にありがとう」

　この場を借り、あらためて感謝の念をみんなに伝える。

　彼女たち一人でも欠けていたらオレだけじゃなく、この世界そのものが滅んでいたかもしれない。

　そしてなにより、

「ありがとう愛衣。愛衣がいてくれたからオレはこうして生きていけるんだ」

「そんな。わたしこそ、お兄ちゃんがいてくれたからこうして生きていけるんだよ」

「ああ、愛衣！　オマエはどうしてそんな健けな気げで可愛いんだ！」

「お兄ちゃんこそ、どうしてそんなにカッコイイの。世界一、ううん、銀河一カッコイイの！」

「愛衣！」

「お兄ちゃん！」

　オレたちは手を取り合い見つめ合う。

「わぁぁぁ――――――ん！」

　そらが突然、雄お叫たけびを上げ涙目になる。

「ゆうくんが助かって嬉うれしいけど、愛衣ちゃんとイチャイチャするのはもう我慢できないよ！　そらのほうが愛衣ちゃんよりゆうくんを愛してるのに！」

「そんなことないわ！　そらさんよりわたしのほうがお兄ちゃんを愛しています！」

「……久遠が一番お兄ちゃんを愛している」

「く、久遠まで参戦!?」

　オレが驚いていると、

「何を言ってるのじゃ小娘どもは。妾わらわが一番婿むこ殿を愛しておるし、並んで絵になるのも妾ではないか」

　さらに風ふうまで参戦する！

　さきほどまであった和やかな祝賀会の雰囲気が一転険悪なモノにかわる。

　茜あかねさんと賢けん悟ごさんに助け舟を求め視線を送るが、

「「…………」」

　二人とも気まずそうに様子を窺うかがっていた。

　困っていると予想外にもありすが、窮きゆう地ちを救ってくれた。

「はいはい、みんなが言いたいことは分かるけど、ちょっとだけ落ち着きましょう」

　彼女は手を叩たたき自身に注目を集め沈静化をはかる。

「みんなの気持ちはよーく分かるわ。事件が解決したら、なぜか愛め衣いちゃんとユウキが人目もはばからずイチャイチャし始めたんですもの。そりゃイラっとするわよね」

「あ、ありすさん！　でも、お兄ちゃん――優ゆう樹きはわたしを選んでくれたんだし、少しぐらいイチャイチャしたっていいじゃない」

「あれは『少し』ってレベルじゃないわよ。最初、最終巻ラストでまさかの新キャラ登場かと思ったわ。キャラ崩壊レベルよ、あれは」

「最終巻ってなんの話だ？」

「気にしないでこっちの話だから」

　ありすは笑顔でごまかす。

「ユウキが愛衣ちゃんを恋人＆婚約者として選んだのは認めるわ。けど、ワタシたちはそれを認めたくない。なぜならちゃんとユウキにふられてないからよ！」

　ぐっさり、と胸にナイフが刺さる感触を味わう。

　たしかにオレはまだ彼女たちを面と向かってふったわけではない。

「だから、まだワタシたちは未練を引きずっているのよ。でも、結果が出た以上ちゃんと未練は断ち切らないといけない。そうよね？」

『…………』

　オレを含め、みんながありすの言葉にうつむく。

　まるで葬式会場のような静けさだ。

「でも、ただ言葉でふられても未練を断ち切ることは難しいわ。そこで提案があるんだけど……最後の思い出として今週の土曜日、ユウキにはワタシたちとラストデートをして欲しいの」

「ラストデート？」

「ええ。最後の思い出としてユウキと恋人同士でデートをするの。それで未練を断ち切るのよ」

「い、異議あり！」

　愛め衣いが挙手をする。

「わたしは反対よ！　第一最後のデートをしたからって未練が断ち切れるわけじゃないわ！　それに優ゆう樹きはわたしの恋人で婚約者なのよ！　わたしを差し置いてデートするなんて許せない！」

「でもそれじゃいつまで経たってもワタシたちは、ユウキを諦めきれず二人を認めずにいるけど……それでもいいの？」

「で、でも……ッ」

　愛衣は頭を抱え唸うなりだす。

　理性では彼女たちの未練を断ち切るためラストデートをさせたいが、嫉しつ妬との感情がそれを拒絶する。

　話が進まずありすが譲歩する。

「なら条件をつけましょう」

「条件？」

　愛衣の代わりにオレが聞き返す。

「デートの時間は各自一時間ずつ。愛衣ちゃんはワタシたちに見付からないようにデートを監視していいわ。ただし絶対に邪魔をしないこと。この条件を呑のんでくれるなら、ワタシたちはデート後、未練をすっぱり断ち切るわ。みんなもそれでいいかしら？」

　久遠くおん、そら、風ふうは笑顔で了承する。

　さすがに愛衣もそれ以上の反論はできず折れる形で渋々了承した。

「なら細かい条件をつめましょうか」

　ありすたちは祝賀会を放り出し、ラストデートの詳細な条件を話し合い始める。

　オレはそんな彼女にうすら寒いものを感じた。

　あの兎うさ月つきありすが言葉通り、未練を断ち切るためラストデートをしたがるとは到底思えない。

　なにかしら罠わなや計略を張り巡めぐらしてくるに決まっている。

　当日は用心しておいたほうがいいな。

　それに他ほかにも気がかりなことがあった。

　戌いぬ威い小さ夜よちゃんだ。

　普段の彼女ならオレ関係の話なら誰だれを差し置いても食いつくはずなのに、ずっと下を向いたまま一言も喋しやべろうとしない。

　まさかまたオレを殺して、食べてひとつになろうと迫ってくる算段を立てているのだろうか。

　このラストデートが、白猫を倒したあの戦いより苛か烈れつになるのをオレは本能で悟っていた。
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　目的地の大型ショッピングセンターは電車で三十分ほど揺られた場所にある。

　今年の四月――まだ愛め衣いと小さ夜よちゃんに二ふた股またがばれていない時、ばれたら殺されるダブル（二股）デートをした思い出深い場所だ。

　今日はここで小夜ちゃんたちの未練を断ち切るためのラストデートをする。

　条件は以下の通りだ――愛衣がオレたちにばれないよう監視として付き、持ち時間は一人一時間ずつで交代。

　誰だれであれ、デートの邪魔は絶対にしない。

　デートの間、オレは相手をちゃんと恋人としてあつかう。

　デート後はすっぱりと倉くら田た優ゆう樹きへの未練を断ち切る――以上だ。

　目的地に辿たどり着つく。

　大型ショッピングセンターと銘打たれているが、目玉は地上六階＋地下二階計八階のデパートだ。

　外観は近代的なデザインで内部は有名ブランドメーカーが並び、各種専門店もかなりの件数入っている。

　クリスマスが近いこともあり、店内にはクリスマスソングが流れ、モミの木はキレイに飾り付けられている。

　その下で着飾った千ち影かげそらを発見する。

　セーターにチェックのミニスカート。

　ニーソックスにブーツを履いている。

　セーターの裾が長く手のひらが半分ほど隠れている。

　そのせいか全体的に柔らかい感じのファッションだった。

　彼女は裾をめくり手首の内側にした時計を落ち着かなさそうに確認する。

　声をかけようと近づくが、

「こんにちは。ねぇ君一人？　誰かと待ち合わせ？」

　オレより先に一人の男性が声をかけてくる。

　ピアスをあけた人相の悪い男だ。

　どこかで見たような……ああ！　思い出した！

　当時、オレはありすと二人で愛衣と小夜ちゃんの後をつけ、妖あやかしだと分かる行動を取るかの調査をしていた。

　その時、この男は小夜ちゃんをナンパし手て酷ひどく振られた男子高校生だ。

「君、めちゃくちゃ可愛かわいいね。もしかしてどっかのモデルとか？　これからカラオケに行くんだけど、よかったら一緒にどう？」

　また昔と変わらない常じよう套とう句くを並べて、男子高校生は必死にナンパする。

　そりゃ必死にもなるわな。

　そらは今すぐグラビアアイドルになれるほど整った顔立ちの美少女で、なによりその大きな胸が魅力的だ。

　セーターを押し上げる丸い二つのたわわな膨らみは男の視線を釘くぎ付づけにする。

　なのに腰は驚くほど細く、太ふと股ももに食いこむニーソックスにブーツを履く足はフェチではない人間もその気にさせる色気を醸かもし出している。

　彼が必死になるのも頷うなずける。

　しかし、そらはそんな彼を横目でちらっと見て、のほほんとした声こわ音ねを出す。

「カラオケ？　そら、カラオケなんてしている場合じゃなくって」

「そらちゃんっていうんだ。可愛い名前だね。カラオケが嫌なら、ボーリングなんてどうかな？　それとも映画？　もちろん全部オゴるからさ」

「だーめ。だって、そらこれから一世一代の勝負をしないといけないんだもん」

「一世一代の勝負？」

「今回のデートでゆうくんのおっぱい妻になれるかどうかが決まる真剣勝負なの。そらの人生がかかってる人生最大の山場なんだ」

「お、おっぱい妻？」

　男の顔が引きつる。

　モミの木で待ち合わせをしている他ほかの人々も一歩そらから距離を取った。

　彼女は気付かず力説する。

「そうだよ、愛め衣いちゃんがゆうくんの正せい妻さいになったなら、そらはゆうくんのおっぱい妻になるの！　思い出の深さで愛衣ちゃんには負けるけど、おっぱいの大きさは勝ってるもん。そして、愛衣ちゃんより早くゆうくんの子供を作って正妻の座を奪うんだよ！」

「す、すまんせんでした！」

　男はそらの剣けん幕まくにすごすご逃げ出す。

　計画を聞いた周りのギャラリーたちはヒソヒソと話をするが、そらはまったく気にしている素振りをみせない。

「あんな注目されている輪に飛び込まないといけないのかよ……」

　尻込みしながらも、覚悟を決めあらためてそらに声をかける。

「お、お待たせそら」

「ゆうくん！　ううん、そら全然待ってないよ」

　そらは先程の男とは一八〇度違うヒマワリみたいな満面な笑顔を向けてくる。

「あれが『ゆーくん』？」

「あんなスタイルのいい美人があんな地じ味み男おとこのおっぱい妻になりたがってるなんて……」

「うぅ……みんなの視線が痛い」

「何が痛いの？」

　そらが本当に分からないという顔をする。

「な、なんでもないよ。それより時間もないし、どこ行こうか。そらは行きたいとこある？」

「うん！　ゆうくんと一緒に行きたいところがあるの！」

「それじゃそこに行くか」

「こっちだよ～」

　そらは自然な動作でオレの腕に自分の腕をからめる。

　くッ！　柔らかくて温かいおっぱいが『むにゃ』と押し付けられる。

　思わず鼻の下が伸び、ほほが弛たるむ。




　バキッ！　ゴリ、グシャ！




「どうしたのゆうくん？」

「いや、今なんか壊れる音しなかったか？　しかも凄すごい殺意に満ちた視線を向けられた気が……」

「そう？　そら全然気付かなかったよ」

　そらがそう言うなら気のせいだったんだろう。

　オレたちは腕を組んだままエスカレーターへと並んだ。




「……ここかよ」

「うん♪　ここだよ」

　そらに連れられてきたのは女性下着売り場だった。

　そこにはオレ以外男性の姿はなく、女性のブラやパンツなどが様々なデザインで並んでいた。

「ゆうくん、ゆうくん、こっちとこっちどっちが似合うかな？」

　そらはさっそくブラとパンツが一緒にかかっている専用ハンガーを掴つかみ体の前に重ねる。

　ひとつはやや子供っぽいデザインのピンクのブラとパンツの上下だ。

　もうひとつは大人おとなっぽい黒のガーター付きのブラとパンツだ。

「こっちの黒だな」

　オレは即答した。

　そらのいけないおっぱいに黒のブラとガーターは絶対に似合う。

「黒好きなの？」

「いや、特別好きってわけじゃないけど、そらには最高に似合うと思うぞ」

「えへへ、ありがとう。ゆうくんがそこまで言うならちょっと試着しちゃおうかな」

　そらは空いている試着室に入る。

　一人その場で待つ居心地の悪さと、カーテン越しに服を脱ぐ衣きぬ擦ずれの音に落ち着かない気分になる。

　他ほかの女性客も、不審者を見るような視線を向けてくる。

　オレは気付かないふりをして目をそらした。

　時間を潰つぶす間、千ち影かげそらのことを考えた。

　彼女は『龍りゆう脈みやく研究所占拠事件』で、オレを愛め衣いの所へ行かせるため自身の立場を顧みず他三家と敵対した。

　結果、後日責任を追及され、そらはあっさりと長おさの地位を手放してしまった。

　現在は彼女の父親が仮の長として復帰し務めている。

　力と長としての立場で、オレを幸せにするというのが彼女の『夢』だった。

　しかしオレは愛衣と婚約した。

　自分の手でオレを幸せにできなかった。

　だから、もう長の立場に興味がないと、そら自身が語った。

　彼女には申し訳ないことをしたが、責任を取ってそらと結婚するか？　と問われたら答えは『ＮＯ』だ。

　義務感で結婚しても互いに不幸になるだけだ。

　そんなつまらないことを考えていると、そらがカーテン越しに呼びかけてきた。

「ゆうくん、ゆうくん」

「どうした。上着が頭にひっかかったか？」

　ドジっ娘このそらなら十分ありえる。

　そらは近づいたオレの腕を取り、カーテンの内側に顔まで引き込む。

「おい、そら――っ」

「ど、どうかなゆうくん、似合うかな？」

　そこには黒い下着を身につけた千影そらが恥はずかしそうに、立っていた。

　似合っているというようなレベルじゃない。

　まるで彼女のためにあつらえたように素晴らしかった。

「ゆうくん？」

「お、おう！　いや、最高だよそら！　凄すごく似合ってる！」

「えへへ、ありがとうゆうくん」

「!?」

　そらは嬉うれしそうにほほを染め身をよじる。

　その彼女の後ろ。

　姿見に一人の女の子が映っていた。

　地味な服装で金髪を深く被かぶった帽子に詰め込んだ猫ねこ柳やなぎ愛め衣いが、鏡に映っていた。

　彼女はオレたちとは反対側に立っているが、その瞳が怒りと嫉しつ妬とに燃えているのは一目で分かった。

　彼女の口が動く。




　う・わ・き・し・た・ら・む・り・し・ん・じゅ・う




　ドッとサウナに入ったように汗が噴き出る。

「どうしたのゆうくん、顔青いよ」

「い、いやなんでもないよ。そ、それよりもういいよな。オレ、外に出てるよ」

「あっ、待ってよゆうくん！」

「ちょ!?　そら！」

　彼女は再び腕を取り、今度は体ごとカーテンの内側に引き込む。












「ちょっと待ってそら。これはいくらなんでもまずいよ！」

　彼女は黒い下着姿のまま腕を背中に回しギュッと抱きついてくる。

　メロンのように大きく柔らかい胸が『むにゅむにゅ』と押し付けられ、腰が抜けそうなほど気持ちいい。

　しかし外には愛いとしい婚約者がいる。

　しかも浮気したら無理心中付きなのだ。

　オレは幸せと焦りを同居させながら、そらを引き離そうとする。

「……いや、離したくない」

「そら？」

　しかし、彼女は珍しく堅い声こわ音ねで拒絶した。

「ゆうくん、どうしてそらじゃダメなの。そらのどこがダメなの。ゆうくんが望むならそら、どんなところでも直すよ」

「そら……」

　彼女の気持ちは純粋に嬉うれしかった。

「ごめん。オレは愛め衣いが好きだ。だから、そらの気持ちには答えられない」

「ゆうくんの結婚詐欺師」

「そら～人聞きの悪いこと言わないでくれよ」

「だってゆうくん、子供の頃ころ、そらと結婚してくれるって約束したのに。結婚式だってあげたのに」

「いや、だって子供の頃の話で、オレ覚えてないし……」

「そらのファーストキスだってあげたのに」

「うぐぅッ」

　それを言われると痛い。

　オレは誤ご魔ま化かさず、素直な感情を彼女にさらした。

「そらの気持ちは純粋に嬉しいよ。オレにはもったいないいい子だと思ってる」

「だったら、そらと結婚して」

「……けど、それ以上にオレは愛衣が好きなんだ」

「でも、愛衣ちゃん、そらよりおっぱい小さいよ。ゆうくん、おっぱい好きでしょ？」

「好きです！　大好きです！」

　思わず本音を叫ぶ。

「ゆうくん、想像してみて。そらと結婚したらおっぱい好きにしてもいいんだよ？」

　その台詞せりふに、言われた通りつい想像してしまう。




「ただいま、そら」

「おかえりなさい、ゆうくん♪　ただいまのチューして」

「はいはい、甘えん坊の新妻さんだな」

　結婚して妻となった倉くら田たそらが、裸エプロンで出迎えてくれる。

　レースのパンツははいているが上半身は裸で、ロングの長いエプロンを着て隠している。

　玄関でクツを脱ぐより早く彼女と唇を重ねた。

「今日は晩ご飯の前にゆうくんにバレンタインのプレゼントがあるんだ。そらお手製のチョコだよ」

「おお、それは楽しみだな！」

「えへへへ、ご飯の前に食べて食べて」

　彼女はオレからカバンと背広を受け取ると、ご機嫌に食卓へと案内する。

　テーブルには温かいシチューが鍋ごと置かれ、レタス、プチトマト、ブロッコリーのサラダ、フランスパンやロールパンなどもキレイに並べられていた。

　美お味いしそうな夕食前に、そらが準備したバレンタインのチョコを受け取る。

　彼女は生クリームを絞る絞り袋を冷蔵庫から取り出す。

　中身はどうやらチョコレートのようだ。

「これをおっぱいに垂らして……ひゃん、冷たい」

　そらはエプロンを脱ぐと、片腕で零こぼれそうなほど大きな胸を支え、出来た谷間に器用に絞り袋からチョコレートを胸へ落とす。

「はい、ゆうくん。そらの特製チョコレート受け取ってください」

「そ、そらぁぁあっぁッ！」

　オレは真っ白な肌に落とされたチョコレートを舐なめ取る。

　微かすかに汗ばんだ肌とチョコレートの甘みが同時に味覚を刺激する。

　どんな高級店で作ったモノより美う味まい！

　オレはそらのおっぱいを両手で支え、谷間をぺろぺろ舐める。

「そら～。そらのおっぱいチョコレート最高だよ！」

「やぁん♪　慌てなくてもまだまだいっぱいあるから沢たく山さん舐めてね♪」

　彼女は嬉うれしそうにチョコレートを絞り、胸へと落とした。




「最高だな！」

「ねぇ、ゆうくん！　最高だよね！」

　想像世界から現実に戻ったオレは、力強く断言する。

　それにそらは胸だけじゃない。

　可愛かわいくて、話もあって、一緒に居て楽しくて、性格もいい。

　こんな子が今後、オレみたいなダメ人間を好きになるなんて宇宙が誕生する確率より低いだろう。

　しかし、それでも……オレは愛め衣いを選ぶと決めたんだ。

「ごめん、そら。本気で愛衣が好きなんだ。だから……ごめん」

「ゆうくんのバカ……」

「ごめんな」

　オレは彼女の頭を何度も撫なでる。

　柔らかな感触が手のひら全体に広がる。

　彼女は胸から顔を上げると、涙で濡ぬれた瞳でまっすぐ見つめてくる。

「いつか絶対にゆうくんのことを振り向かせるんだから」

「おいおいそら、だからオレは……」

「いいのッ。これからはそらが勝手にゆうくんを好きで居るんだから。そして、いつか愛衣ちゃんより、そらのほうがいいって言わせてあげるんだから！　それが――」

　彼女は笑顔を作る。

　涙がほほを流れた。

「そらの新しい夢なんだから！」





　◇






　千ち影かげそらと別れ、次の待ち合わせ場所へ向かう。

　地下一階食品売り場。

「おぉ～このケーキも美う味まそうじゃの。まるで極上の宝石みたいではないか！」

　風ふうはケーキのショーケースに顔を寄せ、鼻息荒く興奮する。

　二人目のデートは鎌かま鼬いたち一族の風だ。

　ニット帽を被かぶり、ワンピースを羽織っていた。

　さすがにそれだけでは寒いらしく、男っぽいスタジャンに袖を通している。

　彼女は銀座の有名店で、パリの三つ星レストランで修業していたシェフがいる店のケーキを指さす。

「この苺いちごのと、モンブランをひとつずつ頼む。むむ、このチョコケーキは金きん箔ぱくが上にのっておるの。これは美味いのか？」

「はい、とても美お味いしいですよ。チョコはベルギーから直接取り寄せた特別品です」

「ならこれも貰もらおうかの。婿むこ殿会計を頼む！」

「……はい、よろこんでー」

　オレは覇は気きのない顔で財布を取り出す。

　これで四店舗目だ。

　風ふうは初めてきたデパ地下に興奮し、目に付いたデザートをひっきりなしに買わせてくる。

　お陰で財布から札が消えそうだ。

　若い店員さんが会計をしながら、からかってくる。

「可愛かわいい彼女さんですね」

「い、いえ違いますよ!?　風はオレの彼女とかじゃないですって！」

「うむ、妾わらわは彼女ではないぞ。妻じゃ！」

「ふふふ、それは失礼しました。可愛いお嫁さんですね」

「だから違いますって！」

　オレはケーキの箱を受け取り、機嫌よさげに歩き出す風の後へ続いた。




「あー疲れた」

「うむ、大儀であるぞ婿むこ殿」

　あの後、さらに三件の和菓子や特産品店舗、ワッフル屋を回りそれぞれ品物を購入した。

　オレたちはフードコーナーで飲み物を買い席へ座る。

　向かい側に座る風は、さきほど買った品物をテーブルに並べ美う味まそうに食べ始める。

「たしかにあの店員の言うとおりベルギー産チョコを使ったこのケーキは美味じゃ。いくらでも食べられそうじゃ」

「それはよかったですね」

「なんじゃ婿殿、そんな陰気な声を出しおって。これを食べて元気を出すのじゃ」

　風はフォークでチョコケーキの一角を切り取り差し出してくる。

「い、いいよ。自分で食べられるって」

「なんじゃ。つまらんのぉ～」

　差し出したフォークを自身の小さな口に『はむ』と運ぶ。

「こんなに美味いのにもったいないのじゃ」

「…………」

『龍りゆう脈みやく研究所占拠事件』で千ち影かげそらのように地位を追われた者がもう一人いる。

　風だ。

　彼女はそらの後押しをし、自身の権力を振りかざし妨害した罪で四し生しよう楼ろう名誉顧問の地位を罷ひ免めんされた。

　だが本人は気にしておらず、どうでもいいらしい。

　あくまで『四生楼名誉顧問』という地位は、くれるというから貰もらっていただけで、天囲臣美さん天囲一族、薬学ミッチェルさん薬学一族、裏鍵くるりさん裏鍵一族を脅おどす、いや説得するネタならいくらでも持っていると笑ってくれた。

　オレのわがままで地位を奪われたのに、気にするなと笑ってくれて嬉うれしかったのは内緒だ。

「どうした婿むこ殿、そんなニヤニヤして。気持ち悪いぞ」

「気持ち悪いって、久遠くおんじゃないんだから。いや、その風ふうはなんだかいつも通りだからこれが最後のデートだって分かっているのかなって思ってさ」

　オレはとっさに本心を誤ご魔ま化かす。

「もちろん分かっておるぞ。それがどうしたのじゃ」

「だって最後のデートなのに風の態度がいつも通りだからさ」

「なんじゃ、そんなことか」

　チョコケーキを平らげ、オレンジジュースで洗い流す。

「いくら猫の子を好きだと言っても、相手は婿殿じゃ。側そばにいればそのうちチャンスなど棚から転がってくるのじゃ。その時、確実に仕留めればいいだけなのじゃ」

「ふ、風おまえ全然諦めてないじゃないか!?」

「あたりまえなのじゃ。妾わらわは心底婿殿に惚ほれておるからの。ちょっとやそっとじゃ諦めないのじゃ」

「だって最後のデートだって分かってるんだろ!?」

「そんなもの数年、数十年後経たてば意味をなさんのじゃ」

「風、おまえは……」

　あまりの遠大な考えにオレはがっくりと項うな垂だれる。

　彼女は勝ち誇った笑みを浮かべ。

「妾は数百年を生きる妖あやかしじゃぞ。少々の時間を待つなど苦にもならんわ。まぁ、そういう訳なのじゃ。妾に惚れられたのが運の尽きだと思うのじゃな。婿殿とは長い付き合いになりそうじゃの[image: ][image: ][image: ]」

「心底楽しそうだな」

「うむ！　こんなに楽しい気持ちになったのは数十年ぶりじゃ！　婿殿も人生を楽しまんとそんじゃぞ」

「人間そんな簡単に楽しい気持ちにならないよ」

　オレがやや投げやりの態度で答えると、風は悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべ、

「なら妾が楽しい気分にさせてやるぞ」

「ちょっ、ちょっと風!?」

「ほれ、ちゃんと支えんと妾が落ちてしまうではないか」

　彼女は席を立つと、オレの膝ひざに座ってくる。

　風をお姫さま抱っこして座っている恰かつ好こうになる。

　そのため両手は彼女が落ちないように支えないといけない。

「下りろよ！」

「ダメなのじゃ。あと数十分は婿むこ殿は妾わらわの婿なのじゃろ？　ほれ妻が落ちないようしっかりと支えるのじゃ。礼に『すいーつ』は妾が食べさせてしんぜよう」

　風ふうはフォークでケーキの一角を崩し、差し出してくる。

「ほれ婿殿『あーん』じゃ♪」

「いや、その、えっと……」

「恥はずかしがるな。ほれ『あーん』じゃ」

「あ、あーん」

　根負けして口を開ける。

　ケーキはしつこくない甘さで世辞抜きで美う味まい。

「どうじゃ、美味いじゃろ？」

「あ、ああ、美お味いしいよ――って、愛め衣い!?」

　視線の先に愛衣が視線だけで人を殺せそうな目で睨にらみ付つけていた。

　距離はかなりあるはずなのに圧迫感を肌で感じる。

　風はオレより先に気付いていたらしく、わざとほほを擦すりつけてくる。

「ちょ、ちょっと風!?」

「ほれほれ、今度はこっちのマカロンなどどうじゃ。はぷ」

　彼女は口にピンクマカロンを咥くわえて突きだしてくる。

『ブチッ！』と愛衣がストローを噛かみ千切る。

　おどろおどろしい黒い霧のようなモノが愛衣の背後から昇る。

　さすがにフードコーナーで食事をしていた親子連れや恋人たちも、オレたちの行為に気付きちらちらと盗み見てくる。

　しかし、この時間は風と恋人同士という設定だ。

　オレは腹を括くくる。

「ほれほれ、う―――ん」

「んぐぅ」

「どうじゃ、美味いじゃろ」

「は、恥ずかしすぎて味なんて分かんねぇよ」

「そうかそうか。次は二人の一緒にお茶でも飲もうかの」

　風は飲みかけのオレンジジュースに二本目のストローを挿さし、差し出してくる。

　いわゆるカップル飲みだ。

「遠慮なく反対側を使っていいぞ」

「もうやぶれかぶれだ！」

　オレは空いているストローを咥えオレンジジュースを飲み出す。

「ふふふ、真まっ赤かに照れて婿殿は初うぶじゃの～。早く妾もこんな可愛かわいい婿殿とのややこが欲しいのじゃ」

「ぶぼ!?　や、ややこって!?」

「知らぬのか？　ややことは赤ん坊のことじゃ」

「知ってるよそんなこと!?」

「うぬ？　つまりどうやってややこが出来るか分からぬのか？　これが現代病の『ゆとり』というやつじゃな。まったく嘆かわしい。しかたない、妾わらわが教えて進ぜよう。赤ん坊というのはじゃな、まず男性と女性が――」

「知ってる！　知ってるから説明しなくていいって！」

「なんじゃ。それじゃ今すぐしたいのか？　さすがにここでは人目があるから妾も恥はずかしいの」

「そういう意味でもないよ！」

　見た目幼女の風ふうの発言に、周囲からオレへ向けられる視線が厳しいものになる。

　中には携帯を取り出し警察にかけそうになる者まで出る始末だ。

　愛め衣いの殺意の波動もさらに濃さを増す。

　風は彼女の視線すら楽しんでいた。

　オレは今にも胃に穴が開きそうな状態なのに、風は満面の笑みを浮かべる。

「まったく婿むこ殿と一緒にいると、楽しいことばっかりで飽きないの」
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　時間になり風と別れる。

　その足でエスカレーターで一階に上がり、再びクリスマスツリーの下へ戻る。

　千ち影かげそらと待ち合わせした場所に、今度は狐きつね火び久遠くおんが立っていた。

　シャツの上からカーディガンを合わせ、黒タイツで足を覆おおっている。

　頭に乗っているベレー帽が年相応で可愛かわいらしかった。

　そんな彼女に明るい調子で声をかける。

「久遠おまたせ！」

「……お兄ちゃん」

「く、久遠!?」

　彼女はオレの姿を確認するとぽろぽろと涙をこぼし始めた。

「どうした突然泣き出したりして!?」

「……だって、お兄ちゃんとの初めてのデートが最後のデートなんて」

「いや、それはそうだけど……そ、それじゃ！　久遠だけこれからも二人でどっか出かけよう、な!?」

「……それはデートじゃない」

「二人で出かけるならデートだろう!?」

　久遠くおんは頑かたくなに首を横に振る。

「……情けを掛けられてお兄ちゃんと二人で出かけても楽しくないし、悲しくなるだけ」

「それは……そうだよな」

「……久遠はお兄ちゃんが好き、大好き。愛め衣いお姉ちゃんや他ほかのお姉ちゃんにも負けないぐらい大好き……なのに、どうして久遠じゃダメなの？」

「久遠……」

「……こんなに大好きなのに……お兄ちゃんが好きなのに……ぐすっ……」

　彼女は次々溢あふれる涙を拭ぬぐいながら、

「……お兄ちゃんにファーストキスもあげたのに」

「く、久遠さん!?　いや、そりゃそうだけど！」

「……暗い場所で二人っきり、ほとんど裸で抱き合ったのに」

「だから、そうだけどさ!?　勘弁してくれよ！　ほら、周りの人の視線が痛い！」

　オレたちと同じようにモミの木の下で待ち合わせをしている、通りかかった人たちが盗み見てはヒソヒソと小声で話し合う。

『別れ話？　修しゆ羅ら場ば？』

『なんか、あの小さい可愛かわいい子をあの胡う散さん臭くさそうな男が振ったらしいわよ。ファーストキスもあげて、裸で抱き合ったのに』

『振った？　でもまだ中学生ぐらいでしょ、そんな子とあんな男が付き合っていたなんて……犯罪？』

『私、あの男の人がさっき胸の大きな子と腕を組んで歩いてるところ見たわよ』

『二ふた股また？』

『わたしは地下一階で今泣いてる子より小さな女の子とあの人がイチャイチャしていたのを見たわ』

「……スクール水着姿でお尻とかお腹なかとか、胸とかも撫なでられた」

「久遠[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　周囲の人たちからの敵意濃度が上昇する。

　中には警備員を呼びに行く人まで出る始末だ。

「久遠、とりあえず場所変えよう、な」

「……（こくり）」

　いまだ泣いている彼女の手を取り、警備員が駆けつける前にさっさと離れた。




　オレと久遠は五階玩具おもちや・スポーツ用品フロアーまで移動した。

　エスカレーター側のベンチに並んで座り、あらためて彼女と話をする。

「久遠くおんの気持ちは嬉うれしいよ。けど、オレは本気で愛め衣いが好きなんだ。だから、久遠の気持ちに答えてあげられなくて本当に申し訳ないと思ってる」

「……久遠が愛衣お姉ちゃんより早く出会ってたら、お兄ちゃんは久遠のこと好きになってくれてた？」

「分からない……でも、ありがとうな、オレみたいなダメ人間を好きになってくれて」

　くしゃくしゃと絹糸みたいに柔らかな髪を撫なでる。

「オレも久遠のことが好きだよ」

「……妹としてでしょ？」

「……ごめんな」

「……分かった」

「分かってくれたか」

　久遠はハンカチを取り出し、涙を拭ぬぐう。

「……本妻がダメならお兄ちゃんの二番目になる」

「全然分かってないぞ!?」

「……二番目でもダメ？」

「いや、ダメだろ!?　もっと自分を大切にしなさい！　それに久遠ぐらい器量が良かったら、オレなんて比べものにならないくらい、いい人と出会えるって」

「……いない」

　久遠がウサギみたいに赤い目で断言する。

「……お兄ちゃんより好きになる人なんて、久遠のこれからの人生で出てこない」

　まるで小さ夜よちゃんや告白後の愛衣のような迫力で言い切る。

　口数の少ない久遠だからこそ、瞳に宿る想おもいの光が真剣だと理解できてしまう。

　久遠がそっとオレの手のひらに自身のを重ねてくる。

　紅葉より小さな手のひらなのに、火傷やけどするほど熱い。

「……久遠、お兄ちゃんの赤ちゃん産みたい」

「久遠……」

　オレたちは磁石で引かれ合うように見つめ合う。

　つい、久遠との結婚生活を想像してしまう。




「久遠、ここにいたのか心配したぞ」

「……お兄ちゃん」

　狐きつね火び久遠――あらため倉くら田た久遠は、振り返り柔らかく微笑ほほえんだ。

　とある大学の図書館別館。

　ここには古今東西の古書が集められ、本館より人ひと気けはなく音が死んだように静かだった。

　久遠くおんは広こう辞じ苑えんみたいな分厚い本を抱えていた。

「資料を取りに行くなら一言告げてからにしてくれ。探したじゃないか」

「……ふふふ、お兄ちゃんの心配性」

「心配性で結構だ。なんてったって久遠はオレの大切な奥さんなんだから。ほら、本貸せよ」

「……うん、ありがとう」

　幸せそうな笑顔で彼女は本を手渡す。

　久遠とオレは周囲の反対を押し切り結婚した。

　現在、彼女は父親の後を継ぎ『龍りゆう脈みやく』の研究員として働いている。

　久遠はタイトなシャツに白衣だけ袖を通している。

　見た目からすでにやり手の研究員という風ふう貌ぼうをしていた。

　オレはというと、彼女の夢を支えるため主夫として家計を預かっている。

　今日は一緒にお弁当を食べるため研究所にお邪魔した。

　ついでに資料を集める手伝いをしようと思っていたら、突然彼女が姿を消したのだ。

　慌てて探し、ようやくここで彼女を見付けたのだ。

「他ほかにもって行く本はあるか」












「あとはコレとコレ」

　彼女は本――と呼ぶより印刷した紙束にした私的研究書を取り、重ねる。

「よし、それじゃ一いつ旦たん研究所に戻ろうか」

「……お兄ちゃん」

「どうした久遠くおん？」

「……研究所に戻る前に……んっ」

　彼女は袖をひっぱり歩みを止めると、ほほを赤く染め唇をすぼめる。

　オレは悪戯いたずら心ごころを刺激され、

「久遠、『んっ』じゃ分からないぞ。ちゃんと言葉にしないと」

「……お兄ちゃんの意地悪」

「突然いなくなって心配させた罰だよ。ほら、何をして欲しいんだ？」

　彼女はもにゅもにゅと唇を動かし、

「……したい」

「ん、なんだって？」

「……お兄ちゃんとキスしたい」

「ここでかい？」

「……だって研究所あつちには人がいるから」

「ふふふ、了解。オレの可愛かわいい新妻さん」

　オレはそっと顔を寄せ、久遠の桜色の唇に自身のを重ねる。

　顔を離すと、彼女は世界中の幸せを手にしたような微笑ほほえみで、

「……お兄ちゃん、世界で一番愛してる」

「オレもだよ、久遠」

　そしてオレたちは、どちらからともなく再び唇を寄せ合った。




　意識が現実へと戻る。

「いい……かもしれ――ぐがぁあぁあっ!?」

「……お兄ちゃん!?」

　突然、後頭部に衝撃が広がる。

　床に倒れ激痛に涙目で悶もだえていると、オレの背後に愛め衣いの姿を確認した。

　どうやらオレたちの座っているベンチの反対側から、野球の硬球を投げたらしい。

「お、オマエはどこの高校球児だ!?」

「……高校球児？」

「いや！　なんでもないよ久遠！　と、とにかくオレは愛衣が好きなんだ。悪いけど、久遠を二番目とかにするつもりはないよ」

　オレは後頭部をさすりながら、彼女へ告げる。

　視界の端で愛め衣いがなまはげみたいな表情で、二本の出刃包丁を擦こすり合わせている。

　近くを通りかかった子供たちが泣きながら親に抱きついていた。

　危ない、危ない。

　もう少しで久遠くおんと浮気をするところだった。

　もし久遠と浮気したら、愛衣が何をするか――想像するのも恐ろしい。
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　オレは未いまだ痛む頭部をさすり、玩具おもちや・スポーツ用品フロアーのひとつ上、六階レストラン飲食街・ゲームセンターコーナーへと足を踏み入れる。

　もちろんこのショッピングセンターで彼女と待ち合わせする場所はここしかない。

　ゲームセンターのＵＦＯキャッチャーの前で戌いぬ威い小さ夜よちゃんが待っていた。

　小花柄を散らしたややクラシックなワンピース。

　丈が長く足首近くまでスカートが隠す。

　その上から長袖のカーディガンを羽織っていた。

　手に持つ小さなバッグが可愛かわいらしい。

　四月、ここのＵＦＯキャッチャーで彼女に犬のヌイグルミを取ってあげた。

　さすがに月日が経たち過ぎて、商品ラインナップは変わってしまっていた。

「懐なつかしいですね。この台で優ゆう兄さんに犬のヌイグルミを取ってもらったんですよね」

「そうだね。あの時はなかなか取れなくて焦ったよ」

　しかもあの時は、小夜ちゃんが両替に行っている間に愛衣が姿を現したから、心臓が口から飛び出るかと思った。

　今となっては懐かしい思い出だ。

「今日はＵＦＯキャッチャーの他ほかにもゲームをしてみようよ。小夜ちゃんはやってみたいゲームとかある？」

「そうですね……妾めかけ、ゲームなどをやってみたいですね」

「め、妾!?　小夜ちゃん何を言ってるんだよ！」

「えっ、私はメダルゲームと言ったつもりだったのですが……」

「あ、ああ、そうだったんだ。ごめん、オレの聞き間違いだったみたいだ。そ、それじゃメダルゲームしてみようか。あの機械でお金とメダルを交換するんだよ」

「立派で情じよう婦ふそうな機械ですね。両替機と似ています。色女な機械があるんですね」

「さ、小夜ちゃん!?」

「？　どうかなさいましたか、優兄さん」

「いや今、情じよう婦ふ、色女とか変な単語が聞こえてきた気がしたんだが」

「優ゆう兄さんったら、さきほどからどうしたんですか？　変なことばっかり言ってると、周りから寵ちよう妾しようされちゃいますよ」

「ほらまた！」

「もしかして『神喰くい』を失った反動で何かあったのかもしれませんね……あれは情じよう人にんには耐えられるモノではありませんから。いいえリーベきっとそうです。でもご愛あい妾しようしてくださいね。私はずっと優兄さんのお側そば女めにいて、リハビリに協力しますから！」

「……小さ夜よちゃん、もうそろそろこじつけが厳しいんじゃないかな」

「……ですよね。私もさすがに後半は無理があると思いました」

　さすがに小夜ちゃんも非を認める。

　そして、真しん摯しな光を瞳に宿し詰め寄ってくる。

「優兄さん！　もう遠回しは止やめます。この戌いぬ威い小夜を優兄さんの愛人にしてください！」

　ゲームの機械音や効果音などに負けない大音声。

　人々のざわめきが止まり、オレたちに注目する。

「優兄さんが愛め衣いちゃんを選んだことを恨んだりはしません。それは二ふた股またをかけられていたことが発覚した後、いつかどちらか選ぶという約束をしたからです。優兄さんはその約束を果たしたに過ぎません。しかし、やはり私は諦めきれません！　どうか優兄さんの愛人にしてください！　体だけの関係で結構です。子供が出来ても養育費も、責任も追及いたしません！　認知して欲しいとも望みません！　優兄さんの愛人になれるなら一生日陰者として過ごす覚悟もあります。ですから、どうかお願いします！」

　ゲームセンターのお客さんは、ゲームの手を止めオレたちの関係について話し合う。

「まだあの子、中学生ぐらいでしょう。なのに愛人って……」

「あの男の人が二股をかけてて、あの子を振ったみたいよ」

「体だけの関係って」

「もうあの子のお腹なかに子供がいるけど、男の人が認知しないって言い張ってるんだって」

「最悪、クズじゃない」

「さ、小夜ちゃん！　とにかく今すぐここを出よう！　可及的速やかに早く！」

　オレは彼女の手を取ると、一回もゲームをせず遊技場を飛び出した。

　背後からいまだにオレへの批判が聞こえてきたが、無視してひたすら通路を走り続けた。




　オレたちは同フロアーにある喫茶店へと入った。

　ここは先程のゲームセンター同様、一度入ったことがある店だ。

「すみません、少々興奮してしまって……」

「いや、いいよ気にしてないから」

　うつむく小さ夜よちゃんの前にミルクティー、オレにはコーヒーが置かれていた。

　気まずい沈黙。

　予想はしていたが、これほど直球で攻めてくるとは……。

　オレは思わず小夜ちゃんとの新婚生活を想像する。




　深夜、上司との付き合いで帰りが遅くなってしまった。

　なのに小夜ちゃんは嫌な顔ひとつせず、笑顔でご飯を温め直す。

「今晩の晩飯も美う味まそうだな！」

　倉くら田た家のテーブルには肉じゃがに豆腐とワカメの味み噌そ汁しる、煮魚にひじきの煮物、小夜ちゃん特製キュウリのぬか漬けなどが並べられていた。

「えへへ、優ゆう兄さんのために頑張って作っちゃいました」

「上司の付き合いでほとんど食べられなくて、お腹なか減ってたんだ。いただきます！」

　早速、肉じゃがに手をのばす。

「美味い！　さすが小夜ちゃん、味がしみこんでとっても美お味いしいよ！　それにこのキュウリのぬか漬けもぱりぱりして歯ごたえがいい。味噌汁は……もしかして出だ汁し変えた？」

「さすが優兄さん。いつも使っている出汁に椎しい茸たけやホタテなどを入れてみたんですよ」

　着物に割かつ烹ぽう着ぎ姿で隣に座る小夜ちゃんが心底幸せそうに、食べるオレの姿をにこにこ見守る。

「毎日こんな美味しいモノが食べられるなんて、オレは三国一の幸せ者だよ。ありがとう、小夜ちゃん」

「大好きな優兄さんにご飯を食べて頂いて、私こそ三国一の幸せ者ですよ」

「小夜ちゃん……優兄さんはもうそろそろ止やめてくれよ。オレたち結婚してもうずいぶん経たつんだしさ」

「そ、そうですね……あ、あなた」

「可愛かわいいよ、愛いとしい小夜ちゃん」

「私も……愛してます、あなた」

　気付くと互いの唇が重なり合う。

「んッ……」

　小夜ちゃんの甘い吐息と同時に、リビングの扉が開いた。

「ぱぱ～」

「ぱっぱ。まっま」

　部屋に入ってきたのは今年で三歳になるオレと小夜ちゃんの双子の娘たちだ。

　毛糸で編んだようなもこもこしたパジャマを着て、双子がオレにしがみついてくる。

　姉が『奈な桜お』で、妹が『美み桜お』だ。

　彼女たちの耳は犬耳で、ふさふさとした尻尾しつぽが生えている。

「ダメでしょ。パパはお仕事で疲れて、今はご飯を食べてるんですから」

　小さ夜よちゃんは細腕なのにひょいと軽く二人を抱き上げる。

「ぱぱ、だっこ」

「ぱっぱ、おかえり～」

「ただいま。奈な桜お、美み桜お。ご飯食べ終わったら、抱っこしてあげるからな。そしたらねんねしような」

「もう優ゆう兄さんは甘いんですから」

「いいじゃないか、抱っこぐらい」

　オレは食事の手を止め、小夜ちゃんごと娘たちを抱き締める。

「ゆ、優兄さん」

「幸せになろうな。もっともっと四人でいっぱい、幸せになろうな」

「はい。優兄さんと子供たちと一緒なら、絶対に幸せになれます」

　そしてオレたちはしばし、そのまま抱き合い続けた。




　想像を止める。

　たしかにそれは誰だれもが憧れる幸せの光景だ。

　しかしオレは愛め衣いが好きで、そんな中途半端な気持ちで小夜ちゃんを受け入れても、さきほどみたいな幸せは決して手に入らないだろう。

　だから互いのためにケジメをつけないと。

　意を決してオレから口を開く。

「小夜ちゃん」

「はい」

「小夜ちゃんの気持ちは嬉うれしいけど、やっぱりオレは愛衣のことが好きなんだ。彼女を裏切ることはできない」

「…………」

「ごめんな」

　彼女は答えない。

　オレは時間になると席を立った。





　◇






　最後のデートは兎うさ月つきありすとだ。

　彼女は大型ショッピングセンターの屋上で一人たたずんでいた。

　ポンチョコートにニット、チュールスカートを着こなし、ショートブーツを履いていた。

「……ありす」

　彼女は今回、妖あやかし調査委員会の謀反者を取り押さえたことで大きな評価を得た。

　その逮捕を評価されたのと、目の上のたんこぶだった八や咫た一いち族ぞくの少女の失脚により、オレへの奉仕業務が終わりしだい職務に復帰することが許され、若手としては異例の出世を約束された。

　稲苗代いなわしろ梓あずささんたちも今回の件で、刑期が短縮され来年には出てこられるらしい。

　ありはオレの姿を確認すると笑顔で手を振る。

　曇りの無い満面の笑み――だが、彼女に関してはその笑顔がむしろ怖い。

「どうしたのユウキ？　そんな警戒して」

「いや、それは、その……」

　このラストデートを提案したのはありすだ。

　その彼女が素直に今回のデートを最後に手を引くとは考えづらい。

　何か仕掛けてくるのか、と疑うのは当然だ。

　オレと愛め衣いは既に妖と『神喰くい』の力を失っている。

　強引な手段でこられたら抵抗する方法がない。

　いつも以上に警戒するのは当然だ。

　四方は高いフェンスで囲われ、端には大型の給水塔。

　十二月の曇りのため空気は肌を刺すように冷たい。

　なのに屋上は予想より人が多かった。

　子供がぐるぐる回るメリーゴーランドに歓声を上げ、それを幸せそうに見つめる両親。

　白い息を吐きながらベンチに座りホットコーヒーを飲む恋人たち。

　友人たちと一緒に売店で何を買うか迷う学生たち。

　色々な人々が思い思いに時間を過ごしていた。

　ありすが待ちかねたように腕を絡めてくる。

「もういつまでそんな顔してんのよ。最後のデートなんだから、ちゃんとエスコートしてよ」

「あ、ああ分かったよ。それじゃまず、寒いしなんか温かい飲み物でも飲むか」

「いいわね。ワタシ、ココアとか飲みたいな♪」

　オレたちは腕を組んだまま自販機へと向かった。

　ありすはココアを、オレは缶コーヒーを買ってベンチに座りちびちび飲む。

「今日は何しようか？」

「あっ、えっと、ありすは何かしたいことあるか？」

「そうね……まずはメリーゴーランドに乗ってみたいな。もちろんユウキと一緒にね」

「えぇー嫌だよ。なんで高校生にもなって子供に交じってグルグル回らないといけないんだよ。恥はずいだろう」

「いいじゃない。ワタシと一緒なら変になんか思われないわよ。他ほかのカップルだってしてるでしょ？　ほら行きましょう」

「ちょっ、ちょっと待てって、まだ飲み干しないからっ」

　腕を引っ張られ、慌てて飲み干しココア缶と一緒にコーヒー缶を捨てる。

　オレたちは他のカップルと子供に交じってメリーゴーランドの列に並んだ。

　すぐに順番が回ってきた。

　オレとありすは二つ並んだ作り物の馬の背にそれぞれ乗る。

　それから三分ほどメルヘンな音楽に合わせてグルグル回る。

　メリーゴーランドが終わると、今度は百円玉を入れて動くキャラクター物の乗り物がある場所へ連れて行かれた。

　デフォルメされたカエルに乗るありすをオレが携帯で撮る。

　その写真を二人で見て笑い合った。

　次は射的――まるで普通のカップルみたいにオレたちは時間ギリギリまで屋上で遊んだ。

　ありすとのラストデート終了まで残り九分。

「あー面白かった！」

　彼女はベンチに座ると、遊んで疲れて熱くなったのか首元を手のひらでぱたぱとあおぐ。

　オレもいつのまにか警戒心を忘れて普通にありすと遊んでいた。

　だが、突然彼女は肩を落とす。

「どうしたありす。どっか痛いのか？」

「大丈夫、どこも痛くないわ。ただユウキとのデートもこれが最後かと思ったら悲しくて」

「ありす……」

　ずっと警戒していたのが申し訳ない気持ちになる。

　彼女は想おもいにちゃんと区切りを付けようとしていたのに、オレは色いろ眼鏡めがねをかけ疑っていた。

　とたんに自分の行動が恥ずかしくなる。

　これが彼女との最後のデートだ。

　こんな中途半端な気持ちで終わりたくない。

「ごめん、ありす」

「どうしたのユウキ？」

　だからオレは素直に謝罪の言葉を口にした。

「ずっと誤解していたよ。今回のラストデートでありすが何か仕掛けてくるって、ずっと疑ってた。ごめん！」

「ううん、いいの。顔を上げて」

「ありす……ッ」

「だって、ユウキの言うとおりだもの」

「……え？」

　聞き間違いか？

　あらためて尋ねる。

「ありすは今回のラストデートで気持ちに区切りをつけるんだよね。だから、さっき『ユウキとのデートもこれが最後かと思ったら悲しくて』って言ったんだよね？」

「ええ、そうよ」

「そっか！　よかった！　やっぱり聞き間ちが――」

「日本列島でのユウキとのデートはこれが最後かと思うと悲しくなっちゃったわ。もっと一緒に行ってみたいところがあったのに」

「にほんれっとう？」

　すぐに漢字が変換できず、ひらがなで聞き返してしまう。

　ありすは笑顔で答えた。

「あら、覚えていない？　無人島で言ったこと。ワタシの目的はハーレムを築くことだって」

「たしか久遠くおんがいた無人島でそんなこと言ってたな」

「だから、正直、ユウキが誰だれを好きってあんまり興味ないのよね。ワタシとしては将来、久遠ちゃんがいた無人島を改造してユウキハーレムを作るつもりだから」

「ユウキハーレム!?」

　思わず驚きよう愕がくする。

　ありすは胸をそらし自慢げに解説する。

「あそこなら龍りゆう脈みやくが通ってるから電気はほぼ無限に作れるし、元研究所があった場所だからインフラは全すべて揃そろってるでしょ。ただ食料が問題だけど、それは海もあるし何とかなるんじゃないかしら。将来的にはユウキハーレム王国として独立するわよ！」

「国にするのかよ!?」

「もちろん！　世界には全人口が数百人しかいない国だってあるんだから。それに小さ夜よちゃん、久遠ちゃん、そらちゃん、風ふうさま、我が魂の片割れ黒くろ依えちゃん、それに梓あずさたちも居るから国防力も下へ手たな小国より充実してるわよ」

「梓さんたちまでハーレムに入れる気かよ!?」

　軍人前とした稲苗代いなわしろ梓さんや他ほかメイドたちの顔が浮かんでは消える。

「も、もしかして梓さんはオレのこと好きだったり――」

「それはないわ。ワタシがハーレムに入れって指示したから入るだけよ」

「アア、ソウデスカ」

　畜生！　涙なんて流してないぞ！　オレには可愛かわいい婚約者の愛め衣いがいるしね！

「ふふふ……視みえる。視えるわ……ワタシが理想とする王国の姿が」

　ありすは片目を押さえ、王国の将来像を語った。




　南海の孤島。

　白い砂浜、宝石のように輝く青い海。

　そんな天国に一番近そうな島で、少女たちは水着姿で楽しそうに笑い合い、一人の少年に奉仕する。

「どうしたのですか、優ゆう樹き殿。先程より速度が落ちていますよ。さぁ、もっと速く歩くのです」

「も、もう勘弁してくれ……」

「何を言っているのですか。まだ今日は一八〇回ほどしか回っていないじゃないですか」

　砂浜に建てられた柱の取っ手を掴つかみ、ぐるぐると押して回る。

　兎うさ月つきありすはパラソルの下、その光景を眺め青いトロピカルフルーツジュースを飲み干す。

「梓あずさ、もっと急がせなさい。このままじゃノルマに届かないわよ」

「はっ。では優樹殿失礼します」

「ひぃッ!?」

　彼女が持つ一本ムチが、すぐ側そばの砂浜を叩たたく。

　オレは水着姿で、サングラスをしたありすに懇こん願がんする。

「ありす、いえ、ありすさま！　どうかこのダメ人間にお慈じ悲ひをください」

「聞こえなーい」

「美しく聡そう明めいで、仏よりも、聖母マリアよりも慈しみ深い、この世の奇跡、オレの永遠のビーナス、愛いとしい子ウサギちゃん兎月ありすさま。どうか水の一杯をお与えください」

「そこまでいうならしょうがないかな。でも、もうジュースは飲んじゃったし。残った氷なら、ペロペロしていいわよ」

「ありがとうございます！　愛しい婚約者の氷をペロペロさせてください！」

「梓もってて」

「はっ」

　彼女は指示通り、ありすからグラスを受け取ると氷を手のひらにのせ、オレの口へと押し込む。

「お嬢さまの日本海溝より深い愛に感動しながらお舐なめください」

「ありす、ありがとう。ありがとう。君は永遠の愛しい人だ！」

　オレは口内の氷をペロペロしながら再び、柱をぐるぐるまわした。




「って！　それのどこがハーレムだ！　強制労働施設じゃないか！　だいたいなんで柱をまわしてるんだよ!?」

「えっ、だってユウキっていじめられるのが好きなんでしょ。だから、精神的にも、肉体的にもいじめてあげてるのよ。感謝しなさい」

「するか！　だいたいそんな趣味はないって言ってるだろ!?」

　まるで常識だと言わんばかりの真顔のありすにツッコミを入れる。

「それにありすには悪いけど、ハーレムを作るつもりはないよ。愛め衣いのことが本気で好きなんだ。だから……」

「えっ、別にユウキの許可を取るつもりないわ？」

「なんでだよ!?　めちゃくちゃ当事者本人じゃないか!?」

「別に本人の意思なんて関係ないの。ワタシはユウキも、愛衣ちゃんも、小さ夜よちゃん、久遠くおんちゃん、そらちゃん、風ふうさま、黒くろ依えちゃん、梓あずさたちみんなが好きなの。だから、ワタシの好きな人たち全員が幸せになれる世界を作りたいのよ」

　ありすは微笑ほほえむ。

「ユウキが愛衣ちゃんを好きなようにワタシはユウキが好きだし、みんなが好きなの。だから、勝手に準備してるのよ」

「ありす、オマエは本当に……メイドらしからぬメイドだな」

「ありがとう、褒めてくれて」

「褒めてねぇ――――――！」

「とにかく、王国を作るなら二度と日本でユウキとデートできないのが悲しいけど。偉大な夢のためならしかたないわよね」

「ッ――!?」

　ありすはオレを抱きかかえると、妖あやかしの姿に戻り跳躍！

　フェンスの上に着地する。

「ちょッ！　ありす！　お、オマエは……！」

「ふふふ、無駄よ。一般人に戻ったユウキじゃ妖の腕力に敵かなうはずないでしょ！」

「アホか！　それもあるけど一般人の人たちの前で妖の姿に戻る奴やつがあるか！」

　一般人に妖だと正体がばれたら、殺すか結婚して身内にするしかない。

　なのに彼女は大勢の人前で妖の姿をさらす。

「その点は大丈夫よ。ここにいる皆さんは全員関係者だから」

「ええええッ!?　全員が関係者なの!?」

「ユウキを連れ出すため協力してもらった劇団あやかしの皆さんです」

「なにその劇団ひ○わりみたいな組織は!?」

　子供に両親、恋人同士に学生服姿の人々が全員関係者なのかよ!?

　その証拠にありすの姿を見ても驚かず、なかには手を振る人もいる。

「ユウキ誘拐大作戦のため私財を投じて作ってみました」

「オマエ、バカだろ。バーカ、バーカ」

「あふぅん、ユウキに罵ののしられて体が熱くなってきちゃった」

「ありすさんは攻守とも完璧ですね！」

「メイドですから♪」

　ありすはメイドをなんだと思っているんだ!?

「ありすさん、優ゆう樹きを離してください！」

　ありすの行動に愛め衣いが姿をあらわす。

　彼女の後ろにデートが終わった小さ夜よちゃんや久遠くおん、そら、風ふうがいた。

　屋上に関係者しかいないため彼女たちは妖あやかしの姿に戻っていた。

　彼女の行動にさすがの小夜ちゃんも眉まゆをひそめる。

「ありすさん、バカなマネは止やめてください。優ゆう兄さんは誠実に最後のデートをしてくださったのに、こんな仕打ちは酷ひどいです」

「……お兄ちゃんを奪うならもっと堂々と愛衣お姉ちゃんと戦うべき」

「そうだよ！　久遠ちゃんの言うとおりだよ！　そらもこれからゆうくんを振り向かせる努力をするつもりなのに、暴力で奪うなんて反則だよ」

「妾わらわ的には面白かったらどっちでもいいのじゃ！」

「小夜ちゃん、久遠、そら……」

「みんな、ありがとう……」

　オレと愛衣は彼女たちのセリフに声を震わせる。

「風は後でちょっとお説教な」

　睨にらみ付つけるが彼女は可お笑かしそうに笑うだけだった。

　ありすは小夜ちゃんと久遠、そらを敵に回しても余裕の表情を崩さない。

　むしろノリノリであくどい顔をして、

「女の友情……素晴らしいわ。けど、ワタシはそれ以上に素晴らしいモノを用意しているわよ！」

　オレを抱えている反対の腕を突き出し声高々に告げる。

「少女たちよ、我がハーレムに加わりなさい！　さすればユウキの半分をくれてやろう！」

「どこの魔王だ！　てか、オレの半分って何!?　もの凄すごく怖いんだけど！」

「ふっふっふっ……あまり具体的に言うと楽しみが減るから言いたくないんけど、ヒントだけ教えてあげる。下半分、それ以上はハーレムに加わったら教えてあげるわ」

「ヒントじゃねぇぇぇぇぇえぇ！　もう答えを言ってるようなもんだよね！」

　ツッコミにありすは余裕の表情を崩さない。

「だいたい、そんなくだらない条件で小さ夜よちゃんたちがハーレムに加わるはずないだろ」

「そうよ！　わたしたちの友情は鋼はがねのように固いのよ！」

　オレと愛め衣いが自信満々に告げる。

「……久遠くおんたちが守っているあいだ、早く離脱してありすお姉ちゃん」

「後でそらにこっそり、ハーレムの詳細教えてね！」

「ウサギの子よ。詳しい交渉は後のちほどしようではないか」

「「えっ!?　えぇぇぇぇぇええぇぇぇぇぇえええぇッ！！！」」

　だが、気付くと、久遠とそら、風ふうがありすの足元に集結していた。

「ちょ、ちょっと待って！　少しは迷う素振りぐらいしようよ！」

「……ごめんなさい、お兄ちゃん。でも、昔偉い人が言ってた。『恋は戦争』だって」

「そうそう。鯉こいは水槽だよ！」

「そら、『恋は戦争』な」

「妾わらわも狐の子に倣ならってひとつ。昔偉い人が言ってたのじゃ。『チャンスの神さまの髪は前髪しかない。通り過ぎてから後ろの髪の毛を掴つかもうとしても、髪の毛が無いので掴めない』と」

「でも風さま、なんで前髪なんですか？　服や腕、足でも掴めばいいのに」

　みんなは話が進まなくなるため、そらのセリフを無視した。

　愛衣が久遠たちに呼びかける。

「どうして!?　優ゆう樹きとのデートが終わって話した時、未練はやっぱり断ち切れなかったけど、今後は正々堂々彼を振り向かせるよう努力する。けど、わたしたちの友情は永遠だ、って約束したのに！」

「愛衣ちゃん、愛衣ちゃん、本気で信じてたの？」

「女の友情は男が絡むと途端に脆もろくなるもんじゃぞ。常識ではないか」

「久遠！　久遠はお姉ちゃんとの約束を裏切ったりしないわよね？」

「……チ」

「く、久遠が舌打ちした!?」

「……早く別れればいいのに」

「久遠が反抗期に入っちゃったよ!?」

「愛衣、どっちかっていうとやさぐれてるんじゃないか？」

　ブラック久遠とでも名付けようかな。

　もしくは黒く遠おんか。

「ふふふ、みんな理解が早くて助かるわ。小夜ちゃんはどうするのかしら？」

　ありすの言葉に今まで黙っていた小さ夜よちゃんに視線が集まる。

「わ、私は……」

　彼女は事態の変化にいまだついていけていないのか、困惑した表情を浮かべる。

「……まぁ小夜ちゃんがこちらの陣営にすぐ付かなかったのは誤算だけど、とりあえず今はいいわ。小夜ちゃん、いつでもありすハーレムけいか……じゃなくて、ユウキハーレム計画に加わりたかったら言ってね」

「ちょっと待て!?　今、『ありすハーレム計画』って言わなかったか？」

「いやね、言ってないわよ。ワタシは『ありすハーレム王国』って言ったのよ」

「そっかそっか『ありすハーレム王国』か……って！　同じ意味じゃん！　めちゃくちゃ同じこと言ってるよ!?」

「素晴らしい、ノリツッコミ！　だから、ユウキって大好き♪」

　彼女は心底楽しそうな笑顔で、指を鳴らす。

　いつのまにかヘリコプターが屋上側まで近づいていた。

　扉が開き縄ばしごが投げ下ろされる。

「とう！」

　ありすは跳躍すると、縄ばしごを掴つかみ足をかける。

「それではみんな！　アディオスアミーゴセニョリータ！　あとで無人島行きの船を用意させるからー。グラッチェ、グラッチェ！」

　ヘリコプターは元来た進路を戻ろうとする。

「愛め衣い！」

「優ゆう樹きィ！」

　愛衣は『仙せん狸り』の力を失った反動で、妖あやかしだが一般人ほどの力しかなくなった。

　その上久遠くおんやそら、風ふうが敵に回っている。

　彼女がオレを救うことは不可能だ。

　この場で唯一それができる存在――戌いぬ威い小夜ちゃんが滑るように駆け出す。

　とっさのことに久遠やそら、風が反応できず素通りさせてしまう。

　小夜ちゃんはフェンスを踏み台にヘリコプターへ跳躍する。




「犬いぬ神がみ流りゆう柔じゆう術じゆつ・鎌かま鼬いたち！」




　小夜ちゃんは空中で身を捻ひねり、ありすが掴まっている縄ばしごを切断する。

「「!?」」

　これにはオレとありすも驚きよう愕がくする。

　小夜ちゃんは自由落下中にありすから、オレの身柄を強奪する。

「ぎゃぁぁぁぁぁあああぁぁぁぁっぁああッ！！！！！！」

　迫り来る駐車場の灰色のコンクリート。

　飛び降り自殺は途中で気絶すると噂うわさされるが、逆に怖すぎて気を失えない。

　オレとは正反対に小さ夜よちゃんは悲鳴ひとつあげず、冷静に地面との距離を把握し、

「はぁッ！」

　激突する刹せつ那な、妖力を地面に叩たたき付つけ落下の衝撃を相殺する。

　まるで羽毛のようにふわりと地面に降り立った。

　ありすもさすが妖あやかし。

　落下の勢いを上う手まく殺して傷ひとつなく足から着地する。

　オレは腰が抜け小夜ちゃんの腕をガッチリ握り顔をくしゃくしゃにして涙声をあげる。

「さ、さぼぉちゃん……！」

「はいはい、もう大丈夫ですよ」

　そんなオレを小夜ちゃんは優しくあやしてくれた。

「優ゆう樹き、小夜ちゃん！　大丈夫！」

　そらにお姫さま抱っこされた愛め衣いが屋上から飛び降り、オレたちの側そばに駆け寄ってくる。

「ああ、小夜ちゃんのお陰で傷ひとつないよ」

「ありがとう、小夜ちゃん。優樹を助けてくれて本当にありがとうッ」

「いいえ、私たち友達じゃないですか」

「小夜ちゃん……ッ」

　愛衣は感動し小夜ちゃんと固く抱き締め合う。

　さすが親友同士、やっぱり異性を取り合った後でもその友情はダイヤモンドより硬く美しい。

「もう～小夜ちゃんが邪魔しなかったらユウキを誘拐できたのに」

　ありすが反省の色なくぶらぶら側に来る。

　そら、久遠くおん、風ふうもそれぞれ小夜ちゃんを非難する。

「そうだよ、小夜ちゃん。小夜ちゃんだってゆうくんとラブラブしたいくせに」

「……素直になったほうがいい」

「そうじゃ、狐の子の言うとおりじゃぞ。人間素直が一番じゃぞ。まぁ我われらは妖だがの」

「そうですね。私はやっぱり優ゆう兄さんが好きです。今でも誰だれより愛している自信があります。だからこそ、こんな卑ひ怯きようなマネをしたくなかったんです」

　彼女は愛衣と抱き合うのを止やめると、まっすぐな目でみんなを見つめた。

「私は正々堂々、愛衣ちゃんから優兄さんの愛を勝ち取りたいんです。優兄さんとの愛に誇りを持てるように」

　オレも含め全員が小夜ちゃんの誇り高い姿に目を細める。

　やはり彼女は日本最後の大和やまと撫子なでしこだ。

　年下の少女に敬意の念を抱いてしまう。

　さすがのありすも肩を落とす。

「そう、ね。たしかに無人島に誘拐して、ユウキの身の安全と生活を楯たてに言うことを聞かせても、それは本当の愛じゃないわよね」

「……久遠くおんたちが間違ってた」

「ごめんね、ゆうくん、愛め衣いちゃん。そらたちが間違ってたよ」

「まさか犬の子に人の道を教えられるとは……すまなかった」

　愛衣とオレは目を合わせ頷うなずき合う。

「もういいよ。みんな反省してるわけだし。な、愛衣」

「うん。それに正々堂々と優ゆう樹きを誘惑しても絶対に負けないんだから！　この中で一番優樹を愛してるのは小さ夜よちゃんじゃないよ。わたしよ、絶対に！」

「違うもん！　ゆうくんを愛しているのは愛衣ちゃんでも、小夜ちゃんでもなくそらだよ！」

「……違う。久遠が一番お兄ちゃんを愛してる」

「まぁしかし一番夫婦として釣り合いが取れておるのは、やっぱり妾わらわと婿むこ殿じゃな」

「もうやっぱりワタシの提案通りユウキハーレムを作ったほうがいいんじゃない？」

　ありすの提案にみんなが苦笑する。

　オレも喉のどの奥から湧わき上がる笑いを噛かみ殺ころした。

　オレは世界一幸せ者だな。

　こんなにも素敵な女の子たちに想おもわれているなんて――

　駐車場に座り込んでいたオレたちは立ち上がり、あらためてみんなでショッピングセンターを見て回ることにした。

　今年のクリスマス、部屋に飾る道具などを買うのだ。

　オレはいつか愛衣と結婚する。

　けど、もし願いが叶かなうなら――こうしてずっとみんなで笑い合える世界になって欲しいな。

　もう子供ではないが、今年のサンタさんにお願いするクリスマスプレゼントが決まった。





■エピローグ　オトコを見せてよ倉くら田たくん！







　数年後。

　喫茶店『ＣＡＴ[image: ]　ＢＥＬＬ』。

　窓際の席でオレこと倉田優ゆう樹きは手紙を書いていた。

「拝啓、詩し猫びよう初はつ音ねさま。お元気でしょうか？」

　今年ようやく初音お姉ちゃんへ手紙を出す許可をもらうことができた。

　オレは早速、彼女宛に近況をしたためる。

「オレは、無事合格した大学で経済を日々勉強しております」

　なぜ経済学部かというと、将来的に愛め衣いのサポートができればと思ったからだ。

　自宅から一番近い私立の経済学部がある大学を受け、なんとか合格した。

「その愛衣は将来、茜あかねさんのようなパティシエになるため彼女の下で毎日楽しそうに勉強をしています。そうそう、茜さんといえば、賢けん悟ごさんとついに入籍しました。猫又、犬いぬ神がみ一族でだいぶ揉もめたみたいですが本当に良かったです」

　事件から数ヶ月後、賢悟さんが茜さんにプロポーズした。

　茜さんは賢悟さんを全く男性と意識していなかったらしく、最初は冗談だと思ったらしい。

　その後、賢悟さんが猛烈にアタックして、さらに一年経たち茜さんが結婚を前提に付き合うことを了承した。

　しかし彼女たちは猫又と犬神一族。

　両一族の説得に時間がかかった。

「賢悟さんは女性の趣味が悪いんじゃないかと思います……なんて、そんなわけないですよ。茜お姉さまを見み初そめるなんて、ほんと賢悟さんは見る目があるな！」

　お代わりのコーヒーを出すついでに、手紙の文面を覗のぞいてきた茜さんの視線に怯おびえながら慌てて称賛の文字を書き込む。

「強制施設といえば、ありすと梓あずささん、メイドたちは妖あやかし調査委員会でけっこうな地位についてから色々な改革を推し進めているそうです」

　彼女は約束通り、一年経つとメイドを辞め、オレの家を出た。

　代わりに近隣住宅を立ち退のかせ豪邸を建てたが……。

　現在、彼女たちは妖調査委員会の内部改革を行っている。

　梓さんや『龍りゆう脈みやく研究所占拠事件』で出た裏切り者のような人たちを二度と出さないためらしい。

「同時並行で元龍脈研究所の孤島にハーレム王国を築いているらしいです。そちらも順調で近いうちに完成すると喜んでいました。オレはいつ拉ら致ちされるか怯おびえています……」

　その孤島に住む久遠くおんの父、狐きつね火び巌いわおさんはありすたちを歓迎し、姉の花音かのんさんはいまだに反対しているらしい。

「久遠は今年高校一年生で、将来、龍りゆう脈みやく研究者になるべく勉強しています。最近では彼女が書いた龍脈研究の論文が学会で高い評価を得たそうです。彼女なら間違いなく自身の夢を叶かなえるでしょう」

　愛め衣いには内緒だが、年々大人おとなびる久遠にドキッとする瞬間がある。

　新しい便びん箋せんを取り出し書く。

「千ち影かげそらは高校卒業後からずっとニートをしてましたが一昨年街中で芸能事務所にスカウトされ、天然系爆乳グラビアアイドルとしてデビューしました。一度週刊青年雑誌の表紙を飾っただけでネットで爆発的人気になり、今ではテレビでも引っ張りダコです」

　千影そらの夢はオレを自身の手で幸せにすること。

　その夢は叶わず、高校を卒業後は燃え尽き症候群を起こし大学にも進学せずニート生活をしていたから心配していたのだが……現在は立ち直ってくれて肩の荷が下りた気分だ。

「引っ張りダコで言うなら風ふうも『ＣＡＴ[image: ]　ＢＥＬＬ』の看板イタチとしてお客さまに愛されています。本人はただ窓際に専用の座布団を置いて、イタチ姿でごろごろしているだけですが」

　四し生しよう楼ろう名誉顧問の座を失ったとはいえ暇になったら事件に首を突っ込み天あま囲いさん、薬やく学がくさんなどを困らせている。

　悪魔か……。

「悪魔といえば……今、城じよう南なん中学が黒い悪魔によって支配されています。名前は烏からす乃の黒くろ依えです」

　彼女は城南中学に入るため親に頼んで引っ越しまでしてきた。

　彼女は入学するとすぐに『わん、にゃん、ラビットフォックススカイクロー』を掌握。

　絶対権力者として、猛威を振るっている。

　誰だれもが見み惚ほれる美しい容姿に、回転のいい頭脳、猫を百匹は被かぶった愛想で理事長すらメロメロにしている。

「元教祖で悪友の大おお杉すぎ太た一いちは同じ大学、学部でまだ腐れ縁が続いています。スギ曰いわく、将来的には起業して、『わん、にゃん、ラビットフォックススカイクロー』で世界を征服すると豪語してます。その話に黒依が噛かんでるから本当に達成しそうで怖いです」

　最後に戌いぬ威い小さ夜よの近情を報告する。

　持つペンに汗が滲にじむ。

「小夜ちゃんは約三年前クリスマスが終わった数日後、戌威家の実家へと帰ってしまいました。彼女曰く『やっぱりお二人の姿を目にするのが辛つらい』と。オレと愛衣は引き止めることができませんでした。ですが、最近になって彼女が実家へ帰った理由が分かりました」

「ぱぱ～」

「ぱ～ぱ♪」

　トテトテと毛糸で編んだようなもこもこした衣服を着て、二歳の双子の女の子がズボンにしがみついてくる。

　姉が『奈な桜お』で、妹が『美み桜お』だ。

　彼女たちの耳は犬耳で、ふさふさとした尻尾しつぽが生えている。

　普通は尻尾と耳が隠せるまで一族内で育てるが、現在『ＣＡＴ[image: ]　ＢＥＬＬ』にお客さまがいないのと、付け耳と尻尾っぽく見えるからそのままにしているらしい。

　小さ夜よちゃんは細腕なのにひょいと軽く二人を抱き上げる。

「その人はパパじゃありませんよ。お手紙を書いてるんですから邪魔をしてはダメですよ。ね、優ゆう兄さん？」

「おえがみ？」

「おえがみぃ！」

「ねぇ、優ゆう樹き、この子たちはどういうこと？」

　白いパティシエ服姿の愛め衣いが極寒のブリザードみたいな声こわ音ねで問いかけてくる。

　手には包丁。

　たしか浮気したら無理心中するって言ってたっけ。

　もう愛衣の有言実行☆ガール♪

　さらに最悪なことに、小夜ちゃんが戻ってくるということでみんなが喫茶店に集まっていた。

　そちらを向かず、手紙に言い訳を書き音読する。

「小夜ちゃんが今年で二歳になる双子の女の子を連れて戻ってきました。年齢を考えるとまさか、クリスマスの夜、間違って茜あかねさんのアルコールを飲んでしまったあの時の……いやいや、でも小夜ちゃんは親戚の子供、つまり従姉妹いとこだと言ってるし！　しかも、数年前のラストデートで妄想した名前と一緒だし！　いや、でもあれは小夜ちゃんの将来子供につけたい名前リストから取っただけで……けど、妄想した子供たちの衣服まで同じなんてことがあるのか!?　ダメだ！　現実と妄想の区別がつかなくなってきた！」

「さ、小夜ちゃん！　本当にその日、よ、夜ばいして、ゆ、優樹を！」

「さぁ？　なんの事ですか？　ただひとつ言えることは……」

「言えることは？」

「ひ・み・つです♪　っていやです愛衣ちゃんったら、もちろん冗談ですよ、冗談――本当に親戚の子に決まってるじゃないですか♪」

　小さ夜よちゃんはほほに手をあて、真まっ赤かになりながら恥はずかしそうに呟つぶやく。

　親友の台詞せりふに愛め衣いの怒りが収まらない。

「ラストデートの最後に、『私は正々堂々、潔白で愛衣ちゃんから優ゆう兄さんの愛を勝ち取りたいんです。優兄さんとの愛に誇りを持てるように』とか言ってたくせに！　小夜ちゃんの誇りはどこ行ったのよ！」

「そうですね。たしかに言いましたね。でも、よく言うじゃないですか。『戦場では油断した奴やつらから死んでいく』と」

　小夜ちゃんが今まで見たこと無い『キリッ』とした表情をする。

「小夜ちゃんのバカぁ[image: ][image: ][image: ]！」

　愛衣の涙声が店内に虚むなしく響く。

　女の子ってマジで怖い。

　一方、集まっていたありすたちはと言うと、

「ま、まさかとは思うけど……実際これからの将来を考えれば、ユウキの性格を考えると起こりえる事態だし、予測していなかったのは不覚ね。こんなことなら計画を前倒しすべきだったわ。ね、梓あずさ」

「はっ、ありすお嬢さまの仰おつしやる通りです。お心お察しします」

「……お兄ちゃんキモチワルイ」

「うぅ～子供可愛かわいい♪　そら、ゆうくんとの間に赤ちゃん欲しい♪　そらにも抱っこさせて～！」

「ふふふ、妾わらわもいつか婿むこ殿とややこをもうけたいのじゃ」

「黒くろ依えにも抱かせてですの！　ふあぁ、可愛い♪　お手てちっちゃいですの」

　そらが抱っこした奈な桜おを愛衣へ向ける。

「ほら、愛衣ちゃんも抱っこしなよ。とっても可愛いよ♪」

「わ、わたしは……」

「だっこ？」

　奈桜が小首を傾かしげる。

「うぅ、ううぅうぅ――ダメぇ、可愛過ぎる！　そらさん、わたしにも抱っこさせて！」

「いいよぉ～」

　愛衣は奈桜を抱き締めると、文字通り桜色のほっぺたに自身のほほを擦すりつける。

「可愛い♪　温かいよ。尻尾しつぽとお耳がもふもふだよ。愛衣お姉ちゃんって、言えるかな？」

「めい、ねぇたん？」

「そうそう、お利口さんだね♪」

「と、愛衣が奈桜にメロメロになって、ありすたちも美み桜おのメロメロになってこの場を誤ご魔ま化かせないかと希望を抱きます」

「そんな訳ないでしょ」

　愛め衣いが溶かしたチョコレートよりデレデレの顔から、一瞬で般はん若にや顔になり切って捨てる。

　手紙の続きを書く。

「初はつ音ねお姉ちゃんの煮込みハンバーグ美お味いしゅうございました。卵焼き美味しゅうございました。この手紙が最後にならぬことをお祈りください。……候、と」

　小さ夜よちゃんが来るまでは近情を知らせる手紙だったが、なぜか最後は遺書になっていた。

　愛衣が問い詰める。

「で、これからどうするつもり？」

「いや、どうするもなにも、なんと言うか……」

「さっさと答えを出してくれ。いくらあたしでもそろそろ賢けん悟ごくんを押さえきれない」

「がおま[image: ]わいうがおうん[image: ]ぁま[image: ]あおひあん[image: ]ぉうふが！！！！」

　小夜ちゃんの連れてきた親戚の子供に見覚えのない賢悟さんは、すっかりオレと小夜ちゃんの間にできた子供だと誤解し、言語がおかしくなるほど怒っていた。

　しかし奈な桜おと美み桜おが腕を抜け、賢悟さんへと歩み寄ると、

「じぃじ？」

「じぃじぃ！」

「そうでちゅよ！　じいじぃでちゅよ！　奈桜タン！　美桜タン！　チュッチュ！」

　今度は壊れたオモチャみたいに孫好きのおじいちゃん化する。

「小夜ちゃんばっかりユウキと子供を作るなんてずるいわ。ワタシも赤ちゃん欲しい！」

「だから、オレの子供じゃなくて親戚の子だって！　……た、たぶん……」

「……久遠くおんもお兄ちゃんとの赤ちゃん欲しい」

「だったらそらも！　今すぐ芸能界止やめて、ゆうくんだけの妻になるよ！」

「ふむ、妾わらわもついに初めてのややこを身ごもるのか。連絡が途絶えた姉たちを探して報告せねばいかんのじゃ」

「黒くろ依えはいつでもＯＫですの、パパ♪　黒依に早く赤ちゃんの作り方を教えて欲しいですの」

「ゆ、優ゆう樹き～、わ、わたしだけ愛してるって言ったのに……ッ。くれたのに……ッ！」

「いや、だからその、小夜ちゃんの従姉妹いとこだって！　ね、それにほら子供なんて、分かるだろ、ほら、オトコとしてはその、なんていうか……」

　しどろもどろの言い訳に業を煮やし、愛衣たちが叫ぶ。

「優樹！」

「優ゆう兄さん」

「ユウキ！」

「……お兄ちゃん！」

「ゆうくん！」

「婿むこ殿！」

「パパ♪」

「う、うわぁあああぁぁぁぁっぁあぁぁっぁあああぁっぁぁぁぁッ！！！！」

　オレはプレッシャーに負けて喫茶店を飛び出す。

「あ、こら！　逃げるな！　卑ひ怯きようだぞ！」

「優ゆう兄さんは成長しませんねぇ～」

「梓あずさ！　絶対に逃がしてはダメよ！　今回を皮切りにユウキをハーレム王国へ連れて行くわよ！」

「……お兄ちゃん、絶対に逃がさないッ」

「あぁ！　みんな待って！　はうぅ!?　ふぇぇえ[image: ][image: ][image: ]ん！　そら転んじゃったよ！」

「まったく若い奴やつらは元気がいいのじゃ」

「もう、パパったら、黒くろ依えたちから逃げられるわけないですのに。でも、そんな無様に悪あがきをするパパも素敵ですの♪」

「や、やっぱりオレは年上の方がぁぁッッ！」

　振り向くと彼女たちは尻尾しつぽと耳を出して全力で追いかけてくる。

　何が何でも取り押さえるつもりだ！

　全員が口を揃そろえて叫ぶ。

『オトコを見せなさいよ！　倉くら田た優ゆう樹き！』

　そして、オレたちは桜さくら並なみ木きの下を走る。

　空からは桃色の花びらが無数に舞い落ちてくる。

　それはまるで新しい門出を祝う紙吹雪のようだった。





　◇






　数年後――何通目になるか分からない倉田優樹の手紙が、詩し猫びよう初はつ音ねの元に届いた。

　手紙には初めて写真が同封されていた。

　そこには倉田優樹と、赤ん坊をそれぞれ抱きかかえる、幸せそうに笑う少女たちが写っていた――


【ｅｎｄ】














あとがき




『オトコを見せてよ倉くら田たくん！』を書かせて頂いております斉さい藤とうです！

　七巻刊行が大幅に遅れてしまい大変申し訳ありません！

　今回は執筆自体は少し前に終わっていたのですが、色々タイミングや運が悪く、ここまで発売時期がずれこんでしまいました。

　読者様、関係者の皆様、本当に申し訳ありません。

　さて、デビューから約二年半……読者様のお陰で、斉藤が当時からずっと考えていたラストまで書ききることができました。デビュー当時は不安と心配ばかりしていましたが、こうして最後まで書けて本当に斉藤は幸せ者です！

　さて今回の後書きですが……なんと倉田くん史上最大のページ数を頂くことが出来ましたので、『もしこのヒロインを倉田くんが選んだらどういうエンドになったのか？』という内容を、ギャルゲ的妄想ネタとして書いていきたいと思います。

　以下はネタバレも一部含みますので、本編を読んでいない人はお気を付けてください。

　ではでは、行きますよ？




　まず最初は兎うさ月つきありす！

　倉田くんが彼女を選んでいたら、恐らく無人島に移住し、そこで倉田くんと稲苗代いなわしろ梓あずさ他ほか、メイドたちを従え国家を築いていたと思います。そして他ヒロインたちも引きずり込んでハーレムを作り、最終的には世界征服を企みそうですね。てか、これじゃありすがラスボスになるのか？　しかし彼女なら本当に世界征服をしてしまいそうな気がするな……。




　続いては狐きつね火び久遠くおん！

　彼女と倉田くんが結ばれたら、まず駆け落ちをしそうですね。そして、最終的に他ヒロインたちにも認められ、二人で静かに暮らしそう。久遠は研究職について、倉田くんが主夫業とかですかね。久遠的には好きな研究と愛いとしい倉田くん、両方手に入れて幸福な毎日を送るでしょう。ちなみに子供は沢たく山さん出来る予定です。




　千ち影かげそらは、倉田くんと結婚して千影一族の長おさを引退。

　すぐに子供ができて、気付くと三人ぐらいの子だくさん。

　倉田くんは入り婿むこで、千影家のコネで会社に就職。毎朝スーツ姿で、行ってらっしゃいのキスとか毎日して。しかも子供三人に見送られて……。そんな光景が簡単に思い浮かびます。あ、もちろん会社ではダメ社員でしょうね（笑）。




　風ふうは……倉くら田たくんと結婚したら旅に出そうなイメージですね。お題目として姉たちを探しに行く旅とか言いながら、ぶらぶら世界のあちこちを二人で回り、山賊や海賊、ゲリラ組織、麻薬組織とかにからまれ、事件に巻き込まれ解決していきそう。そのたびに倉田くんは涙目で逃げ回るんだと思います。水戸黄門とうっかり八兵衛みたいですね。




　烏からす乃の黒くろ依えは倉田くんに首輪を付けて、四つんばいにさせてその背に座っていそう。

　彼女の手にある鎖が首輪と繋つながっていて、悪い顔で倉田くんを言葉でいじめそうですね。

『自分より年下の女の子の椅子になって恥はずかしくないんですの？』とかいいながら……。

　けど、なんだかんだ言って甘える時は甘えて来て、充実した生活を送りそうかも。




　そして最後はもちろん戌いぬ威い小さ夜よ！

　彼女と倉田くんが結ばれたら――最終的に一巻に登場した地下座敷牢に監禁されるイメージしか湧わかないかも……。

　なんか最初は普通に付き合って、結婚してラブラブな新婚生活を送りそうだけど、結局地下座敷牢に監禁される気がするというか。

　けど、その場合、倉田くんも気楽に受け入れそう。元々ダメ人間の彼ならネットがあればそこでも幸せに生きていけそうですしね。

　生活は保障されるし、欲しいモノはネット通販、嫁さんは黒髪巨乳大和やまと撫子なでしこという反則技で、上から下まで朝から晩まで至れり尽くせりで。

　あれ、けっこうありか？




　さらに最後の最後――倉田くんと猫ねこ柳やなぎ愛め衣いの間に子供が生まれたら？

　結局その子に『仙せん狸り』が引き継がれて金髪の子供が生まれ、しかし現在の愛衣とは正反対で人見知りが激しく、よく泣く子に。容姿は母親似で可愛かわいく、戌威小夜の双子の子供（愛衣と倉田くんの子供より年上のお姉さん）に可愛がられたりして。




　……さてそんな感じの妄想はともかくとして、今回倉田くん最終巻を書き終えて思ったことは、本当にこの『オトコを見せてよ倉田くん！』という作品は多くの人々が関かかわり、皆様のお陰でこうして最終巻を書くことができたんだということでした。

　斉さい藤とう一人の力では、到底ここまで来ることはできなかったでしょう。

　この場をお借りして改めて謝辞を述べさせて頂きます。

　フミオ様、本当にお疲れ様でした。毎巻、見み惚ほれる絵や生き生きとしたキャラクターを描いてくださいまして、誠にありがとうございました。執筆に詰まっている時、いつも励みにさせて頂いておりました。本当に素晴らしい絵を、ありがとうございました。

　なまもななせ様。コミカライズお疲れ様でした。毎月、一読者として倉くら田たくんを楽しく読ませて頂いておりました。原作とは違った愛め衣いや小さ夜よ、他ほかキャラクターの可愛かわいさを表現してくださり、また新たなキャラクターの魅力を発見することができました。

　現担当Ｈ様、前担当Ｓ様――いつもご迷惑をおかけして申し訳ありません。しかしこんな斉さい藤とうを見捨てず導いてくださったお陰で、ここまで来ることができました。厳しくも温かいご指導にいつも感謝しております、これからも何なに卒とぞ宜よろしくお願いいたします。また編集長様、アライブ担当様、校正様、エッジレコード様、声優様、営業様、書店様、本書にご尽力下さっている皆様、本当にありがとうございます！

　そして、最後に読者の皆様へ。皆様のお陰で、約二年半も倉田くんを書くことができました！　本当にありがとうございました！

　倉田くんは本当に幸せな作品です！

　また次回作ですが、新作の企画が進行しておりまして、なんとか近日中にお届けできるかと思います。新シリーズも倉田くん以上に頑張りますので、応援のほう宜しくお願いいたします！
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